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「それじゃお兄ちゃん、準備はいいわね？」

　昼下がりの貫ぬく井い家。今日はやたらと、妹の部屋に張り詰めた空気が満ちていた。

「うん、いつでも大丈夫だよ」

　内心の緊張を隠し、努めて余裕の笑みを浮かべる。これから僕は、くるみと『次の関係』を結ぶ試練に挑む。無事乗り越えるためには、弱気なんて見せるわけにはいかない。及び腰になってしまっていたら、きっと手ひどい失敗をやらかす。気合いと、勢いで、ここ数日かけてため込んだモノをぶちまけてしまうんだ。

「うん、いい目だわ。とっくに心の準備ができてるみたいね。なら、私もお兄ちゃんの情熱にしっかり応えてあげないと」

　ほんのりと頰を染めたくるみが、自らの唇をぺろりと舐なめて濡ぬらす。

　そして、ストップウォッチを僕の目の前につき出した。

「制限時間は三十分。合格ラインは──全問正解。厳しいけど、お兄ちゃんなら乗り越えてくれると信じてるわ」

　妹の学習机と向き合ったまま僕は頷うなずき、手元のプリント用紙を凝視する。裏返されていてはっきりとは読めないけれど、足りない制限時間を有効活用するためにわずかでも内容を把握しておかなければ。

「いくわよ。第一回『実じつ妹まい検定』、スタートっ！」

「っ！」

　くるみの鋭いかけ声に応じ、僕は勢いよくプリントを表にする。

　──実じつ妹まい検定。

　兄として、実じつ妹まいを取り扱う充分な知識と情報を獲得できているか問われる、年に一度の行事。

　数日前、その実施を告げられてから、僕は一切の疑問を向けず黙々と対策に打ち込んできた。

　これツッコんでもどうせ時間の無駄だろうな……と今までの経験で悟ったのだ。どれだけ『おかしくない？』と異議を唱えたところで、くるみが主張を引っ込めてくれる気がしなかったし、それならしっかりテスト対策して一発合格してしまった方が手っ取り早いはず──。

　などと自分の心理を振り返っている場合ではなかった。時間がない。問題に集中して完璧な答案を作成しなければ。落ちたら及第点をもらえるまで無制限に追試とのことなので、春休みの全てを『実じつ妹まい検定』に費やさなくてはいけなくなる。

　それは避けなければ。他の活動を禁じられるのは困るし、かといって妹に対し不誠実なこともできない。考えれば考えるほど、最適な状況はくるみの期待にばっちり応えることでしか手に入らないように思えた。

　だから、集中。再度気合いを入れ直して、僕はくるみお手製のプリントと向き合い続ける。




　　　　♪




「はい、そこまで！」

　最後の解答欄を埋めきると間もなく、くるみがポンと手を打って終了時間を伝えた。

「なんとか全部解答できたよ……」

　ほっと息を漏らしつつ、答案を手渡す僕。全問正解が合格ラインである以上、一つでも空欄があったらその時点でアウトだった。第一関門を越えられた安あん堵ど感かんで、喉のつかえが抜け落ちたような気がした。

「安心するのはまだ早いわよ。それじゃ、早速答え合わせをしましょうか」

　とはいえくるみの言うとおり、解答を埋めただけでは合格に至れない。内容も完璧でなければ、僕の実じつ妹まい力りよくは次のステージに進めないのだ。

　正直なところ、『次のステージの実じつ妹まい力りよく』とはいったいどういう概念なのかさっぱりわかってないのだけど、この際そこは置いておこう。

「まずは、第一問。これくらいはサクッと正解できるわよね？」

　挑戦的に微笑ほほえむくるみに、僕もにこりと応戦する。ここはきっと完璧に解答できているはず。





【問１】

　次の二つの単語の意味を答え、その違いを説明しなさい。

　・純じゆん妹まい

　・純じゆん妹まい大だい吟ぎん醸じよう






　この問題に対する、僕の解答はこうだ。

『純じゆん妹まいとは、血縁関係にある実の妹を指す。対して純じゆん妹まい大だい吟ぎん醸じようとは、兄の前で着衣の50％以上を脱ぐことをためらわず、長時間行動を共にしてくれる実じつ妹まいを指す。ただ血縁関係があれば該当する純じゆん妹まいに対し、純じゆん妹まい大だい吟ぎん醸じようは兄に対する多大なる信頼がないと成立しないため、より希少価値が高い』




「ふむふむ……」

　真剣極まりなく、答案とにらめっこするくるみ。

「さすがお兄ちゃん。ちゃんと理解しているわね」

　その表情が、ふっと和らいだ。よし、どうやら正しい解答をすることができたみたいだぞ。

　まあ、この問題は基礎的な用語説明なので間違っているようじゃ話にならないのだけれど。テキスト丸暗記でことが足りる初歩の初歩だ。

　ちなみに『テキスト』とはくるみ直筆のＡ４ノートで、『実じつ妹まい学がく総論』、『実じつ妹まい学がく各論Ａ』、『実じつ妹まい学がく各論Ｂ』の三冊で構成されている。なにか大元の書物があるのか、完全なオリジナルなのかはわからない。

　十中八九完全なオリジナルのような気がするけど。

　とにかく、そのノートに記されていた説明を丸暗記しておけば、問１は楽に答えられる。

「ちなみに私はどっちかしら？」

「純じゆん妹まい大だい吟ぎん醸じようです」

「当然そうよね。50％どころかいっしょにお風ふ呂ろにまで入ってあげちゃう妹なんだから」

「妹まつ祭さい・磨き二割三分って感じだよね」

「へぇ。自然とそんな単語が出てくるなんて、思った以上によく勉強しているわ」

　くるみが大きく目を見開いた。口頭試験でもボーナスポイントを稼ぐことができたかもしれない。

「各論Ｂまでしっかり詰め込んでおいたよ」

「頼もしいわね。でも、丸暗記だけじゃクリアできない問題もあるわよ。……うん、問２、問３も正解。でも、この問４はどうかしら？」

　軽快にマルをつけていたくるみが、ふと手を止めて試すような流し目を僕に向けた。確かに問４は、一度大きな過あやまちに気づいて解答を大幅修正した箇所だ。おかげで危うく時間切れになりかけた。





【問４】

　ある日兄は、自転車に乗って年賀状を買いに郵便局に行く途中の実じつ妹まいと地点Ａで偶然出会いました。地点Ａは自宅から３㎞離れています。実じつ妹まいが向かう郵便局は、地点Ａから２㎞先にあります。妹の自転車の平均時速は20㎞です。兄がまっすぐ帰った場合、平均時速何㎞で歩けば先に家に着いて、実じつ妹まいを出迎えられるか答えなさい。なお、信号や道路状況、実じつ妹まいが郵便局に滞在する時間は考えないものとします。






　この問題を見た瞬間、多くの人は計算式を書き始めてしまうだろう。事実、僕もそうした。しかし、違うのだ。これを『算数』の問題と捉えてしまっているうちは、実じつ妹まい学がくの本質にたどり着けていない。

　答えはこうだ。




『可能な限りの全速力。寒空の下、遠くまで年賀状を買いに行く妹を出迎えるために兄がすべき準備はいくつもある。温かいココアとお風ふ呂ろと着替えを用意し、実じつ妹まいの部屋のエアコンを動かすなど、ねぎらいを完璧にこなすには時間がいくらあっても足りない。つまらない計算をしている暇があったらさっさと走り出すべきである』




「すごい！　パーフェクトよお兄ちゃん！」

　あふれる喜びを隠さず、感極まった声を出してくれるくるみ。実じつ妹まいのうれしそうな顔を見て、いつも以上に僕の中で喜びと誇らしい気持ちがあふれる。その瞬間に、ようやく実感を得た。僕の心の中で、実じつ妹まい学がくという概念が確かな芽生えの時を迎えたのだと。

「うん、最後の問題も正解。おめでとうお兄ちゃん。学校だけじゃなく、私のお兄ちゃんとしても、四月から無事進級よ」

「ありがとうくるみ。これからもくるみに認めてもらえるよう、実じつ妹まいとは何なのか、勉強し続けていきたいと思う」

　厳かに、僕とくるみは固い握手を交わした。

　春休みを間近に控えた三月。貫ぬく井い家の絆きずなに、また一つ大きな年輪が刻まれたのだった。

[image: ]







　──というエピソードを潤じゆんたちリトルウイングのみんなに話したら、なぜかどん引きされてしまった。

　普通に心温まる話だと思ったんだけど、希のぞ美み曰いわく『そういう発想になる時点で洗脳が進みまくっててヤバい』とのこと。

　ヤバいのだろうか。
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　　　　【１】




「やっぱり少し、くたびれてきた感じがするなあ」

　自室の壁に吊つるした高校の制服をじっと見つめて、僕はしみじみ呟つぶやいた。二着あるとはいえ、まるっと一年着倒したのだ。当然のように所々スレや型崩れが見受けられて、お世辞にもいい状態とは言えなくなっている。

　でもそれが、僕にとっては少しだけ誇らしい。ちゃんと、学校に通い続けられた証あかしみたいなものだから。中学の時の制服は、今もクローゼットの中できれいなままだ。けれども、この摩耗した高校の制服の方が、ずっと価値がある。そんな風に思えて、ますます愛着を抱いてしまった。

「あ、また見とれてる」

　ノックなしでドアが開いて、くるみのあきれ声が背中に刺さる。ドキリとして振り返った僕は、釈明するようにわたわたと両手を振った。

「み、見とれてたわけじゃないよ！　ただ、しっかり一年分古くなったなあとしみじみ……」

「その『しみじみ』を見とれるって言うんじゃないの？　とにかく、そろそろ出かける準備してね」

　反論しても分が悪そうなので、僕はそれ以上何も言わず、苦笑とともに頷うなずいて制服をハンガーから外した。春休みのうちにしっかり汚れを落としてもらうため、今日はこれからくるみと一緒にクリーニング屋さんへ出かける約束なのだ。

「……ま、見とれる気持ちもわかるけどね」

「ん？　何か言った？」

「ただのひとりごと～。それじゃ、下で待ってるから」

　踵きびすを返したくるみがぽつりと漏らした言葉が聞き取れなくて尋ねたけど、取り合ってもらえなかった。ま、いいか。待たせても悪いからさっさと荷物をまとめてしまおう。







「くるみもついに六年生だね。やっぱり、最上級生になって特別な感じ？」

「まだ実感とかは何もないわねえ。五年から六年はクラス替えもないし」

　お互いの制服を紙袋に入れ、ほんの五分かそこらの散歩に繰り出す僕たち。確かに、クラスが変わらないならそこまで大きな変化という感じでもないか。僕の方はクラスも変わるから、最初の登校日に向けて既にわずかな緊張感を抱きつつあるけど。

　──また、同級生たちと仲良くやれたらいいな。

　──また、桜花さくらと同じクラスになれるといいな。

「ちょっとお兄ちゃん、今別の女のこと考えてたでしょ！」

「え、いや!?」

　ふと桜花さくらのことを思い浮かべた直後、くるみが眉をつり上げて怒った。な、なんでバレたんだろう。あと、『別の女』という表現は何に対するどういう意味での『別』なんだろう。いろいろ疑問を浮かべつつ、それ以上に妹の勘の鋭さに驚かされた。

「すぐバレる噓うそはやめて。……まったく。そんな心がけだったら『実じつ妹まい検定』追試だからね」

「ご、ごめんなさい……」

　追試は困るので僕は深くお詫わびした。一日二時間くらいの勉強を一週間は続けないと再合格は難しい試験なので、このタイミングで課題が増えるのはマズい。

　春休み中に成し遂げたい目標が、僕にはいろいろあるのだった。だから、下手に藪やぶをつつくような真似まねは避けなければ。

「わかればいいの。いつでも心の中は妹で満たしておきなさい。妹マイ・ザ・フォース・ビー・ウィズ・ユーよ。はい復唱」

「妹マイ・ザ・フォース・ビー・ウィズ・ユー……」

「よろしい」

　意味はよくわからなかったけどとりあえず従っておいた。言葉一つでくるみが満足してくれるならお安いご用だ。

「あ、見えてきた。あのお店だよね？」

「ええ。割引券あるからお得に引き受けてもらえるはず」

　さらに歩くことしばし。我が家行きつけのクリーニング屋さんが目の前に迫ってきた。といっても僕がお店に行くことは一年に何回もないんだけど。

「あ、ええと。いらっしゃいませっ！」

　自動ドアを抜けると、カウンターの奥から少したどたどしい女性の声が聞こえた。前に来た時はお店のオーナー夫婦さんが接客もなさっていたけど、目の前にいる方は初めて見たな。

「すみません、制服のクリーニングをお願いします」

　落ち着き払った仕草で、自分の制服をカウンターに載せるくるみ。僕も真似まねて紙袋から依頼品を取り出し、隣に置いた。

　いやはやそれにしても、くるみはどんなところでも立ち居振る舞いが堂に入っているなあ。小学生とは思えない生活スキルに感動するし、それだけ日常のいろんな場面でお世話してもらっているんだよなと改めて頭が下がる。

「かしこまりました。……わぁ、とってもかわいい制服ですねっ」

「ありがとうございます。この辺だと制服のある小学校珍しいですよね。普通の公立なんですけど」

「そぉなんですねぇ……。わー、いいなぁいいなぁ」

「…………」

「わぁー」

　くるみの制服を手に取った店員さんが、両目をきらきらさせたまま動きを止めてしまった。さて、どうしたものかと顔を合わせ固まる僕たち。

「……あっ!?　ご、ごめんなさい！　私ったら、お客様をほったらかしにしてしまって！」

「い、いえ。お気になさらず。あの、最近お店に入られたんですか？」

「はい！　春休みの間だけ、親戚のおじさんおばさんのおうちで短期のアルバイトをさせてもらってるんです。す、すみません。なにぶんお仕事すること自体が初めてで、変なミスばっかりで……」

　照れくさそうに、肩をすぼめる店員さん。見た感じ僕より少し年上かな、という印象なのだけど、失礼ながらすごくシンパシーを抱いてしまった。

「そういうことでしたら、練習のつもりでゆっくりお仕事なさって下さい。僕たちぜんぜん急いでないので」

　後から思えば少し生意気だったかなという言葉が、するりと口から漏れた。そんな僕にくるみは一瞬だけいろんな感情がこもってそうな視線を向けたけれど、異論は挟もうとしなかった。

「あ、ありがとうございますっ！　えへへ、優しいお客様でよかったです」

　店員さんも緊張を解いてくれたみたいで、動きに硬さがなくなった。おこがましい言い方でも、結果オーライかな。

「──舌の根も乾かぬうちに別の女にちょっかいだしたわね」

「誤解だよ！」

　服を預けて外に出たとたん、くるみがあっかんべーしながらそんなことをおっしゃった。

「ふふ、今のは冗談。わかってるわ。共感せずにはいられなかったんでしょ。初めてのアルバイトで緊張しちゃう気持ちに」

「……うん、ご名答」

　本気の糾弾じゃないとわかって、頭を搔かきながら苦笑する。その通りなのだった。僕もまた、あの店員さんと同じようにこれから単身で未経験の舞台へ乗り込む予定になっている。

　未来と本気で向き合うため、また一歩外の世界へ足を踏み出す。それがこの春休み自分に課した、最大のミッションなのだった。




　　　　♪




「ますます緊張してきた……」

　くるみと自宅にいったん戻ってから、僕はもう一度外出した。今度は一人きりで電車に乗って、繁華街まで足を延ばす。

「ここも、久しぶりだな」

　目的地は、雑居ビルの最上階。霧きり夢ゆめたちDragon[image: ≒]Nutsが飛び込み営業を断行した時に初めて足を踏み入れた、あのライブハウスだ。今日はまだ陽ひがある時間帯なので以前ほど敷しき居いの高さは感じないけど、普段の生活圏とは違う雰囲気に重圧感がさらに積もっていく。

「よっ、ちゃんと来たじゃん」

「あ！　ど、どうも！」

　おっかなびっくりエレベーターの方へ歩いて行くと、柱の陰から急に呼びかけられた。ハッと顔を向けた先には、以前と変わらぬ全身黒ずくめの服に身を包んだ、三人組の女性の姿が。

　ガールズバンド『タランチュラホーク』の皆さんだ。

　今回僕が勇気を振り絞ってメールでコンタクトを取らせてもらった相手が彼女たち。現地集合と言われていたので、てっきりライブハウス内にいらっしゃると思っていたから、まだ心の準備ができてなくてろくに挨拶さえ出てこない。

　ダメだ、こんなことじゃ先が思いやられる。これから、人生初となる『音楽の仕事』を斡あつ旋せんしてもらおうという大事な場面なのに。

「なんだ、逃げずに来たんだ。賭けに負けたじゃんどうしてくれんの」

「えっ!?　そ、そんな！　僕からお願いして逃げるなんて失礼な真似まねは……！」

　何か言わなきゃ、とまごまごしているところに、初対面の時と同じくルービックキューブをいじり通していたメンバーさんがぼそりともらした。予期していなかった苦情にますます気が動転してしまう。

「あはは、大丈夫。この子なりの冗談だから。この業界、基本的にクズばっかだからさ、君みたいな常識人が珍しいの。だからむしろちゃんと来てくれただけでポイント大幅アップだよ」

　泡を食う僕を見かねたのか、ステージではベースを弾いていたメンバーさんが助け船を出してくれた。なるほど、外の世界には疎うといから実際のところはわからないけど、いわゆるアウトローな生き方をしている人も多いのかもしれない。なら、来ない方に賭けてたというのはただの作り話と受け止めておけばいいのかな。

「賭けてたのは本当だけど」

　あ、本当なんだ……。

「あはは、まあ無駄話はこれくらいに。改めてこんにちは響きようくん。『タランチュラホーク』のボーカル、Sorrowだよ。ソロウって呼んでくれればいい」

　戸惑いをぶり返していた僕に、ボーカルのメンバーさん──ソロウさんが右手を差し出して下さった。ハッと握り返して、言いそびれていた挨拶をお辞儀と共にここぞと畳みかける。

「こ、こんにちは！　貫ぬく井い響きようです！　妹たちが大変お世話になっています！　それから、この度は厚かましいお願いを聞いて下さって本当にありがとうございます！」

　一息で告げると、ベースのメンバーさんもにこりと握手を求めてくれた。

「音楽、それもバンドに関係ある仕事を体験してみたいっていう前途ある若者の頼みならお安いご用さ。この業界もずっと不況だからね。どんどん若い人に参入してもらわないと。あ、アタシは鴉からす。よろしくね」

「ありがとうございます！　ソロウさん、鴉からすさん……それから」

　お名前を確認させて頂きながら、三人目のメンバーさんにもちらりと目を向ける。

「……緑りよく水すい晶しよう」

　すると、ぶっきらぼうにそんな単語が。緑りよく水すい晶しようさん、という名前で活動しているということでいいのかな。

　なるほど、皆さんバンドのイメージ通りというか──。

「今、邪じや気き眼がんキマってんな～とか思った？」

「と、とんでもない！」

　緑りよく水すい晶しようさんの質問を、大げさなほどかぶりを振って否定。……何も思わなかったとまでは言わないけど、否定的なニュアンスで捉えたわけでは断じてない。

「少年、覚えておいて。バンドのイメージ戦略はね、やるなら照れるな。照れるならやるな。これが鉄則。やるからには貫く。それが本気ってこと」

「なるほど……」

　鴉からすさんの補足は、まさに金言と呼ぶべきものだなと心底染しみ入いった。確かに、何事も中ちゆう途と半はん端ぱが一番ダメなのだろう。

「さ、ここで立ち話ばっかしててもしょうがないし、とりあえず上に行こう。ハコのマネージャーに話通してあるから、紹介してあげる」

「わ、わかりました！　本当にありがとうございます」

　ソロウさんに重ね重ねお礼を伝え、全員でエレベーターに乗り込む。

　これから一週間、短期アルバイトとしてライブハウスで職業体験をさせてもらえるという幸運を、皆さんのおかげで得ることができた。貴重な時間に期待と緊張感を膨らませながら、僕はゆっくり上っていくエレベーターの階数表示を見つめ続ける。




　　　　♪




「はじめまして！　貫ぬく井い響きようと申します！」

「やあやあ。ここの店長で、ブッキングマネージャーの村むら井いだ。短い間だけどよろしくね」

　エレベーターを降りると、受付カウンターのところに髭ひげを伸ばした男性が座っていらした。僕を目に留とめて立ち上がり、こちらへ近付きながら右手を差し出して下さったので、応じながら挨拶する。やせ形だけど握手には活力が籠もっていて、鋭い目つきと併せて意志の強さを感じる人物だった。

「すみません、短期の高校生アルバイトなんてお役に立てないと思いますが……」

「そんなことないよ。単純な機材運びだけでも人手は多ければ多いほどありがたいしね。それに、将来のミュージシャンを育てるのはこの仕事を選んだ自分の使命だと思っているんだ。それはステージに立つ側も、裏に回るスタッフの側も変わらない。萎縮するより、一つでも多くのことを吸収していってくれればそれで本望だ」

「ミュージシャン……」

　村むら井いさんの言葉が、僕の心に楔くさびのようなものを打ち込んだ。漠然と、もし将来音楽と関係のある仕事ができるとしたら、自分に合っているのは裏方だろうとは思っていたけど、それはいわゆる『ミュージシャン』と呼ばれる人たちとは違う職種なのかな、と決めつけていた。

　でも、間違いだったのかも。

　ステージに立つ人たちだけじゃなく、音楽に携わる仕事をする人はみんな誰でも『ミュージシャン』。そう意識した瞬間にすうっと腑ふに落ちた。

　それに、ただ『音楽の仕事』という捉え方よりも、『ミュージシャン』という言葉の方が、よりいっそうわくわくしてしまう。単純で子供っぽい感情だとわかっていても、否定しようのない事実だった。

「ありがとうございます。この春休みで、可能な限りのことを勉強させて下さい！」

　深くお辞儀すると、村むら井いさんはにっこり笑ってぽんと肩を叩たたいてくれた。よし、恩にしっかり報いるためにも、何より僕にもできる仕事は精一杯こなさなくちゃ。

「さ、紹介は終わったね。……それじゃあ、次はこっちとの『約束』にも応えてもらおうかな」

「は、はい！」

　村むら井いさんに続いて僕の肩を肘で突つついたのはソロウさん。実はアルバイト開始日は明日からで、今日はその前にバンドの皆さんに『紹介料』を渡す約束になっているのだった。

「それじゃ、行くよ？　たっぷり身体からだで支払ってもらうからねん☆」

「途中でへばったって、許さないから」

　鴉からすさんと緑りよく水すい晶しようさんから両肘を摑つかまれ、僕は再びエレベーターの方へ引きずられていく。

「ど、どうかお手柔らかに……」

　妖よう艶えんなお姉様方三人に求められる身体からだの代償はいかほどのものなのか。想像の及ばない緊張に包まれながら、僕はひとまずライブハウスを後にするのだった。




　　　　♪




「あいたたたた……」

「わにゃ、響きようさん。腰ですか？」

「うん、かなり酷使しちゃって……」

　タランチュラホークの皆さんに『紹介料』を身体からだで払い、精根尽き果てた状態だったけど今日の活動はまだ続く。夕方からはリトルウイングで潤じゆんたちとバンド練習が入っていたので、もちろんやる気満々に参加。他の予定を増やしたとしても、三人と過ごす時間が最優先なのは変わらない。

「だらしないわねぇ。ちょっと出し入れしたくらいで」

「ちょっとなんてもんじゃなかったよ……。底なし沼に吞のみ込まれた気分だった」

　あまりにも激しすぎたお昼の一幕を思い出して希のぞ美みに苦笑で答える。改めて感じたけど、やっぱり潤じゆんたちのプレイって今のところシンプルだよな。もっとマニアックな方向に目覚めたら三人との営みも激しさを増すだろう。まだ見ぬ興奮を覚えるものの、はたして僕ひとりでみんなのバイタリティを受け止めきれるか、少し心配にもなったり。

「はむ。そんなにたくさん？」

「うん。次から次に発掘される機材の山……。まさかあんなに詰め込まれているとは」

　今日僕が請け負ったのは、バンドの機材車と、皆さんが共同生活を送っているアパートの押し入れの大掃除だった。敷しき地ち面積としてはそれほど莫ばく大だいでもなかったから一人でなんとかなるかなと思っていたけど、一つものを動かせば後ろから三つも四つも謎のアイテムが出てくる出てくる……。無限増殖炉に迷い込んだような気分だった。

「どんな機材があったんですかっ？　なんだか興味あります」

「本当にいろいろだったよ。ヴィンテージのレコーダーとか、アンプのヘッドとか。あとは見たことない打楽器とか、テルミンとかもあったな」

　興きよう味み津しん々しんに目を輝かせる潤じゆんに、記憶をたぐりながら伝える。全部一度はライブで使用したことがあるモノだというから、バンドの音楽性の広さと変化が伝わってきて、僕もかなり興味深かった。作業としては死ぬかと思ったけど。

「へー。前見せてもらった時も、変わった音をいっぱい出してたものね。名前なんだっけ？　ミドリ……ミドリカメムシさん？」

「はむ。緑化運動さんだったかも？」

　首をひねり合う希のぞ美みとそら。緑りよく水すい晶しようさんの耳に入ったらめちゃくちゃ怒られそうだ。もちろん黙ってるけど。

「さすがにずっと使ってなかったのは売りに出して活動資金にするって言ってたけどねー」

　なおテルミンも処分なさるとのこと。プロでもたまにステージに持ち出している場面を見かけるけど、大概単発で終わってしまう印象なのでかなり使い勝手に難がある楽器なのかもしれない。

「えへへ、やっぱりかっこいいなぁ。バンドメンバーで一緒に暮らして、ずっと音楽に打ち込む生活って」

「あら。希のぞ美みたちだってずっと一緒に暮らしてるじゃない」

「でも、ツアーはしてない」

　あこがれを隠さずに談義する三人に頷うなずいて微笑ほほえむ。タランチュラホークの皆さんは、同じ屋根の下に暮らしているだけではなく、年の半分近くもライブツアーに出て、その時は機材車の中で夜を明かすと言っていた。話すのはいつでも音楽のことばかり。好きなジャンルはわりと違うそうなんだけど、話が尽きずケンカにもならないのは、それだけ皆さんが音楽に夢中で互いの才能を認め合っているからなんだろう。『本気のバンド』という存在の片へん鱗りんに触れられたという意味で、今日だけでもとても意味のある一日になった。

「すごいわよねー。九州とかまで行っちゃうんでしょ」

「しかも、遠くでもお客さんがたくさん来てくれるんですよね……。比べるのも失礼だけど、今の私たちにはぜったい無理です」

　しみじみと、少し肩を落とす潤じゆん。リヤン・ド・ファミユもこれからお客さんを増やしていく方法を考えなければいけないわけで、現時点での差は事実として受け止めねば。

「バンドとしてちゃんと黒字になるように考えて活動しているそうだしね～。……うん、だからこそこれから僕がしっかり勉強して、みんなにも役立ちそうな技を盗んでくるよ」

「はむ。響きようにー、お頼みもうします」

　僕のガッツポーズに、敬礼で応えるそら。今回のアルバイトは、自分がこれから音楽とどう向き合うか考える機会にしようと決めたのが一番大きな理由だけど、せっかくいろんなバンドを近くから見つめる時間になるのだ。どんなことでも三人の活動に活いかせる要素があれば貪欲に吸収してこよう。

「さてと、そろそろお片付けしなくちゃ」

　希のぞ美みがふっと肩から力を抜いて、ベースアンプの電源を落とした。つい立ち話を続けてしまっていたけど、予定の練習時間はとうに過ぎていたので、そろそろお暇いとましないと晩ご飯の準備の邪魔になってしまう。

「……っ、と!?」

　そう思って椅子から立ち上がった折、うっかりバランスを崩してしまった。腰に負担をかけないよう変な姿勢になったのが完全に裏目に出た。

「わにゃ、響きようさんっ！」

　転びかけた僕を見て、一番近くにいた潤じゆんが慌てて横から支えてくれる。いやはや情けない限りだけど、おかげで倒れ込まずに済んだ。

「ごめんごめん、ありがとう」

「いえっ、お安いご用ですっ。……それより、あの。もしよければ……えへへ」

「え、潤じゆん？」

　苦笑いの僕を、潤じゆんははにかみながら腰に回した手で誘導した。戸惑いつつされるがままでいると、僕の身体からだは絨じゆう毯たんの上に寝そべる格好となり、さらに頭の下には正座した潤じゆんの太ももが。

「こ、こら潤じゆん。希のぞ美みを差し置いて……じゃなくて！　響きように断りなく何してるのよ！」

　予想してなかった状況に驚いて声を出せずにいた僕より早く、希のぞ美みがびしっと人差し指を突き出した。

「響きようさん、アルバイトもして、私たちの練習も見てくれて、お疲れかなって思ったから。少しだけでも、お礼がしたいなって……」

「はむ。潤じゆんたんの膝まくら。うらやましい」

　慈いつくしみの籠もった優しい手つきで遠慮がちに僕の頭に手を添えた潤じゆんに、感謝の念と申し訳なさを同時に抱いた。僕の体力がないばかりに余計な気を遣わせてしまったかもしれないな……。

　でも、そんな自責の念とは別のところで、心遣いに強く癒やされたのも事実だった。ああ、膝まくらってこんなに気持ちが良いいものなのか。一日の疲れが、一瞬で蒸発していくようだ。

「本当にありがとうね、潤じゆん。とってもいい気持ちだよ」

「わにゃ、そんなっ。これくらいお安いご用なので、私でよければいつでも使って下さいっ」

　使うだなんておこがましい。そう感じつつ、今は身じろぎせず、潤じゆんの優しさを堪たん能のうさせてもらった。その方が、潤じゆん自身も喜んでくれるのかなと、ちらりと見上げた笑顔を見て感じたから。

「むー。ヌケガケ。ずるいわ」

　希のぞ美みがふくれっ面つらになっていたのには申し訳ない限りだったけど。

　そりゃそうだ。僕だけが抜け駆けでこんな幸せな思いをしてしまって、責められても仕方ないよな……。




　　　　【２】




「よし、ついにアルバイト初日だ。がんばって仕事して、いろんなことを吸収するぞ」

　翌日の昼下がり。再びライブハウスに通じるエレベーターに乗り込んで、ドアが開くまでの短い時間で今一度気合いを入れ直す。いったいこの後待っている業務はどんなものだろう。いろいろ想像が膨らんだけど、当然ながら答えには至れなかった。とりあえず、お客さんの姿は見当たらなかったし、外にバンド案内も出ていなかったから、いきなりライブ本番の渦か中ちゆうに飛び込むわけではなさそうだけど。

「お、こんちは。短期の新人さんだよね？」

「あ、ええと、はいっ！　今日からよろしくお願いします！」

　エレベーターのドアが開いたすぐ先で、ダメージジーンズと黒パーカーを纏まとった金髪ショートヘアの女性がモップがけをしていた。たぶん、いや、ほぼ確実にここのスタッフさんだろう。不意を突かれつつも、なんとか挨拶とお辞儀だけは返すことができた。

「あ」

「あ、いけない！」

　安心したのもつかの間、エレベーターの中でもたもたしていたせいで、扉が閉まり再び階下へ戻されそうになってしまった。慌てて前に踏み出し、狭まり続ける隙間に身体からだをねじ込む。

「ぐえ！」

　当然挟まった。……想像していたのより七倍くらい痛かった。

「あはは、ボタン押せば良いいじゃん」

「す、すみません。つい焦あせってしまって」

「めっちゃ痛かったでしょ。これ、古いから最近のと違って加減を知らないんだ」

　代償を払いつつエレベーターから抜け出すと、スタッフさんがケラケラ笑いながら肩を叩たたいて下さった。確かに最新型のエレベーターなら、挟まった瞬間すぐ開くイメージだけど、今のは閉じてからもう一ひねりくらいラグがあった。

「やー、面白そうな子でよかったよ。よろしくね、私はレイナ。みんなレイって呼んでるから君もそうして」

「わ、わかりましたレイさん！　僕は貫ぬく井い響きようといいます。短い間ですがよろしくお願いします！」

「もうすぐ高二だっけ？　私のがちょい年上だけど全然気にしないで、タメで話してくれていいからね」

　とりあえず摑つかみはＯＫだった……と、ポジティブに捉えておこう。レイさんがとても気さくそうな方だったから、緊張感もだいぶほぐれた。少し年上ということは、大学生だろうか。あるいは専業なのかもしれない。どのみち込み入ったお話をするのはもう少し後にしておくべきかな。

「ありがとうございます。早く仕事を覚えられるよう頑張ります！」

「って、言ってるそばから敬語だし。ま、無理強いもしないから話しやすい方でいいけどね」

　もう一度短く笑ってから、レイさんは使っていたモップを僕に手渡した。

「そんじゃ、さっそく働いておくれ」

「はい、了解です！」

　掃除なら専門知識もいらないので望むところだ。まずはできることをしっかりやり遂げよう。

「うん、掃除はそんなもんで充分充分。男子高校生にしては良いいモップ使いしてるじゃんか。しっかり腰が入ってるよ」

　三十分ほどかけてロビーとホールを磨いたところで、機材をから拭きしていたレイさんから合格点を頂いた。

「たまに、教会の掃除を手伝っているからかもしれません」

　はたしていかほど真に受けて良いいのか迷ったものの、卑屈になりすぎてもよくないので素直に喜ぶことにした。もし、見込み以上に役に立てたのならば本望だし。

「へー、教会。そりゃまた特殊な。アルバイトってこと？」

「いえ、なんというか……恩返し、でしょうか？」

　潤じゆんたちのことを話すと込み入ってしまいそうなので、曖昧に返事をする僕。仕事中だし、あんまり個人的なことをしゃべりすぎない方がいいだろう。レイさんに話すのをためらっているわけじゃ断じてないんだけど。

「あ、信者さん的な？　……なんて、会った日から根掘り葉掘り訊きくもんじゃないね。おし、予想より早く掃除が終わったから今のうちに簡単な研修をしておこう。ケーブルの巻き取り方は知ってる？」

　教会、という部分からの連想か、少しデリケートな話題だと勘違いさせてしまったかも。ちょっと申し訳なくなりつつ、誤解は後でなくすことにして質問に頷うなずく。

「八の字巻きでしたら一応は。でも、自己流で間違って覚えてるかもしれないのでぜひ一度教えて下さい！」

「うむ、殊勝で偉い偉い。ではちょっくら練習してみよう」

　腰に手を当てて頷うなずいたレイさんが、マイクケーブルを一本僕に手渡した。ちなみに八の字巻きというのは楽器や機材を繫つなぐケーブルを仕舞う時の鉄則になっている方法で、文字通り八の字を描くように丸めておくとケーブルが絡からんだり傷んだりしないのだ。

「うん。やり方はあってるね！　あとは場数を踏んでスピードアップできれば完璧」

「は、速い……！」

　頷うなずきながらノールックでケーブルを巻き取るレイさんの手さばきに、言葉を失った。一応僕も八の字には巻けているんだけど、スピードが何倍も違う。逆に言えば、ライブハウスで働くならレイさんくらい素早く巻き取ることができなければ足手まといになってしまうのだろう。

　基礎的な仕事一つとってもまだ自分が未熟であることを思い知って、『外の世界』の広さを痛感させられた。やっぱり閉じた場だけにいると、自分の客観的な位置ってわからなくなっちゃうものなんだなあ。

　とはいえこれくらいのことで心が折れていたら先が思いやられる。遅いのなら、少しでも速くできるように練習あるのみ。

「そうそう。手首を返すタイミングさえ身体からだに染しみつけば、目で確かめなくても同じ大きさの輪になるから。あとは慣れるだけ！」

「はい！」

　見よう見まねで手の動きを修正しつつ、ひたすら反復して精度を高めていく。

「おっけ、とりあえずそれくらいのスピードでいければ仕事になるでしょ。あとは力仕事にへこたれないでね。音ねをあげずにがんばって！」

　しばし八の字巻きに明け暮れた結果、レイさんから及第点をもらえた。未熟ではあるものの、最低限のラインには立てたのかな。だとしたら安あん堵どするばかりだ。

「おー、早速頑張ってるね貫ぬく井いくん」

「村むら井いさん。どうも、お世話になってます」

　ほっと一息ついたタイミングで、ホールの中に店長の村むら井いさんがやってきた。レイさんと一緒に僕たちは立ち上がってお辞儀する。

「レイ、貫ぬく井いくんはどう？」

「もう一人でワンマンライブのスタッフできるッス」

「あっはっは、そりゃ頼もしい」

　レイさんの一言にそんな馬鹿なと取り乱しかけたけど、村むら井いさんがまったく取り合ってないので僕が何か言うまでもなくジョークだと伝わったようだ。当たり前か。

「よし、貫ぬく井いくん。ひとまずちょっと事務所の方に来てくれる？　今日のこれからの流れを説明しておくから」

「わ、わかりました！」

　なので否定を省略して指示にだけ頷うなずく。いよいよ、ライブハウスの仕事について詳しく教えてもらえるみたいだ。もちろんライブが入っている時間のことならある程度想像がつくけれど、こういう日、舞台裏ではどんなことが行われているのか。単純に興きよう味み津しん々しんだったので、村むら井いさんの後ろ姿を追って歩いているうちに心が高揚していった。
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「貫ぬく井いくん、ブッキングライブって聞いたことあるかな？」

　事務所に入ると村むら井いさんは椅子に腰掛けるよう促し、対面に座るやそんな質問を僕に投げかけた。

「ブッキング……いえ。普通のライブとは、やっぱり違うんですよね」

　素直に首を振る。まずは余計な口を挟んだりしないで全ての情報をまっすぐ吸収しよう。

「ま、当然ライブではあるんだけど。ブッキングライブっていうのは、ようするに僕たちライブハウスが企画して出演者を募集するライブのこと。普通の……たとえばタランチュラホークのワンマンライブだと彼女らが会場を借り切って主催してるわけだけど、まだ無名のバンドにはハードルが高いよね？」

「そうですね……。知名度がぜんぜんないなら、毎回赤字になって活動がどんどん負担になっちゃうと思います」

「その通り。だからとてもワンマンなんてできない。でもそれって、ライブハウス側も困る問題なんだよ。借りる人がいないわけだから。もちろん有名バンドが毎日ウチでライブやってくれれば御の字だけど、そんなの現実的じゃないだろ？　じゃあどうするか。借し切りでお客さんが呼べるバンドを、お店が補助して育てていくしかない」

　なるほど、少しだけ核心が見えてきた。

「つまり、ブッキングライブというのはワンマンライブの登竜門になるような場、でしょうか？」

「まさしくそんな感じだね。ウチのブッキングライブの場合、一回の出演バンド数が五組。持ち時間が一バンド四十五分。ワンマンに比べたらだいぶ短いけど、その分払うお金も五分の一だからハードルが下がる。集まってくるお客さんも自分たちのファンだけじゃないぶん、他のバンドからファンを奪うチャンスにもなる」

「シビアですね……」

「シビアさ。人気商売なんていつでも同業他者と殴り合いだよ。ラーメン屋さんにしたってそうだし、ライトノベル作家だってそうだ」

　なぜそこで出る喩たとえがライトノベル作家なのか多少引っかかりつつ、身につまされる話だった。リヤン・ド・ファミユのライブから足が遠のいた人は、きっと他のバンドやエンターテインメントに心変わりしてしまった存在なのだ。教会とネット動画でしか活動していなかったから、可視化されてなかっただけで。

「とにかく、まだ無名なバンドにとって、ライブでファンを増やす数少ないチャンスがブッキングライブだし、僕たちライブハウス側にとっても、未来の売れっ子バンドと関係を深める唯一のチャンスだ。本気で音楽と向き合うならお互いとても重要な時間になる」

「ブッキングライブには、誰でも出ることができるんですか？」

「小規模なライブハウスならそういうところもある。けど、手て前まえ味み噌そながらウチはそこそこ名も知れてる箱だから、出演希望の数だけならひっきりなしだ。レベルはピンキリだがね。そこで、申し訳ないけど週に一度ライブ形式でオーディションを開いてる。そうして芽がありそうなバンドを見つけるのが僕の『ブッキングマネージャー』としての大事な仕事」

　そうか、そのオーディションが行われる日というのが、まさしく今日に違いない。

「これから、いらっしゃるんですね。出演希望のバンドさんたちが」

「ご名答。回りくどい話をしたのは、この後何が行われるかちゃんと知っていてもらいたかったからなんだ。それと、せっかくだからゲームを楽しんでいって欲しいと思って」

「ゲーム、ですか？」

「うん。貫ぬく井いくんも採点してみて。三組来ることになってるんだけど、その中で良いいと思った順番を教えてくれ。それで、僕と答え合わせをしよう」

「えっ!?　でもそんな……!?」

　戸惑いで仰のけ反ぞってしまう僕。事実関係だけで言えばかなり興味のある催しだったけど、あまりにも身分不相応すぎる。僕ごときが見知らぬバンドを採点するだなんて。

「大丈夫。別に貫ぬく井いくんの意見で結果は変わらないから。それに、音楽としっかり向き合いたいならちゃんと自分の意見を言葉にできるようにならないと。そうじゃなければ、何をやるにしても仕事にはできないよ」

「…………」

　それは、仰おつしやるとおりだろうな。バンドマンではなく技術職でも……否いな。技術職ならなおさら、自分の感じたことを言葉にして表明できるスキルは必須になるはず。

「わかりました、ありがとうございます。せっかく頂いたチャンス、精一杯活いかします」

　オーディションに来るバンドの皆さんには心底申し訳なく思いつつ、今はずうずうしくふるまう場面だと考え直した。さもなくば、恩に仇あだなす行為になってしまう。

「説明は以上だ。それじゃ、バイトに戻ってレイとステージのセッティングを始めてくれ」

　村むら井いさんに了解を伝え、事務所のドアに手をかける。

　準備、丁寧に心を込めてやらなくては。

　それくらいしか、今の僕にはまだ見ぬバンドさんたちに恩を返す手段がないから。




　　　　♪




「おはようございます！　オーディション受けに来た『シェリルズ』です！」

　ステージにアンプやドラムセットを設置し終えて間もなく、一組目のバンドさんがホール内にやってきた。四人組で、全員ブラックストライプのスーツで衣装を揃そろえている。

「はよーっす。よろしくお願いしますー」

　カジュアルに返事したレイさんに続いて、僕もぺこりと頭を下げる。時間帯としてはとっくにお昼もお昼なんだけど、バンド業界では『おはよう』が一日通じて使われる挨拶なのだろう。そういえば以前何かでそんな情報に触れたような気がする。

「オーディション初めてなので不安ですが、精一杯がんばるのでよろしくお願いします！」

「こ、こちらこそよろしくお願いします！」

　短髪の、ぱっと見では僕と同年代くらいに見える男性と目があって、多少声を上ずらせてしまいつつも頷うなずきを返す。実は、僕も初めてなんです……とか馬鹿正直に言うと、不信感で演奏に集中できないかもしれないからな。余計な情報は内に秘めておこう。

「トシ、ギターの弦げん替えた？」

「いや、これから。本番直前の方がいい音出ると思って」

「だよな。俺もこれからだわ」

　ホールの隅の方に移動して、楽器を取り出したメンバーさんにこっそり横目を向ける。あ、一人は僕と同じジャズマスターだ。色はサンバーストで、そこは自分のと違うけどなんとなく親近感を抱いてしまうな。もう一人は白のテレキャスターか。

　服装とかからも、なんとなくガレージロック系の音が聴こえてきそうな印象を受ける。もちろん、これで全然違うジャンルだったらそれも面白いんだろうけど。

「おはようございまーす。よろしくお願いします」

　つい妄想を膨らませてしまっているうち、もう一組バンドさんがやってきた。こちらはどうやらスリーピースのようだ。服装は各おの々おの好きなものを着ている印象で、ファッションからどういう音楽をやっていらっしゃるのか、という想像は少し難しい。

　でも、それぞれ寡黙で淡々と準備をしている雰囲気のせいか、すごく演奏が上手そうなオーラのようなモノが伝わってくる。

「おっはようございまーすっ！　榎えのき戸ど佳か奈なですっ！　今日はよろしくお願いしますっ！」

　最後にもう一組……いや、もう一人、女の人が単身でやってきた。個人名を名乗っていらっしゃったし、他にメンバーがいないソロ参加なのかな。

「うんしょっと！」

　小柄な方なので、背負っていたアコースティックギターがやたらビッグサイズに見える。それに、ジッパーの上げ下ろしひとつとっても動作にやたらと勢いがあって、一挙手一投足に全力感が溢あふれていた。そのせいか、ショートボブの合間から覗のぞいた頰には既に一筋の汗が。

　なんだか微笑ほほえましい。たぶん僕よりかは年上の方だと思うから大変失礼な感想なんだろうけど、ついそんなことを思わずにはいられなかった。

「皆さんおそろいっスねー。ほんじゃ、順番決めのじゃんけんしましょかー」

　レイさんが右手を掲げると、ソロの榎えのき戸どさんがいち早く全速力で飛んできた。シェリルズの皆さんは重要な場面だと四人とも沸き立ち、まず全員でじゃんけん大会をしてから代表者が駆けつける。

「……うちら、順番とか気にしないんで空いてるところでいいっす」

　そんな中、スリーピースバンドの皆さんは冷静なままで、誰も動こうとはしなかった。やっぱり、相当演奏力に自信があるのかな。

「……えと」

　威圧感のようなものを覚えたのか、シェリルズの皆さんも榎えのき戸どさんも、ごくりと生唾を飲み込むような仕草を見せた。

「そーですか。ほんじゃお二人でじゃんけんどうぞー。はい、じゃん、けん──」

　微妙に張り詰めた空気を、さらっとレイさんが流した。おかげでお二方も勢いに吞のまれる感じで向き合って右手を動かす。さすが、場の進行に慣れていらっしゃる。僕一人だったら不必要に戸惑ってますます雰囲気を悪くしちゃっていたかも。確かに、本人たちが棄権すると言ってるんだから無理に加わってもらう必要もないのか。

「じゃ、じゃんけん、ぽん！　よっしゃ、勝ち！　幸さい先さき良いい！」

「あぅ、負けちゃった……」

　勝負はシェリルズの代表さんが制した。四人とも心底嬉うれしそうで、こういうところからも熱意を感じる。

「そんじゃ、俺たち先頭バッターで！」

　選んだのは一番手。素人しろうと考えだとこういうのは後の方が有利だと思うんだけど、何か作戦があるのかな。最初に大きなインパクトを残して印象を固めてしまう……とかだろうか。

「じゃあ、私は……トリで！　せっかくなので！」

　おっかなびっくり榎えのき戸どさんが挙手する。重圧も感じつつ、チャンスをみすみす逃すわけにはいかないという決意が表れていた。

　ということで、スリーピースバンドさんが自動的に二番手に決まった。……後でバンド名調べておかないと、呼び方がわからなくて不便だ。

「ほんでは三十分後に早速本番っス。今日はオーディションだからリハなしになりますんで、しっかり準備しといて下さい～」

　レイさんの説明を受けて、三組はもう一度バラバラに散ってホールの壁かべ際ぎわに陣取る。

「貫ぬく井いくん、これ、前もって書いてもらったシェリルズのセッティング表。図の通りにマイク並べよろしこ」

「了解です！」

　続いて僕にも仕事が言い渡されたので、頷うなずいてマイクスタンドをステージ脇から運び出す。さあ、いよいよオーディションスタート。緊張感も消えたわけではなかったけど、皆さんがどんな音楽を奏かなでるのかという期待の方が、次第にどんどん大きくなっていった。
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『モニターの音量ＯＫですっ！　では、始めさせて頂きます！』

　短い準備時間を終え、シェリルズの皆さんがＰＡ卓の前に座った村むら井いさんに合図を出した。セッティング込みで二十分というたいへんシビアなタイムスケジュール。演奏できるのは、多くて三曲といったところだろうか。

　村むら井いさんが親指を立てて合図を送ると、メンバー四人が力強くアイコンタクトを交わす。ドラム一人、ギター二人、ベース一人の比較的オーソドックスな編成。マイクは全員の前に立てて欲しいとリクエストされた。メインボーカルはテレキャス持ちのギタリストが務めるみたいだけど、コーラスパートも多そうだ。

『１、２、３、４っ！』

　かなり速いテンポでドラマーさんがカウントを刻み、いよいよライブがスタートした。曲調はやはりガレージロックの影響を強く感じる。ギターの音色はそこまで歪ひずんでなくてコード感がはっきりわかる音作り。符割りもざっくりした感じで、めまぐるしく音符が切り替わるようなテクニカルなパートはあまり登場しない。

『────っ！』

　しかし、曲調全体としてはかなりハード。しゃがれた声でがなるように歌い上げるボーカルさんや、右手を叩たたきつけるようなアクションで奏かなでられる弦楽器のラウドな音作りに、僕は自然と身体からだ全体を揺らしてリズムを取り始めていた。

　うん、良いい意味で見た目と音にギャップがないから、初見でもノリやすいな。それに、皆さんの前向きな気持ちが伝わってきて、元気を注入してもらえる感じがする。

　ただ……僭せん越えつながら、ちょっとギターのチューニングがズレてきているかもしれない。直前に弦げんを替えていたので、まだ楽器になじみきっていなかったのかも。

　この辺は難しい問題だ。ギターの弦げんって、張ってからものすごい勢いで劣化していってしまうのだけど、金属だからある程度伸びきるまで時間も必要なのだ。さらに温度差で伸縮するから、スポットライトで暑くなったステージに持って行ったら音が変わってしまうなんてことも。

　当然僕も素人しろうとだから、正しい対処法はわからない。とはいえオーディションとしては、多少なりともマイナス評価を付けざるを得ないだろうな……。

「はーい、時間でーす。終了して下さーい」

　一か八か四曲目に入ったシェリルズの皆さんに、ストップウォッチでタイムキープしていたレイさんが冷徹に割り込んで演奏を強制終了させた。うーん、最後の曲も全部聴きたかったけど仕方なし。

　これも、評価としてはマイナスになってしまうのかな。時間のマネジメントができていないと思わせるよりは、きっちり三曲目で終わるべきだったのか。

『あ、ありがとうございましたっ！』

　まだ緊張醒さめやらぬといった感じで、お辞儀の勢いそのままに撤収していくシェリルズの皆さん。

　この二十分の間だけで、早くもいろいろなことに気づかされた。バンドって、ライブって、音楽って、奥深い。改めてそう感じる僕なのであった。
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　続いて登壇したのは、図抜けて落ち着いた雰囲気に包まれているスリーピースバンドの皆さん。セッティング表で確認したところ、バンド名は『AREA3』というみたいだ。その命名にもなんとなく質実剛健さが溢あふれているような気がした。

『準備できました。お願いします』

　ボロボロのストラトキャスターを構えたギタリストさんが短く告げた。まず、その準備の早さに驚かされる。シェリルズの半分もかかっていないのではないだろうか。これなら余裕を持って三曲以上披露できるはず。最初の一手で、早くも成熟感が露あらわになっている。

　とはいえ、セッティングが早いのは機材のシンプルさが手伝っている部分も大きそうだけど。ベースはアンプ直ちよく、ギターも歪ひずみ系を一個挟んだだけの簡素さで、ボーカルマイクも一本だけだから、出音のチェック項目が格段に少なかったのも事実だろう。

　飛び道具的な要素は皆無な楽器編成。腕前だけに頼るつもりなのは明らかで、だからこそいっそうバンド側の自信を強く感じる。どんな音が飛びだしてくるのか。僕は思わず生唾を飲み込んだ。

「……うわ」

　ドラムの長いフィルインから一曲目が始まった。直後に意図せず息が止まる。

　超絶、上手うまい。上手うまいんだろうなと構えていたのに、その高いハードルをあっさり飛び越えていくほど、上手うまい。

　曲調は、なんと言えば良いいのだろうか。ジャンルとしてはオーソドックスなクラシックロックなんだけど、繰り出す技巧が今に至るまでのバンドミュージックで生み出されたありとあらゆるものが取り込まれている感じだ。数分耳にしただけで、きっとこの人たちは『できないこと』がなにもないんだろうなと、確信に近い印象を受けた。バンドのライブというより、手て練だれのスタジオミュージシャンによるセッションみたいな隙のなさが、全面的に漂っている。

　いったいどれほど音楽に生活を捧ささげたら、この領域に至れるのだろう。急に高い壁がそびえ立ったような感覚に、多少なりとも意気消沈してしまった。高校生の身分で落ち込むのもおこがましい。まずはがむしゃらに精進するのが先だ。などと自分に言い聞かせてはみるんだけど、やはりレベルの差を近距離からぐうの音も出ないほど見せつけられるとヘコむ。

『ありがとうございました』

　そうしているうちに、演奏が終わっていた。曲数は二曲。構成が長めで、それぞれのソロパートやセッションが入るから残り五分を切ってもう一曲は無理という判断なのだろう。それでも実力のほどは既にはっきりしているし、かえって潔いさぎよさが目立つかも。

　この後で演奏するのは相当プレッシャーだろうなあ。お節介ながら、心配になって僕はホールの端の方にいる榎えのき戸どさんへ横目を向けてしまう。

「[image: ～][image: ～]♪」

　ヘッドフォンを着け、壁に向かって熱唱中だった。しかも、ちらりと確認できた表情がいかにも幸せ満面という感じで、失礼ながら釣られて僕も笑顔になってしまう。

　なるほど。こういう場面こそ、マイペースが武器になるのだな。これも覚えて帰ろう。
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『榎えのき戸ど佳か奈なですっ！　よろしくお願いしますっ！』

　もう一度きっちり名前を告げ、直角にお辞儀してからアコースティックギターを構える榎えのき戸どさん。セッティング時間は弾き語りなので当然誰よりも短い。曲にもよるけど、四曲は余裕そうだ。もしかすると五曲いけるかもしれない。オーディションなので、数の多さがすなわち高評価につながるというわけではないだろうけど。

『～♪』

　シンプルなコードストロークから一曲目が始まった。……あ、すごく良いい声。シンプルな旋律だけど、ずっと聴いていたくなるような魅力に溢あふれている。何より榎えのき戸どさんの楽しそうな雰囲気がそのままメロディに乗っていって、月並みな言い方だけど幸せをお裾分けしてもらっているような気持ちになる。

　歌の巧うまさという意味でも非の打ち所がない。けど、これは断じて悪い意味ではなくて技術の善よし悪あしが印象に残らないタイプの歌い手さんだ。テクニックよりも声、そして柔らかなメロディ。そちらの方に引き込まれてしまう。

　反面、ギターの方は微妙におぼつかない印象を受けた。これは練習不足というより、ただ単純に楽器を始めてそんなに時間が経たっていないのではないかと思われる。一応僕もギターを弾くから、その辺はなんとなく感覚でわかるというか。

　ふむ、あくまで個人的なイメージだけど、弾き語りじゃなくてあと何本か別の音が入ればもっと魅力が引き立つかも。そういう意味では少し惜しい。惜しいけど……うん。やっぱりすごく良いい声だ。声だけに意識が向く最小構成での演奏も、あながち間違いではないのか。

　などと偉そうにいろいろ想像をかき立てられてしまうこと自体が、榎えのき戸どさんが持つ魅力の証拠と言えるのかもしれないけど。

『ありがとうございました～！　あぅ!?　あと二分……』

　四曲目を終えたところで、榎えのき戸どさんは時計を見て焦あせりを浮かべた。五曲の予定が、少し時間が押してしまったのかも。残念だけど、安全策で切り上げることにするのか、それともいけるところまで演奏するのか。僕も正解がわからないから緊張感が微妙に伝染してしまう。

『ええと、最後の曲なんですが、少し時間が足りなくなってしまったので……サビだけやりますっ！　またこのステージで歌って、その時はフルでやれるようにこれからもっとがんばります！』

　固唾を吞のんで見守っていると、榎えのき戸どさんは少しだけ予想外な答えを出した。なるほど、弾き語りならではの機転だ。

『～♪』

「あ、良いい曲」

　そうして披露されたサビのメロディが、とてもキャッチーで思わず僕は独り言を漏らしてしまった。正直なところ、今日聴いた中で一番好きだったかもしれない。それだけに、フルバージョンが未発表だったことがことさら残念に思えた。

「あーあ、曲順ミスだなぁ」

　村むら井いさんが苦笑と共に呟つぶやいた。ということは、マイナス評価になってしまうのだろうか。

　でも終始無言だった村むら井いさんが、この時はじめて口を開いた。そういう意味で、ただの減点に留とどまるのかどうか、ちょっと計りきれない部分がある。

『ありがとうございましたっ！　またお願いします！』

　とにもかくにも、これでついに三組全てのオーディションライブが終了。それぞれ個性的で、どうやって順番を付けたら良いいものやら。

　悩ましく、恐縮してしまうばかりだけど、なんとかして結論を導き出さなくては。




　　　　♪




「よーし貫ぬく井いくん。それじゃキミなりのランキング発表をしてみてよ」

　バンドの皆さんに『協議してくる』と告げ、事務所に戻った村むら井いさんに付いて行くと、ドアを閉めるなりにこやかな笑顔で尋ねられた。

「……ええと、その」

「ま、座ろうか。タバコ吸って良いい？」

「あ、はい！　どうぞ！」

　まごつく僕をソファに腰掛けるよう促し、灰皿を手に持つ村むら井いさん。頷うなずくと、使い込まれた金属製のライターにオレンジ色の火が灯ともった。

「さっきも言ったけど、思ったままでいいからね。僕が貫ぬく井いくんの意見に流されたりなんかしないしさ。……たぶん」

　最後の『たぶん』をことさら強調して、村むら井いさんは大笑いした。実際、僕が何か言ったくらいで評価は変わらないのだろうけど、じゃあお気楽に──とまでは気持ちを切り替えられなかった。なにしろ皆さん、あんな真剣に音を奏かなでていたのだから。

　しかし、それでも延々まごまごしてるばかりじゃダメだ。ちゃんと結論を出そう。

　腕組みして、もう一度今日見た三組のバンドを思い出してみる。オーディションということなのだから、バンドの実力順に評価しなければいけないよな。ならば、差は僅かでも自おのずと答えは決まってきてしまうか。

「一位が、『AREA3』さん。二位が、『シェリルズ』さん。三位が、『榎えのき戸ど佳か奈な』さんでしょうか……？」

　何度考えても他の順番にはなりそうもなかった。何しろAREA3さんの演奏力は頭一つも二つも抜きん出ていた。他の二組さんをあの人たちの上に置く、という道理は、ちょっと見いだせない。

　でも、なんだろう。口にしたとたん自分にのしかかる、この強烈な違和感は。

「なるほど。もし、貫ぬく井いくんがウチのブッキングマネージャーだったら、その順番に評価するということでいい？」

「……はい。そうです」

　タバコに火を付けた村むら井いさんが、目を細めた。どこか、内心の迷いを見透かされているような気がする。それでも、僕は頷うなずいた。ちゃんと根拠があって付けた順番なのだから、訳もなく引っ込めていたらいつまで経たっても答えにたどり着けない。

「じゃあ、質問その二。ライブハウスのお客さんとして、貫ぬく井いくんがもう一度観みたいバンドの順番は？　さっきと同じ？」

「……あ」

　頭の中で、ぐるりと世界が一周するような不思議な感覚を味わった。

　おかしいな、なんでだろう。

「まったく、逆です……」

　問い直されて浮かんだのは。どのバンドよりももう一度観みたいと思わされたのは、一番下と告げたはずの榎えのき戸どさんだった。次がシェリルズ。そして、自分が確信を持って一位に選んだはずのバンドが、今度は最下位に。

　この変化を、僕はまったく理由付けできない。それなのに、後から浮かんだ順番の方がずっとすんなり腑ふに落ちた。

　困惑しながら、改めて自分に問う。正解って、どっちだろう。一番実力があると思ったバンドと、一番観みたいと思ったバンド。ブッキングマネージャーが、選ぶべきは、どちらなのか。

「いい顔してるね。いかにも悩める少年って感じだ。あはは！」

　村むら井いさんはタバコをもみ消しながら、愉快そうに笑った。おそらくだけど、僕がまるっと逆の順番を伝えることも、こうして混乱しきりになってしまうことも、予想の範はん疇ちゆうだったのではないだろうか。面持ちから、そう思わずにはいられなかった。

「一番演奏力のあるバンドが、オーディションで一番上の評価にならないことも、あるのでしょうか……？」

「そんなのありまくり。しょっちゅう」

　僕の問いに、村むら井いさんは即答だった。そういうものなのかと受け入れる反面、少しやりきれない思いも浮かんでしまう。

「やっぱり、音楽の世界……ううん、クリエイターの世界って、努力だけでは評価されないんですね……」

　それはつまり、才能がなければ頑張っても太刀たち打うちできないということか。生まれながらに『なれる人』と、『なれない人』が決まっているのだとしたら、なんだかとても、夢がない。

「僕が断言できる答えなんてないけど、この場面でその質問は的が外れてるかな」

「え？」

　村むら井いさんが真面目な顔になった。何かをはき違えてしまったと知って、びくりと背筋を伸ばす僕。

「今日の出演バンドの中で一番努力したのが誰か、貫ぬく井いくんにはわかったの？　僕はわからなかったけどな。一番練習量が多いバンドは『AREA3』だったかもね。でも、『AREA3』が練習だけに割いていた時間を、シェリルズはどうやって『キャラ立ち』できるか考える会議に使っていたかもしれない。榎えのき戸どさんは、良いいメロディを、良いい歌を探す時間に割いていたかもしれない。練習だけが努力じゃないし、それぞれ質が違う。だから努力の量なんて比べられない」

　目から鱗うろこが落ちる思いのあまり、僕は絶句するしかなかった。努力とは、過酷な練習でなければ。極論を言えば、楽しくないものでなければいけない。どこかそんな狭い了見が、たぶん自分の中にあった。

　でも、違う。クリエイターにとっての努力って、表に出すものを『よくしようとする行動』全部なんだ。

　その努力は、時としてものすごく楽しい時間で、ものすごくわくわくする時間。そうだとしても、なんら問題ない。いやむしろ、楽しく、わくわくする時間を自らが目一杯体感していなければ、他人を楽しく、わくわくなんてさせられないような気がする。

「言うまでもなく、演奏力は『AREA3』が図抜けてた。でも、それ以外はどうだったかな？演奏力以外で、彼らに対する感想って出てくる？」

「………………」

　申し訳なくも、僕は押し黙ることしかできなかった。楽器が上手うまい、という情報にあえて蓋をすると、びっくりするほどあのバンドの印象が消えてしまう。演奏レベル以外に、『AREA3』には色がない。

「それじゃ、ダメなんだよねー。演奏はばっちり、でも他の部分で『努力』不足。もし、よりたくさんの人と自分たちの音楽を共有したいと思っているのなら、申し訳ないけどそういう評価になる。内輪だけのバンドなら別にどんな在り方も尊重するよ。でもオーディションライブは、外に出て行くためのものだから」

「……だから、総合的に考えるなら他のバンドの方が評価は上になるんですね、村むら井いさんにとっても」

「そうだね。シェリルズなんて、わかりやすいじゃない。服も統一して、こういう音出したいんだな、っていう期待を裏切らない。ベタだけど、ベタが臆面もなくできるのは才能だよ。特にバンドマンなんか、妙に斜に構えちゃってるヤツらばかりだから。ラーメン食いたい客には、丹精込めてうまいラーメン食わせてやらないと。それができそうな彼らは、かなりの伸びしろがあるはず」

　そこまで一息で語ってから村むら井いさんは一服して、けどなあ……と煙を吐き出す。

「ちょっとまだ演奏力が追いついてないな、シェリルズは。あと何より、チューニングに無頓着なのがマズい。不慣れなせいで気が回らなかったなら今回は仕方ないけど、楽器の調律がちゃんとできないバンドは絶対伸びない。生理的に気持ち悪いからね、リスナーにとっても。バンドマンに音楽の才能が問われるとしたら、その一点だけって言い切っても良いいくらいだと僕は思ってる。貫ぬく井いくんも気をつけてね、チューニングだけは」

「は、はいっ！」

　……肝に銘じておこう。一応、自分なりにはきっちり合わせているつもりだけど、ピッチで不快感を与えるライブは本末転倒も良いいところだ。今後はもっとシビアにチューニングと向き合わなければ。

「総合すると、うん。榎えのき戸どさんはよかった。拙いところもあったとはいえ、本人の歌もギターも、音程はばっちりだったし、曲もキャッチーだ。何より彼女が心から音楽好きで、心から自分の音楽を好きになって欲しいという希望感で溢あふれてる。良いい意味での青臭さが、リスナーの共感を呼ぶだろう」

　何度も頷うなずきを返す僕。楽しさを共感させてくれるライブ。自分には上手うまく言葉にできなかった魅力の理由を村むら井いさんが言語化した。そうだ。単純に、榎えのき戸どさんのライブが一番楽しかった。それが、一番心に残った理由だ。

「じゃあ、合格は榎えのき戸どさん……？」

「と、言ってあげたいところだけど。彼女もまだ未熟だなあ。伴奏が全部コードストロークだけじゃさすがに途中で飽きちゃうよ。ソロでやるならもう少しアコギのテクニックを身につけるか、もしくは演奏メンバーを増やすかしないとねえ」

　苦笑を漏らす村むら井いさん。残念だ……と思いつつ、確かに仰おつしやることは僕も納得せざるを得なかった。

「では。全員不合格、ですか」

「今回はね。でもそんなに悲観することないよ。シェリルズと榎えのき戸どさんは大丈夫でしょ。絶対へこたれないはず。挫折していちばん危ういのはある意味行き着いてる感のある『AREA3』だけど、演奏力だけなら既にプロ並みなんだから、一度『気付け』ばあっさりだ。……てなわけで、ここからが僕の一番大事な仕事。三人と面接して、しっかり意見を伝えてくるつもり。もっと成長して、またオーディションを受けに来てくれることを願ってね。……さてと、その前にトイレ行って身を清めとこ」

　立ち上がり、事務所から出る村むら井いさん。

　やはり、厳しい世界だと身の引き締まる思いがして、僕はきゅっと背筋を伸ばす。

　でもそれと同時に、リヤン・ド・ファミユでもまだまだ試してみるべきことなんていくらでもあるんじゃないかと、希望の種を手に入れたような気分でもあった。




　　　　♪




「はむ。みんなたいへん」

　今日学んだことの全てを伝えにリトルウイングへ行くと、三人は興きよう味み津しん々しんで僕の話に耳を傾け続けてくれた。子ども部屋のベッドの上で、正座したそらがぎゅっと両手を強く握る。

「練習をがんばるだけじゃ、ダメなんですね……」

　その隣で潤じゆんはぷらんと足を投げ出し、うつむき加減で不安そうな表情になった。これからリヤン・ド・ファミユとして、どうやってさらにお客さんを呼び込んでいくか。迷いが深まってしまったのかもしれない。

「そんなに難しく考えなくてもいいんじゃない、潤じゆん？　つまりはアイデア勝負ってことでしょ。お洋服だったり、ライブのやり方だったり、いろんなことをみんなで考えるのって、きっと楽しいわ。希のぞ美みは今からわくわくしちゃう」

　そんな潤じゆんの肩にそっと手を置き、頼もしい笑顔で包み込む希のぞ美み。まさしく、という思いで、僕も含めた全員が大きく頷うなずいた。

「ぞみ……。うん、そうだねっ！　えへへ、たいへんだけど、クリスマス会の時みたいにみんなでいろいろ考えるのって、絶対楽しいよね！」

「わたしも、たのしい。いっぱいたのしいこと考えて、それから練習もいっぱいがんばる」

　シーツの上に輪を作って、にっこり微笑ほほえむ三人が眩まぶしい。アイデア出しが重要、でもそれは練習をしっかり頑張るというのが大前提……なんてことは、いちいち言葉にしなくても全員わかってくれている。だから僕も安心して、外の世界から得た情報を見聞きしたまま伝えることができるのだ。

「うん、そうだね。この後もどんどんいろんなことを吸収してくるから、四月からどうやってライブを盛りあげていくか、一緒に考えよう！」

『おー！』

　ガッツポーズを向けると、三人ともが右手を突き出してくれた。慣れないアルバイトで身体からだはだいぶへとへとだったけど、子どもたちのやる気と希望に満ちた姿を見ているうちに疲れも吹き飛んだ。

「……さて、と。僕はそろそろ帰るね。長居しちゃってごめん」

　その後もしばらく談笑しているうちに、気がつけば陽ひも落ちかけていたのでハッと立ち上がる。いけないいけない、毎度のことだけどついつい遅くまでお邪魔してしまった。

「こら、ちょっと待ちなさい響きよう」

　迷惑がかからないよう急いで荷物を準備する僕を、希のぞ美みが少しだけ責めるような口調で呼び止めた。あれ、なんだろう。

「ええと、何か忘れてたっけ……？」

「そ、そういうわけじゃないケド。……ほら、いらっしゃい」

　そう言って希のぞ美みはベッドの上に正座したまま自分の太ももをぽんぽん叩たたいた。

　これは、つまり。思い出すのは、昨日の練習室での一幕だった。

「も、もしかして。膝まくら？」

「潤じゆんだけを働かせるのは不公平だし、なんていうの？　……そ、そう、ポリシー！　希のぞ美みたちのポリシーに反するわ。だから今日は、希のぞ美みが疲れを癒やしてあげるの。も、文句ないわよね！」

　ビシッと人差し指を僕に向ける希のぞ美み。ううむ、躊ちゆう躇ちよする理由が浮かばないと言えば噓うそになるけど、三人に不平等があるとよくないな、というのはその通りだ。

「えへへ、響きようさん。ぞみ、昨日からずっと響きようさんにしてあげたかったみたいなんです。ぞみの気持ち、受け取ってあげて下さい」

「べべべ別にそんなことはないケドね!?　でも、希のぞ美みだって気持ちよくしてあげられるんだから、四の五の言わず希のぞ美みの上に乗りなさいっ！」

　真っ赤になりながら、希のぞ美みはぎゅっと膝先をすぼめる。恥ずかしいのに僕を喜ばせようとそんな提案をしてくれているのだろう。ならば、断るのはかえって失礼か。

「ありがとう。そ、それじゃ、お言葉に甘えて」

　希のぞ美みの思いやりに感謝し、僕はおずおずとシーツに身を委ねた。昨日は練習室だったのが今日はベッドという点で多少……いや大々的に状況が異なるんだけど、子どもたちは気にしてないようなので僕が意識しすぎるのも逆に変か。

「はむ。響きようにー、気持ちいい？」

　希のぞ美みの膝に頭を預けると、そら、そして潤じゆんも興きよう味み津しん々しんに左右から僕の顔をのぞき込んだ。な、なんとも言えないプレッシャーを感じてしまうな。

　いや、違う。やましいことは何もしていないのだ。どんと構えているべきだ。

「うふふ、無防備ね。ほっぺたつねっちゃおうかしら」
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「ふにゅ」

　僕の顔に覆おおい被かぶさるようにして覗のぞき込こみながら、希のぞ美みが両頰を引っ張る。思いっきり弄もてあそばれているけど、声色が楽しそうなので文句は言わない。

　……そんなことより、希のぞ美みの膝まくらも本当に気持ちいいなあ。潤じゆんよりも希のぞ美みの方が今のところ発育に恵まれているためか、昨日より後頭部に感じる反発がわずかに強い気がした。でもその張りの良さが、首筋を広い面で支えて凝りをほぐしてくれるような、また別の快楽をこの身に知らしめている。

　喩たとえるなら、潤じゆんの膝まくらは焼きたてのベイクドチーズケーキ。対して希のぞ美みは濃厚な凝縮感のあるパンナコッタ。そんなイメージだろうか。

　どちらにせよ、甘美なのは変わりない。

「ふぉう……」

「あらやだ、響きようがとろけてるわ。可愛かわい……くなんて、別にないケド！」

　希のぞ美みが少し慌て加減に声を出したけれど、申し訳ないことに夢心地に陥っていてうっかり反応しそこねてしまった。

　おまけに数十分寝落ちてしまい、帰宅がさらに遅れた。夕食の準備をしなければいけなかったろうに、みんなに申し訳ない限りだ……。

「こらお兄ちゃん！　日が暮れる前に帰ってきなさいって言ってるでしょ！」

　そして、家に着いたらやっぱりくるみに怒られた。もちろん反省の念を込めて言い訳は一切せずに謝り通す。

　……言い訳なしなので遅れた理由も伝えなかったんだけど、それが正しかったのかについてはある程度の批判も覚悟せざるを得ない。




　　　　【３】




「いやー、へこたれずに毎日よく頑張ったね。どう？　もうコリゴリ？」

「いえ、とても楽しかったし、大事なことをたくさん勉強させて頂きました。……さすがに身体からだの方はバッキバキですけれど」

　全身筋肉痛の身体からだで必死にモップがけしながら、レイさんに笑い返す。ついに春休み短期集中アルバイトも最終日。連日重い機材を移動させたり、中腰でケーブルを張り巡らせたりで貧弱なこの身体からだにはしんどい一週間だったけど、それ以上に目の覚めるような貴重な体験が目白押しだった。

　お願いしてみて本当によかったな。ライブハウスのスタッフさん、それにタランチュラホークの皆さんに改めて深く感謝を覚える。

「そりゃよかった。こっちも人手が増えて助かってたよ。来週からも来て欲しいのが本音だけど」

「ありがたいお言葉です。でもさすがに、学校と両立するのは難しそうで……」

「ま、そっか。なら仕方ないねー。卒業したらぜひまた来なよ。なんて、その頃はこっちがここで働いてるかはわからないけど」

　苦笑しながらお辞儀すると、レイさんもにっこり笑って僕の肩を叩たたいた。どうやら足手まといにならずにすんだようで、まずはほっと一息だ。

「ずっとライブハウスで働く気はないんですか？」

「わかんないねー。今んとこ、もうちょいおっきい夢もあるから。でも、ライブハウスも良いいなって最近は思っててさ……わかんないねー」

　二度同じ言葉を繰り返して、レイさんがはにかんだ。その『わかんない』という気持ちが、僕にも少しだけ『わかる』ように思えた。音楽に対する夢がレイさんにもあって、その形の幅広さに、迷いを覚えているのだろう。

　だけどその迷いは、決して悪いものではないはず。短い時間ここで働かせてもらっただけで、そう信じることができた。

「僕もまだ、卒業してからのことはわかりませんけど、一緒にお仕事できて本当に嬉うれしかったです。たくさんお世話になりました。いろいろ教えて下さり、本当にありがとうございます！」

　右手を差し出すと、レイさんはいかにも冗談ぽくオーバーアクションで僕の手を払いのけた。

「まーだ早いっての。さー少年、最後の仕事だ。気合い入れて準備しよ」

「……はい、そうですね！」

　確かに、気を抜いている場合ではなかった。今日これからの予定は、なんと『タランチュラホーク』のワンマンライブ。集大成として、全身全霊の気合いで挑まなくては。

「はよーござーっす」

「どもっス、ソロウさん。相変わらず早いっスねー。見た目と違ってくそ真面目」

「うっさい。レイは相変わらず一言多いな」

　掃除が終わった頃、リハの予定時刻よりだいぶ前にメンバーの三人がホールへやってきて、ソロウさんとレイさんが軽妙に挨拶する。アマチュアとしては最高レベルの認知度を誇るバンドだけど、ひとつひとつのライブに向ける情熱がいつでも全力なのだなと、こういうところでも伝わる。

「お疲れ様です！　最終日に、皆さんのライブをお手伝いできて本当に嬉うれしいです」

「おー元気そうだね少年。よしよし、逃げずに残ったか」

　続いて僕もご挨拶すると、鴉からすさんがぽんと頭に手を置いて下さった。まずは何より、皆さんの顔に泥を塗るような羽目にならずよかった。

「今度は賭けに勝ったじゃん、おめでと」

「なっ!?　……よ、余計なこと言うな」

　改めてほっとしていた合間、ソロウさんが緑りよく水すい晶しようさんに悪戯いたずらっぽい笑みを向ける。ということはつまり、『逃げない』方に賭けて下さっていたのかな。だとしたら、素直に嬉うれしい。

「ま、三人とも『逃げない』って意見だったから賭け自体不成立なんだけど。……どうだった貫ぬく井いくん。なにか少しは学ぶことあった？」

「少しなんてもんじゃありません。皆さんのおかげで、最高の春休みになりました。心からありがとうございます！」

　ソロウさんに訊きかれて僕は何度も頷うなずきを返す。真剣に音楽と向き合っている人たちのエネルギーや、様々な視点の持ちかた。内に閉じた世界では絶対にたどり着けなかった宝物のような記憶を、いくつも賜ってしまった。

「そりゃーなによりだ。そんじゃ、最後にアタシらの演奏からもたーっぷり影響受けてもらおっかな」

「覚悟してて。度肝ぬいてやる」

　鴉からすさんと緑りよく水すい晶しようさんも満足げに、そんな頼もしい宣言を聞かせて下さった。

　今日のライブは、仕事をなんとか最後まで無事こなしきった自分へのご褒ほう美びみたいなものだと勝手に思っている。リハの段階から片時も目をそらさずに、僕と子どもたちの成長に繫つながる要素を、正々堂々盗ませて頂こう。
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『──っ！』

　予告のとおり、僕はただただ度肝をぬかれるばかりだった。拝見するのは初めてではないのに、『タランチュラホーク』のライブはなぜこんなにも毎回鮮烈で、激情的で、陶酔感に溢あふれているのだろう。

　ステージ上も、客席も、黒一色の衣装で染まり、ホール全体が漆黒の波でうねっている。まるで地球とは違う、別の概念で動く世界に紛れ込んでしまったかのように、五感が日常から、身体からだから切り離されていく。

「やっぱり、すごすぎる……」

　曲の合間に、ＰＡ卓の傍そばでしみじみ呟つぶやいてしまう僕。おそらく、皆さんと歳としはさほど離れていないはずだ。ちょっと失礼な話、この前の機材整理で図らずも舞台用のメイクをしていないお三方と顔を合わせた時、想像を絶する若さに驚いてしまった。

　やはり、音楽と心中するほどの鬼気迫る覚悟なしには、ここまで至れないのか。だとしたら、僕は潤じゆんたちにどれほどの献身を迫る必要があるのか。それを自分以外に、よりにもよって小学生に求める横暴が、許されるはずなんて──。

「ほんと、すっかり化けたなあ。ここに初めて来た時からは想像もつかねえ」

「えっ」

　僕の独り言が聞こえたのか否いなか。村むら井いさんがＰＡ卓の前でしみじみ呟つぶやいた。

「もはや誰も信じないだろうけど、あいつら最初のオーディションの時なんて、それこそこの前の『AREA3』そっくりだったんだぜ。無愛想で、客のことなんて見てなくて、何を表現したいのかさっぱり伝わってこなくて。あ、でも演奏力はぜんぜんなかったからそこは違うか」

「演奏力、なかったんですか……!?」

　まさかと声が裏返る。何よりも、その情報が僕には信じ難がたかった。

「シェリルズより下手だったかもな。ほとんど別のバンドだったよ。それも大して昔のことじゃない。ほんの数年前の話さ。……自慢じゃないが、ウチのオーディションに落ちまくった頃からじゃないかな。今のスタイルになったのって」

「落ちまくった……ということは、一度きりじゃないんですか」

「覚えてないくらい落とした。最後の方とか、今日こそいい加減刺されるかな、って思うくらい睨にらまれた」

　ニヤリと笑う村むら井いさんに、得も言われぬ畏怖を感じて背筋が伸びる。そんな僕たちのやりとりなんて何も知らず、ソロウさんは淡々とＭＣ中だ。

「それでも、意地と負けん気だけは並外れてたんだろうな。めげずに試行錯誤して、今の『色』を手に入れてからは見違えたよ」

「色、か……」

　もう一度、僕はひとつに染まったホールを眺める。それは、きっと単純な『黒』というコンセプトカラーのことじゃない。バンドの名前を見ただけで音と映像が瞬またたく間まに蘇よみがえってくる、強烈な浸透圧。周りを自分たちの世界に取り込んでしまう広義の力を、村むら井いさんはバンドの『色』と呼んでいるような気がした。

『っし、ラスト二曲！　一気に行くよ！』

　ソロウさんが振り上げた拳に、オーディエンスが全身全霊のアクションで応える。

　ゴールの在処ありかなんて、まだ少しも見えてこない。でもほんの少し、リヤン・ド・ファミユのみんなが進むべき道を選ぶ方法だけは、おぼろげにわかったような気がした。
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「なるほど、希のぞ美みたちの、バンドとしての『色』ね……」

　ライブハウスのスタッフさんたちとタランチュラホークの皆さんに改めてしっかりお礼を伝え、アルバイト期間を終了させた僕は、興奮を携えたまま翌日リトルウイングを訪ねた。そして練習を一通り終えたのち、昨日のエピソードと自分の考えをみんなに報告する。

「うん。ただがんばる、悩む、っていう考え方より、自分たちの『色』は何なのか探して、その『色』を深めていけば、これから進む方向が見えてきやすいんじゃないかって思って」

　まだ僕の中でも想おもいが漠然としていてなかなか上手に説明できなかったけど、唸うなりながら説明を続けていくうちに、腕組みした希のぞ美みが共感を示してくれた。

「わにゃ、響きようさんっ。私たちの『色』って、なんなのでしょうっ？」

「はむ。響きようにー、おしえて？」

　潤じゆんは胸前でぎゅっと両手を握り、切実に答えを求める。そらも興きよう味み津しん々しんとばかりにドラムから離れ僕の近くに身を寄せた。

「それは……」

　三人の熱視線に、かなり罪悪感を覚えてしまう。偉そうに言っておきながら、その実答えにたどり着いたわけではないんだよな……。

「えー、ちょっと。わからないの？　ちゃんと希のぞ美みたちの将来の責任取る気あるわけ？」

　希のぞ美みがぷくりと頰を膨らませる。なんとなく語弊がありそうに思える表現だけど、主張はごもっともだった。

　やはり、自信はなくともちゃんと僕なりの意見を表明しなければいけないよな。

「わたしは、ピンク」

　反省して唇を嚙かむ僕に、そらが手を挙げ報告した。ふむ、そうなのか。そら自身のイメージカラーはピンクか。

「潤じゆんたんは、真っ白」

「確かに」

　同意して頷うなずく僕。確かに潤じゆんのイメージは純白がふさわしい。

「わ、わにゃ……？　くーちゃん。それ、もしかして……？」

　納得していると、なぜか潤じゆんの顔が次第に赤くなってきた。はて、どうしたのだろう。

「ぞみたんは、しましまです」

「こら！　希のぞ美みたちの今日のパンツの色は報告しなくて良いいからっ！」

　今度は希のぞ美みがおしりを押さえながら抗議して、ようやく僕もドキリと息を吞のんだ。と、というか希のぞ美み、黙っていれば僕は気づかなかったかもしれないのに。

「はむ。白と水色の、しましまです」

　そうでもないか……。

「やめなさいってば！　そ、それより響きよう！　響きようの意見を聞かせなさいよっ！」

　そらの口を両手で塞ぎつつ、まっ赤かな顔で希のぞ美みが急せき立たてる。よ、よし。話を軌道修正するためにも、真面目に答えなければ。

「……あのさ。ちょっと前にも、みんなの個性について訊きいたことがあったよね。あの時確か、希のぞ美みは『かわいいのが特徴』って言ってた」

「えっ!?　そ、そんなずうずうしいこと言ってないし！」

　あれ、否定されてしまった……。改めて掘り返されると恥ずかしいというのは、わかる気もしつつ。

「さすがぞみっ、ふてぶてしいね！」

「はむ。でも、ぱんつはほそほそしいしましま」

「二人とも黙りなさいっ！」

　てんやわんやしてきた。話の内容もまたキケンな方に向きそうだったので咳せき払ばらいしてもう一度軌道修正を試み、僕から切り出してみる。

「改めて、それは間違いのないことだと思う。三人とも、すごくかわいい」

「わにゃ」

「ちょ、ちょっと。真顔でやめてよ」

「はむ。ありがとう響きようにー」

　こそばゆい空気が漂いつつあるが、ひるまない。ひるむと僕自身恥じらいに負けてしまいそうでもあるし。

「だから、バンドの『色』も、かわいらしさから離れない方が良いいんじゃないかと思うんだ。ダークさよりは、明るさ。激しさよりは、やさしさ。クールさよりは、暖かさ。みんなそれぞれのイメージに逆らわないで進んだ先に、みんなのバンドとしての『色』も見つかるような気がする」

　迷いながら言葉を探して想おもいを伝えると、みんなおおむね同意してくれているような様子だった。

「確かに、そうね。明るくて、やさしくて、あったかいものが……希のぞ美みは好き。でも響きよう、それって、ロックなのかしら？」

　希のぞ美みがシンプルで核心的な疑問を呟つぶやく。確かに、大きな命題だと自分も思った。けれどもここは信念に身を任せ、極論を選ぶのも辞さない。

「いいんじゃないかな。結果的にロックから遠くなっても、それがみんなの『色』なら、そういうバンドでも」

「わにゃ、ロックじゃなくても、いい。そんな風に考えたこと、ありませんでした」

　もちろん、ロックでもいい。けれども、ロックという概念に囚とらわれることだけが、バンドとしての正解ではない。ライブハウスで学んだことと、潤じゆんたちの存在を交互に見つめているうち、ぼんやりと僕の中でそういう仮説が成り立ちつつあった。

　要は、魅力的ならきっとそれでいいのだ。技術も、楽曲も、コンセプトも。突き詰めれば目指すべきはその一点に集約されるはず。

「なんだからくちんで、がんばりやすいかも」

　そらがこくりと頷うなずいてから、僕に拳を向けた。らくちんで、がんばりやすい。対立する要素のようで、そうでもない。音楽に限らず、根の部分では直結している概念じゃないだろうか。苦しいことより、楽なこと。嫌なことより、興味のあることの方が、努力できる。きっと誰だって同じじゃないかなと、僕も思う。

「うん、そうだね。自分から苦しむ必要なんてない。楽しいと思えることだけをいっしょにがんばっていこう」

　そっと三人の頭をなでると、その場で飛び上がらんばかりに嬉き々きとした表情が溢あふれた。

「わにゃ、なんだかますますやる気が出てきましたっ」

「がんばるわよ、潤じゆん、そら！　大好きなバンド活動が、もっともっと楽しくなるように！」

「はむ。がんばります」

　無邪気に笑い合う様子を見ていると、僕まで心底幸せな気分になってくる。こうして三人から喜びをわけてもらう度に、僕にとってみんなは地上に舞い降りた天使みたいなものだとしみじみ思うばかりだった。

「よし、それじゃ今日のところは練習おしまい！　楽器、片付けよっか」

　ありあまる充実感を胸に、ぽんと手を叩たたいて三人を促す。

　……うすうす、もう一山ありそうな気はしつつ。

「では、どうぞ」

　潤じゆんと希のぞ美みが弦楽器をクロスで拭き始めるのとほぼ同時、先に片付けを終えたそらが絨じゆう毯たんの上にちょこんと正座して、僕に上目遣いを向けた。

「ええと……」

「はむ。お部屋でする？」

　浮かべた躊ちゆう躇ちよは、場所に迷っているのだろうかと受け止められた模様。これから膝まくらする、という部分に関しては疑問の余地がないらしい。そりゃ、既に二人にしてもらっておいてそらの慈いつくしみだけを断るわけにはいかないんだけど。

　……でもって、練習室でするか、子ども部屋でするか問われたら、練習室を選択する方がまだ健全のような気もする。誤差のような気もするけど。

　とにかく、みんな当然の予定という認識なのか、誰からも異議は聞こえてこないし、もはや僕はただ流れに身を任せるしかなかった。

「……じゃ、じゃあ。ここでお願いします」

「どうぞどうぞ」

　遠慮がちに、頭をぽすんとそらに預ける。抵抗感が減衰しすぎているのではという自覚はありつつ、思考を堂々巡りさせた結果やっぱり断りようもない状況なのだった。

「響きようにー、いかがでしょう？　ご感想は？」

「まず何より、そらが気遣ってくれて嬉うれしいよ。ありがとう。そうだね、感想は……」

　わくわくと興味を隠さず、僕の顔をのぞき込むそら。両方のこめかみを人差し指でマッサージしてくれるサービス付きで、これがまたやたらと心地よかった。

　ああ。同い年でも、それぞれ太ももの感触は違うものなんだなあ。そらは三人の中で唯一、足を駆使するドラム担当だからか、ひときわ無駄肉が少ないような気がする。かといって硬さはまったく感じなくて、後頭部に受ける刺激はひたすらしなやか。潤じゆんを焼きチーズケーキ、希のぞ美みをパンナコッタに喩たとえたけど、そらはさしずめタルト・タタンだろうか。しっとりとして、芳ほう醇じゆんな果実とシロップが合わさった、飽きのこない味。そんな小学五年生の膝まくらだった。時間をかけて味わい尽くしたい極上のスイーツという意味で、三人とも甲乙付けがたい。

「……究極の膝まくらだ」

「ほめられた。うれしい」

　すっかり気が緩んでしまって、大げさな表現が口から飛び出た。もちろん本音ではあったんだけど、

「ちょっと響きよう。『究極』ってことは、そらが一番だって言いたいの？　昨日はあれほど希のぞ美みに夢中だったくせに！」

「わにゃ。私は、響きようさんを満足させられなかったのでしょうか……？」

　両脇からのぞき込む希のぞ美みと潤じゆんに対しては、かなり不用意な発言になってしまった。

「ち、違うんだ！　ええと、そらの膝まくらは究極だって思った。けど、希のぞ美みの膝まくらは至高だった！　それから、潤じゆんの膝まくらは……無双って感じかな！」

　我ながらさすがに苦しすぎた。

「響きようさん。いくら小学生でもそれは、ごまかされてるって、わかっちゃうっていうか……」

　苦笑交じりながら、潤じゆんの言葉がいつになく手厳しい。自分のせいだけど。

「失礼しました……」

「はむ。響きようにー、じゃあじゃあ、ほんとは誰がいちばん？」

　膝まくらのまま、そらが僕の両頰をこねこねして、答えを促す。わずかに内ももを開いて後頭部を抱き込む仕草は、選んで欲しいという無意識の期待のようにも思えて、ますます返事に迷わされる。

「三人とも、同じくらいよくて選べないというのが正直なところで……」

「いいかげんだわ。ほんとは誰でもいいんじゃないの？　子ども扱いして、テキトーにお世辞言ってやり過ごしてたのね。響きように遊ばれた。ひどい」

「いや、ちょっ」

　希のぞ美みが両目を覆い、ふるふると肩を揺らし始めた。まさかそこまで心に傷を負わせてしまうとは……!?　本気で焦あせって僕は膝まくらに埋もれたまま必死で弁明を続ける。埋もれたままなのは頭を上げるとそらにもがっかりされてしまうかもしれないし、もっと単純な話、内ももでがっちり挟まれていて動けなかったせいもある。

「そんなことは絶対にないよ！　ちゃんと三人が三人とも、それぞれ個性があるって思った！誰でもいいとか、テキトーとか、それだけはありえない！」

「じゃ、選んで？」

　希のぞ美みが目元から手をどける。曇りのない笑みで、少しも涙の跡なんて見当たらなかった。

　なるほど、これが小学五年生から六年生に『進級』するという意味なのだろうか……。

「ね、ねえぞみ。私が響きようさんとしたのはもうけっこう前だし、それに、ぞみの時だけちゃんとベッドの上だったから……」

「ふむ、不公平って言いたいのね。ま、気持ちはわかるわ。それに希のぞ美みだって、場所とか時間に恵まれたとは思いたくないし……。それなら」

「ぞみたん、どうするの？」

　何か決意したような表情の希のぞ美みにそらがわくわくして尋ねる。僕としてはひたすら嫌な予感しかしない。

「オーディションライブよ！　膝まくらの！」

　発想の突拍子のなさは予想以上で、マズい状況になりそうな危険レベルはおおよそ予想通りだった。

「オーディションライブ！　響きようさんがアルバイトで見学したやつだねっ！」

「それの、ひざまくらバージョン？　はむ。楽しそう」

　潤じゆんとそらが希のぞ美みに賛同して顔を見合わせる。うん、特に説明を受けずとも、これから何をすることになるのかはだいたい把握できてしまったな……。ライブハウスで学んできた知識が、こんな形で応用されることになろうとは。

「さあ響きよう、部屋に戻るわよ。三人同じ条件で、公平な審査をして順位を決めてもらうから♪」

「ぞみたん、目隠しするともっといいかも？」

「あっ、お正月の番組でやっていた、『利きき○まる○まる』みたいにするんだねっ！　ナイスアイデアだよくーちゃんっ！」

「ふふーん、響きよう。みんな個性があるって言ったからには、とーぜん目隠しで誰が誰だかわかるわよね？」

「えへへ。ドキドキだけど、すごく楽しみになってきたよっ。響きようさんに伝わると良いいな、私の膝まくら……」

「はむ。今のうちにおひざすりすりして、響きようにーにわたしの身体からだをいっぱい覚えてもらう」

　三人の盛り上がりからして、うやむやに誤魔化す隙は作れそうもない。いくら季節の変わり目の特番シーズンとはいえ、まさか『利きき・あと数日で小学六年生になる小学五年生女子の膝まくら』などという特殊な領域に足を踏み入れることになろうとは。それだけでも悩ましいのに、順位まで付けるとなるとどんな困難が待ち受けているのか想像もできない。是が非でも三人が納得してくれる結論を出さなければならないが、はたしてどうすれば良いいんだ……。




　　　　♪




「響きようさんっ、準備はいいですか？」

「う、うん。一応、いつでも大丈夫だよ潤じゆん」

　半ば引っ張られるように子ども部屋に移動し、僕はアイマスクを着けてベッドに横たわる。ちなみにまだ膝まくらは始まってない。これから誰の足かわからない状態で、三人が順番に膝を貸してくれる流れだそうだ。

　うう、ドキドキしてきたなあ。せっかくの好意なのだから、誰かを傷つけるような事態だけは避けないと年上の高校生として終わっている。

　小学生の部屋に上がりこみ、目隠しでベッドを占拠してる時点で既に人として終しゆう焉えんを迎えつつあるような気がしないでもないけどそこは不可抗力だ。

「それじゃ、始めるわよ。今から希のぞ美みかそらか潤じゆん、誰かが膝まくらするから。響きようはその感触だけで誰の膝か当てて、順番を付けて」

「わかった……」

　希のぞ美みの声にこくりと頷うなずく僕。ところでふと思ったけど、『利きき膝まくら』の時点でもし全部不正解だったら順位付けにも信しん憑ぴよう性せいがなくなるのではないだろうか。それなら誰も傷つかないかも。

　……ただし、僕に対するみんなの信頼はゼロになってしまうだろうけど。

　ううむ。悩ましいところではあるけど、最終手段としてその選択肢も考慮に入れておこうか。

「それでは、はじめます」

　そらが宣言して、いよいよ本番開始。もちろん、そらが開始を告げたからといって最初がそらとは限らないだろう。むしろ、心理的にそらが最初である可能性の方が低いような気もする。いや待てよ、常識的にそう考えるところの裏をかいて──。

　ダメだ、やめよう。まずは膝だ。ちゃんとみんなの膝だけを感じて答えにたどり着かなくては。小細工する前に、集中集中。

「……っ」

　軽く息を止めるような気配が漂い、シーツと僕の後頭部の間に柔らかな肌の感触が挿入された。素足だ。服で特定されないように全員着替えると言っていたから、丈の短い何かを履いているのだろう。ふむ、頭頂部まで、布はいっさい当たってないな。よほど丈が短い服だ。これほど丈が短いと、もはや服というより──。

　ダメだ、やめよう。不必要な解釈は自分に不利な情報となりかねない。あれほど問答無用で鉄砲撃ちまくっているイメージしかないアメリカ州警察だって、黙秘権は認めているのだ。

　集中して、利きき膝まくらだけに没頭する。さあ、誰かな。この膝は潤じゆんか、希のぞ美みか、それともそらのものか。弾力、高さ、肌の質感。全てを総合的に踏まえれば、答えは。

　さっぱりわからない。

「…………………………」

「響きよう、なんだか唇がガクガク震えてるけど大丈夫？」

「だ、大丈夫。問題ないよ」

　希のぞ美みの声にサムズアップして虚勢を張る（ちなみに三人とも僕の頭の方に密着して座っているようなので、今膝まくらしてるのが希のぞ美みである証拠にはならないだろう）。しかし実際は焦あせりで頭が真っ白になりつつあった。

　ど、どうしてだ。さっぱり特徴が摑つかめないぞ。いっちょまえに評論していた面目丸潰れだ。チーズケーキとは、パンナコッタとは、タルト・タタンとはなんだったのか。

　そして何よりマズいのは、わざと間違えた上での順位付けが実質不可能になってしまうことだ。だって、テキトーに答えたらそれなりの確率で一人くらいは正解する。その上でランダムに順位付けをしたら、特定の誰かを持ち上げる、もしくは低評価することになり、まったく意図せず傷つけてしまうかも。

　つまりはこの難局を切り抜けるプランが全て白紙。ど、どうすればいいんだ。

「響きようさん、そろそろ答えは決まりましたかっ？」

　無邪気な潤じゆんの声。ま、マズいぞ。もはや退路なしか……!?

「……っ！」

　いや、ダメだ。諦めるわけにはいかない。まがりなりにも僕は何かしらを教える立場でここに来ているのだ。絶対に、責任と信頼を失うような発言は避けなくては。最低でも正しい答えにはたどり着く必要がある。

　深呼吸して、精神を統一。

　大丈夫。できる、できるはずだ。たとえば『マナティ』という水中で暮らす動物は、唇に生えた毛をセンサーにして食べられる植物の判別をしているそうだ。同じことを、髪の毛でやればいい。哺乳類にできることは、必ず僕にだってできるはず。

　人間ならば。否いな、哺乳類ならば。

　必ずや、後頭部で小学五年生の膝を吟味できる。信念を捨てなければ、きっと……！

　五感の全てを、頭の後ろに蓄積させ、想像力を高めていく。何がある？　太ももだ。それはわかってる。どんな太ももだ？　細く、しなやか。もっと詳細に。しなやかさの度合いは？　そうだな……駅前にいくつかあるラーメン屋さんの麵で喩たとえると？　横よこ浜はま家いえ系けいの行列店か？　いや、そこまでの重厚感はない。もっと軽いタッチで持ち上げられるような、細麵系の膝まくらだ。言わばそう。本場の味を売りにした博はか多た長なが浜はま系けいの──。

　わかったぞ！　この膝まくらは、そらだ。まだどこかに『そらの一番手はないはず』という潜在的な偏見が残っていたのだろう。だからこそ、余計に判断力が曇った。でももう迷わない。この感触。確信を持って味わえば、ついさっきまで酔いしれていた肌触りと相違ない。

「うん、ＯＫだよ。それじゃ、名残なごり惜しいけど次をお願いします」

「あら、急にしゃっきりしたわね。その自信がホンモノだといいけど」

　なんとなく上機嫌に聞こえる希のぞ美みの声をきっかけに（やっぱり、声の方向でまくらの主を判別するのは困難だ）、三人ともが動き出す気配。さあ、もう何も恐れないぞ。自信を取り戻した今なら、片膝だけでだって三人を区別できる。

　おっといけない、我ながらテンションがマズいベクトルに向きつつあるかもしれない。見た目の状況はけっこう際きわどいのだから、もっと職務に対する献身的な心がけを保たなければ。

「…………」

　気を引き締めているうちに膝の感触が迫ってきたので、後頭部を持ち上げスペースを空ける。断じてやる気満々なわけではなく、どうせ抗あらがうタイミングでないのだから邪魔だけはしないようにという配慮だ。理髪店で髪を洗ってもらう時つい首を踏ん張ってしまうのと心理状況は似ている。

　余談はさておき鑑定しなければ。先ほどと比べて、ハリと、コシは？

　……ふむ、他の例を知らないと、ただ『柔らかい』と表現してしまうような心地よさだけど、奥の部分には自己主張しすぎることなくキュッと支えてくれるような芯の強さがある。喩たとえるなら、丁寧に鶏とりと野菜でとった出汁だしに芳ほう醇じゆんな魚介を加えたオーソドックスな中華そばのスープをたっぷり吸い込み、それでいて嚙かみしめたとき押し返してくれる食感が適度に残った、端麗老舗しにせ醬しよう油ゆラーメン系膝まくら。

　つまりは潤じゆんだ。間違いない。

「うん、もう大丈夫。では三人目を」

「…………」

　膝が変遷する。消去法でも当てられる自信はあるけれど、誠意を込めてしっかり吟味させて頂こう。

　おお、温かい。別々に味わっていた時は気づかなかったけれど、他の子たちより少しだけ体温が高いのかもしれない。この、身体からだの芯からほかほかさせてくれる優しさは、北の大地で生まれた味み噌そスープをまとったプリプリの卵麵のようだ。同時に、かすかに反発を示すような唐とう辛がら子しのスパイス要素も持ち合わせた、札さつ幌ぽろモダン味み噌そラーメン系膝まくら。それが希のぞ美みの魅力を称たたえるのに、もっとも相応ふさわしい表現だろう。

　利きき膝まくらの正解は導き出せた。そら、潤じゆん、希のぞ美みの順番で間違いない。問題は、どう順位付けするかなのだけど、気遣いではなくそれぞれの良さがあってまったく甲乙が付けられない。その日の体調によって、求める膝が変わってきてしまうだろう。

　だとしても、同点評価ではもう許してもらえない。心を鬼にして、ひとまず『今日』の好みを伝える。その後で、誠心誠意選ばなかった膝に対しても魅力を語り、納得してもらうしかないか。

「……え!?」

　苦渋の決断に至ろうとした時、予想だにしていない事態が起こった。またしても、膝が変遷したのだ。しかも明らかに、この感触は三人のうち誰のものとも違う。

　ど、どうなっているんだ。まるで奈な良らに住んでいたら『明日から京きように遷都するから』と伝えられたくらいの衝撃だ。

「えへへ。響きようさん、そろそろ答え合わせをしましょうっ」

　潤じゆんが僕に告げたその声色には、無邪気な悪戯いたずらをしかけた時のような上機嫌さが混ざっていた。

　そうか、おそらくこれは、みんなが用意した挑戦状。本当にちゃんと判別ができているのか問うため、新たに用意されたハードルに違いない。

　そうとわかれば必要なのは信念のみ。同じように、ブレない基準で吟味すれば良いいだけだ。

　うん。この膝は、気持ちよさの中に前の三人とは異質な成熟感が混ざっているな。深い経験に裏打ちされた、職人芸のコシ。中華麵というより、日本そば。派手さがない代わりに、安心感が図抜けている。

　きっと、小学生たちとは世代が違う……そうか、わかったぞ！

「まず、『利きき膝まくら』の答えを言うね」

　僕はゆっくりと語り始めた。

「はむ。わくわく」

「最初がそら、次が潤じゆん、三人目が希のぞ美みじゃないかな？」

「や、やるじゃないの響きよう。まさか本当に、膝まくらで全員の区別が付くとは思わなかったわ」

　驚く希のぞ美みの声が、全問正解を僕に伝えた。ここまでは予感通りミッションクリア。難しいのは次の選択だ。

「で、では響きようさんっ。いちばんよかった膝まくらは……？」

　緊張感を纏まとい、潤じゆんが尋ねる。

　……よし、決めた。ここは本心に忠実な答えを伝えよう。それがきっと、みんなへの誠意になるはずだ。

　一番安らぎをくれた膝まくらは、四人目。みんなよりも少しだけ年を重ね、育てる側としての母性を同居させた、慈愛の膝。

　鳥とり海うみ桜花さくらの膝を、僕は選ぶことにする。

「……ごめん！　やっぱり人生経験の差だと思うけど、最後のが一番気持ちよかったよ！」

　高らかに言い放ち、僕は自分の手でアイマスクをはぎ取る。

「え、マジで？」

　──正まさ義よしさんが、怪け訝げんそうに僕の顔をのぞき込んでいた。

　あ、そっちでしたか。

「いや、なんかすまんなチビども。変わった遊びしてるからイタズラのつもりで混ぜてもらったんだが、まさか俺を選ぶとは」

　心底困惑している様子の正まさ義よしさん。いっぽう、子どもたちは意外そうながらショックを受けた様子はさほどなかった。

「まさかの結末だけど、マスターに負けるのはまあ、そりゃそうよねって気もするわ」

「わにゃ。やっぱりオトナの方が上手ですよね、膝まくらは」

「はむ。経験の差で負けました」

　結果的に、場は丸く収まったような気がする。そしてある意味、僕にとってもいちばん救われる状況だったのかも。冷静になれば、この場面を桜花さくらに見つかってたら、誤解を与えてすごく怒られていた気がするし。

「……とりあえず、響きよう。そんなに気に入ったならもう少し続けるか？」

「ええと。……す、すみません。恐縮です」

　変な間を置きつつ、考えた末に僕は頷うなずいた。正まさ義よしさんだとわかった途端に起き上がるのも、何か別の要素に対する期待があったような態度になってしまうし。

「…………」

「…………」

　実際、とても心地いいのは事実だったので、信念を曲げずに僕はもう少し男同士の膝まくらを堪たん能のうさせて頂いた。

　はて、どうしてこんなことになったんだっけ。




　　　　♪




「うーん、怒ど濤とうの春休みだったな」

　残された僅かな猶予を使って潤じゆんたちと今後のバンド活動についてミーティングを繰り返しているうちに、気付けば始業式が明日に迫っていた。準備のために、僕は電車に乗って大型の総合日用品店に出向く。必要なものなんてせいぜいノートとかボールペンくらいなんだけど、気持ちを切り替える意味も込めてわざとひとりで遠出してみた。

「……あれ？」

　改札を抜け、待ち合わせスポットになっている広場に出た瞬間、ドキリと足を止める。端の方の花壇の近くでストリートライブを行っている女の人、もしかして。

「榎えのき戸ど、佳か奈なさん」

　数歩近付いて、確信した。オーディションライブに来ていた件くだんの女性に違いない。

「……よかった」

　つい、笑みが漏れた。あの日は結局、全員が落選。当然ながら尋常じゃない落胆ムードが参加者に漂っていたので、なかなかダメージから抜け出せないのではと少し心配していた。

「～♪」

　けれども、あの日と変わらぬ満面の笑みで歌う榎えのき戸どさんを見て、僕がそんな同情じみたことを思うのは驕おごりでしかないと気付かされる。

　大丈夫に決まってるじゃないか。こんなに音楽への愛を身体からだ中じゆうから溢あふれさせている人が、ちょっとやそっとで歩みを止めるはずがない。

「よし。僕も、僕たちもがんばるぞ」

　何人かのリスナーに紛れて歌声に耳を傾けながら、密ひそかにもう一度決意を確かめる。

　大好きな音楽を、もっと大好きになるためにこれからも全力を注ぐ。それはつまり、もっともっと音楽のある日常を楽しむということ。

　明日から、高校二年生。心機一転、レッツゴーだ。
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　　　　【１】




「お兄ちゃん、忘れ物はないわね？」

「うん、大丈夫。今日はそんなに必要なものもないし」

　玄関先でくるみと向き合い、お互いの身だしなみと荷物チェックをしながら頷うなずき合う。

　いよいよ季節は四月。同じ日に始業式を迎え、今日から僕は高校二年生。そしてくるみは小学六年生だ。

『おはようございまーす！』

　準備万端と玄関を開くや、朝日と共に元気の良いいたくさんの声に迎えられた。

「みんな……！」

「ちょっと、びっくりさせないで。……迎えに来てくれるなら教えときなさいよ」

　左右に分かれて縦に並び、僕たちを待っていてくれたのは、潤じゆん、希のぞ美み、そら、霧きり夢ゆめ、相あいヶが江えさん、そして桜花さくらだった。

「えへへ。せっかく六年生最初の登校日だから、少しの間だけでもみんなで一緒に行きたいねって思って。め、迷惑だったかな？」

「べ、別に迷惑なんてことはないわよ潤じゆん。でもみんな、遠回りじゃない。……ありがと」

　いかにも照れ隠しでツンと横を向いたものの、だんだんと笑みを深めていくくるみ。

　わざわざ、本当にありがたいな。なんだかすごく感動してしまった。

「おはようみんな。新学期の朝から会えて嬉うれしいよ」

「せっかくひびきと結婚できる学年になったわけだし、今朝ヌケガケして部屋に忍び込もうかと思ったけど、私にも慈悲の心はあるしね。今日のところは妥協してあげたわ。今日のところはだけど」

「小学六年生は結婚できる学年じゃないけどね」

「……まさかのマジレス？」

　にっこり笑って霧きり夢ゆめにかぶりを振ると、狙い通り次なる爆弾投下を抑え込めた。本当に大切なツッコミはテンションを上げない方が効果的ということに、僕は最近経験で気付いた。

「私は結婚できるようになる前でも、ヌケガケ大歓迎ですっ」

「ちょっと柚ゆず葉はっ！　さては学年変わってもさっぱり反省してないわね！」

「貫ぬく井いくん、えすえぬえすのうらあかうんと、というのが浮うわ気きによく使われているそうですよ？　ワイドショーで見ました！」

　ほら、霧きり夢ゆめにキツく当たられた相あいヶが江えさんの堪こたえてなさっぷりからしても間違いない。しかしその怪情報はいったい……。春休み、昼時間帯のテレビが小学生に与える悪影響について図らずも考えさせられた。

「はむ。そろそろ学校いかないとダメかも？」

「やだ、初日から遅刻なんてできないわ。……いろいろ響きようの心構えについて話し合っておきたかったけど、ひとまずは後にしましょ」

　爆弾発言が続いて収拾がつかなくなりそうなところで、時計を確認したそらと希のぞ美みが促してくれる。遅刻したくないのは誰もが同じだったようで、ひとまず僕たちは足並みを揃そろえ歩き出した。

　この春からも、楽しく賑にぎやかに過ごせることだけは間違いなさそうだなと、僕は青空を見上げ微苦笑を浮かべる。







　ほんの十分ほど歩くと、早くも小学校組とお別れしなくちゃいけない分かれ道にたどり着いてしまった。

「それじゃお兄ちゃん、いってらっしゃい」

「うん。くるみもいってらっしゃい。みんなもまたね！」

　長いお別れになるわけでもないので名残なごり惜しんだりはしなかったけど、なんとなく一抹の寂しさを感じながら手を振り合い、左右の道に分かれる。賑にぎやかだった話し声が途切れ、一瞬だけ辺りは沈黙に包まれた。

「やー、小学生は朝から元気だねぇ」

　とはいえ、一人きりになったわけじゃない。隣で桜花さくらが大きく伸びをして、ふわりと髪を弾ませた。朝日に溶け込んで、花の香りが伝わる。

　幸せ指数は高止まりしたままだった。

「高校二年生は、元気じゃない？」

「元気だよ。けど活性が上がってくるのはもうちょい後かな」

　八重歯を覗のぞかせて、釣り用語を織り交ぜる桜花さくら。言いたいことが伝わっただけでなんとなく嬉うれしくなった。そういえば、春休みは魚に触ってないな。また折を見て、どこかに連れて行ってもらえたら嬉うれしい。今旬なのは、マダイとかだっけ。

　ふむ、と考え込んで顔を持ち上げると、街路樹は薄桃色の花が満開だった。

「サクラ、すごくきれいだねー」

　感動のあまり声に出して呟つぶやく。春だなあ。去年までは日中ろくに外出してなかったから、感動もひとしおだ。

「…………まさか、わざとじゃないよね？」

　うきうきしながら隣を見ると、なぜか耳までまっ赤かな顔がそこにあった。あれ、なんで……と一瞬だけ首をひねり、すぐ自分の軽率さに思い至る。

「あ!?　いや!?　その!?　花、花の話です！」

　非常にまごついてしまいつつ、途切れ途切れに弁明。もちろんさっきのは桜花さくらの名前を意識して漏らした感想ではない……とか、だからといって桜花さくらがきれいじゃないはずもなく……とか、むしろ植物より桜花さくら自身の方が……とか。いろいろ断片的な言葉は浮かんだけれども、瞬時に気持ちを正しく伝えられる気がしなくて、最低限の意思表示しかできなかった。

「……えい」

「あいた」

　僕の腰に、ふわりとミドルキックを放ってから、三歩だけ走って斜め前に躍り出る桜花さくら。

　ううむ、言葉のコミュニケーションって難しい。もっと伝えたいことはたくさんあるのに。

　さておき、今の桜花さくらのリアクション可愛かわいかったな──とか考えてしまって再反省。

　さておいてはいけない。




　　　　♪




　怒られるかもしれないと不安になって、駅に着くまでは桜花さくらの三歩後ろを歩いていたんだけど、電車に乗った後はそうもいかず勇気を出して隣に座る。

「クラス、どうなってるかな～」

　すると、桜花さくらの様子は完全に普段通りだった。それならすぐ追いかけてもよかったのかな。もはや確かめようもないから、人生って難しい。

「また、桜花さくらといっしょだと良いいんだけど」

　だからこそ、戻れない過去より未来と向き合おう。目下の心配事は、クラス替え。ウチの高校は始業式当日に発表するスタイルなので、現状全く結果がわからないのだった。

「いっしょだよ。あたしと響きようは同じクラス」

「え、知ってるの!?」

「当たり前にそうだって思っておくとね、案外当たり前にそうなってるものなの。世の中意外と、ね」

「そ、そっか……」

　どうやら根拠はないらしいけど、桜花さくらの落ち着き払った言動を見聞きしていると僕もそんな気がしてくる。

　それになにより、桜花さくらも僕と同じクラスになることを『当たり前にそうであってほしい』と思ってくれてるなら、これほど嬉うれしいことはない。

「確率的にも大丈夫だってば。どっちも文系で、選択科目も同じだから倍率二分の一とかでしょ。それくらいならヨユーでクリアよ」

　と、桜花さくらが補足した通り、気合いのみならずある程度の根拠もあるのだった。一学年は十クラスだけど、振り分けは完全ランダムではないという話だ。まず文理で半分に分かれるから既に五分の一。そのうえ社会科の選択でもざっくり分けられて、実質僕たちが所属する可能性のあるクラスは進級前から二つくらいに絞られてるらしい。

　ちなみに、わざと桜花さくらと選択科目をかぶらせたというような事実は……ごめんなさい大いにあります。

「そう聞くと勇気がわいてくるよ。僕の場合、肝心なところで引きが弱そうな予感もするんだけど」

「ほんとマイナス思考だね～響きようは。ま、どっちみち結果は決まってるんだから悩んだって仕方ないよ」

　あっけらかんと一笑に付してくれる桜花さくらが本当に頼もしかった。正直、昨日の夜なんか寝付くのが大変だったんだけど、ようやく僕も来るなら来いという気分になってきたぞ。




　　　　♪




「ごめん、あたしもうマジ無理。見れない。響きようが確認してきて」

　校門を抜け、新クラス発表が張り出されているらしい昇降口が近付くにつれ桜花さくらの呼吸が荒くなり、ついにはしゃがみ込んで歩みを止めてしまった。

　…………あれ？

「ええと。具合、悪い？　保健室行く？」

「ああーそういうんじゃないから！　た、たぶん、五分もあれば回復するんじゃないカナ？　だ、だから響きよう、お先にどうぞ？　ここで待たせていても悪いしね！」

　大きく両手をぶんぶん振り回しながら道の脇にそれて、自分と同じ名を持つ木の陰に回り込む桜花さくら。

　うん、まあ。深く追及するのはやめておこう。

「わ、わかった。じゃあ、いってくるよ……！」

「よ、よろしくね。お祈りしてるから！」

　幹からこちらを覗のぞき込こむようにして、桜花さくらが小刻みに手を振る。

　さっきまでの威勢は──という部分より、むしろ桜花さくらがあんなに緊張感を露あらわにしてくれたことにかえってときめいてしまったり。

　よし、僕だって男だ。こうなったら躊ちゆう躇ちよなしで無心になって結果を確認してこよう。

　悲喜こもごもに沸く他の生徒たちの間を縫い、速やかに前進。掲示板の前に到達。出席番号を確認。クラス把握。帰還。

「……ど、どうだった？」

　不安一色の桜花さくらに向けて、僕は眉間に力を込めながらぐっと親指を立てた。

「今年度も、お世話になります」

「やった[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　諸もろ手てを挙げ、桜花さくらが木の後ろから飛び出してくる。そして、僕との距離がどんどん詰まっていき──

「ちょ、マジ!?　無課金でＳＳＲ２枚!?」

　──ゼロになる直前、通りすがりの見知らぬ男子三人組がすぐそばまで近付いてきた。

「っ!?」

　それを目にするや桜花さくらは慌ててくるりと身を反転し、僕に背を向けて無関係を装よそおう。

「ガチだってガチ。やっぱ俺、神に愛されてるわ～」

「クソが。ハゲろ」

　そのまま男子生徒たちはこちらを見ずに立ち去ったので、怪しまれることは特になかっただろう。

　……惜しい。いや、何がとは言わないけど。

「こほん。……えっと、響きよう。えへへ、こちらこそ、今年度もよろしく」

「うん、ありがとう」

　まあ、いいや。良いいことなら充分すぎるほどあった。これ以上を望んだら、幸せバブルが崩壊してしまいかねない。




　　　　♪




　始業式から一週間、日常は至極穏やかに過ぎていった。進学じゃなくて進級だから、別に大きなドラマが起こるはずもなく。クラス環境も今のところ良いい意味で強い個性は感じず、平和に過ごせている。

　ひとつだけ残念だったのは、演劇部員の石いす動るぎさんと水みず野のさん、二人が別クラスになってしまったことだ。選択科目を聞いた時点でこの結果は予想が付いていたけど。

　正直寂しい。でも同じ学校にいるのだから会うのは難しいことじゃない。間近に控えた新入生歓迎会でごく簡単な音響係も頼まれていることだし、急に疎遠になってしまうということもないだろう。

「……さて、これは」

　それより火急の問題は、放課後家に帰ってきたら玄関先にイノシシを捕獲するのに使うような、檻おり型がたの罠わなが仕掛けられていたことだ。

　──中には、いちご柄の女児用パンツが一枚。

　なんというか、非人道的にもほどがある。これに引っかかる人類はさすがにいないだろうから、人道に従う必要もないのかもしれないけど。

　いったい誰の企てだろう。近しい人たちの顔を順繰りに浮かべてみる。

　……消去法でひとりしかいないなあ。怪しいというより、他の人は誰もこんなことしないはずなので、必然と絞られる。

「霧きり夢ゆめ……？」

「えっ!?　にょわ!?」

　溜ため息いき交じりに辺りを見回すと、庭の木の枝から霧きり夢ゆめの上半身が逆さかさ吊づりで飛び出てきた。隠れていたところ、名を呼ばれて足を滑らせたらしい。

「あぁ～もう危ない！」

　ひとまず退避を優先させて、完全に木から落っこちる前に小さな身体からだを抱きかかえる。袴はかまがめくれて脚が根元まで丸見えだったけど、緊急事態なので気付かぬふりだ。

「もう、何してるの……？」

「ふふふ、さすがひびき、手て強ごわいわね。私の脱ぎ立てパンツの誘惑に打ち勝つとは」

　誘惑されてないよ、と伝える前に嫌な予感が背中を這はい上あがってきた。

　え、脱ぎ立て……？

　じゃあ今僕の腕の中で、逆さまになって生足を露あらわにしてる、その根元は。

[image: ]

「っ!?」

「ひゃうん!?」

　慌てて霧きり夢ゆめの身体からだをぐるんと一八〇度ひっくり返し、地面に着地させる。非力な僕でもこんな芸当ができるほど、霧きり夢ゆめが小柄で助かった。

「やんもう、ひびきったら外なのに激しすぎ。恥ずかしいから、そういうコトはお部屋で二人きりで……ネ？」

　素朴な疑問として、霧きり夢ゆめは外でパンツ脱いで、それをエサにした罠わなを見張ることは恥ずかしくないのかな……？　余計ややこしくなるから訊きかないけれども。

「──響きようさん、こんにちはですっ」

「あれ、潤じゆん？　希のぞ美みもそらも、相あいヶが江えさんも」

　霧きり夢ゆめの意図を量りかねていたところに、四人の新小学六年生たちがやってきた。もちろん大歓迎だけど、特に約束をしていたわけではない。どうしたんだろう。

「来たわね。待っていたわ」

「なによ、急に呼び出して。べつに予定なかったからいいけど」

　腰に手を当てる霧きり夢ゆめに対し、希のぞ美みは腕組みで質問する。どうやらみんなに集合をかけたのは霧きり夢ゆめみたいだ。ということは、もし罠わなにかかっていたらパンツに釣られて檻おりに閉じ込められた姿を全員に見られていたということか。恐ろしい。いや、絶対にかからないけど。

「ふふん。実は、いい話があるのよ。詳しい説明はひびきの部屋でしましょ。小こ姑じゆうとにも声かけなきゃだし。さあ、行くわよ」

「貴き龍りゆう様、さすがに厚かましい気が……」

　困り笑いで相あいヶが江えさんが窘たしなめるけど、もちろん部屋に上がってもらうことは大歓迎だ。

「僕はかまわないよ。じゃあ、行こうか」

「はむ。おじゃまします」

　快諾すると、そらが敬礼のポーズで返事した。なんとなく喜んでくれていそうなのが僕も嬉うれしい。

「え、どうしたの？　全員集合で」

　玄関を開けると、賑にぎやかさに気付いたのかちょうどくるみが階段を下りてきたところだった。ひとまず、僕の部屋に集まってもらう旨むねを伝えて、みんなで二階へ。

「さてと、じゃあそろそろありがたいお話を聞かせてあげるわ」

　それから飲み物とおやつを出して、しばし子どもたちの談笑に加わっていると、霧きり夢ゆめがこほんと咳せき払ばらいしてから耳目を集めた。

「まだるっこしい話は飛ばすけど。ねえみんな。旅費は出してあげるから、ゴールデンウィークの初めにまた双そう龍りゆう島じまに来ない？」

『えっ』

　そしてなされた提案は、けっこうスケールの大きい内容だった。みんな、となると既に七人。ひょいっと出してもらう額ではないような。

　単純に魅力的かどうか問われれば、もちろんとても魅力的な話なんだけど。

「あのっ。実は四月の末に、龍りゆう鱗りん祭さいという島で一番大事なお祭りがありまして。私たちがお正月に帰らなかったのは、このお祭りの時には絶対帰ってきてくれと言われていたこともあったんです」

　ざわつく僕たちに、追加で説明してくれたのは相あいヶが江えさん。そうか、当然ながら相あいヶが江えさんは霧きり夢ゆめが僕たちに打診した理由を、既に知ってるんだよな。

「わにゃ。龍りゆう鱗りん祭さいって、どんなお祭りなの？」

「なんか、龍りゆうがいることになってるでしょ、ウチの島。その龍りゆうが落とした鱗うろこを拾った人が届けてあげたら、ご褒ほう美びをくれました～って伝説があるの。それをマネて、毎年私のところに鱗うろこを届けて願い事しましょーっていうお祭り。ま、作り話のごっこ遊びなんだけど」

　なんて身も蓋もないことを。

「貴き龍りゆう様、島の人が聞いたら卒倒して寝込んでしまいます……」

　相あいヶが江えさんがかなり本気の困り顔になった。実際問題、本当に龍りゆうの神様から施しを受けられるわけではないんだろうけど、儀式として深く定着してるんだろうな。それを当の神み子こから全否定されたら、確かに島民さんたちは大ショックだろう。

「要は、大事なお祭りがあるから柚ゆず葉はたちは島に帰ってこいって言われてるのね、ゴールデンウィークに。その時、希のぞ美みたちも付いていって良いいってこと？」

「はいっ。ぜひぜひにと思います！　面白いお祭りですよ！　自信を持っておすすめできます！」

　ぽん、と手を叩たたいて相あいヶが江えさんも後押ししてくれる。周りの表情を窺うかがう限り、みんな興きよう味み津しん々しんなのは間違いなさそうだったけど、独断で返事して良いいものなのか迷っている様子だ。もちろん僕も例に漏れず。

「あと、お母さんにも頼まれたのよ。ほら、観光協会やってるでしょ。だから龍りゆう鱗りん祭さいが外の客にもウケるかとか、改善するところはあるかとか、いろいろ知りたいんだって。なんだっけ、モニター募集？　アンケートとか協力してもらう代わりに、旅費は出しますっていうヤツ」

　しかし、霧きり夢ゆめからもう一押しされてだいぶぐらついてきた。お役にも立てるのだとしたら、申し訳なさも薄れるかな。

「響きようさん。ゴールデンウィーク、遊んでもいいのでしょうか……？」

　潤じゆんがおそるおそる尋ねる。おそらく、バンドに全身全霊をつぎ込まなくても良いいのかという心配だろう。

「それはもちろんだよ。何事も、メリハリを付けていこう。がんばる時は集中してがんばって、遊ぶ時は切り替えてぱーっと遊ぼう」

　本心からそう告げる。みんながサボりたがりならまだしも、むしろ根を詰めすぎてしまうタイプだと思うから、息抜きの時間は積極的に提案した方がいいだろう。

「私、まだ行ったことないのよね。双そう龍りゆう島じま」

　くるみが遠慮がちに呟つぶやく。そうか、以前は差し置いて僕だけがお供させてもらったからな。

「ぜひ、遊びに来て下さいっ。私たちの島に！」

　相あいヶが江えさんがもう一度、くるみから目を離さずに誘ってくれた。

　そしてようやく、みんなの意思が一つに固まる。

「大人から許可をもらえればだけど、ぜひお言葉に甘えたいな」

　アイコンタクトを交わしてから、僕が代表してお願いした。もしまた双そう龍りゆう島じまにお邪魔できるなら、すごく光栄で楽しみだ。

「くくく……やったわ」

「ん？　霧きり夢ゆめ？」

　なんか今、ものすごく邪よこしまな笑みを漏らしていたような。

「あらひびき、どうかした？」

　と思ったけど、改めて覗のぞき込こんだらごく普通のすまし顔だ。あれ、気のせいだったかな？




　　　　【２】




「すごーい。けっこう広いのね」

　夕方、駐車スペースから客室に入ると、くるみが感激の声を上げた。カーペットの上にお客さんが思い思いに座って陣取っているフェリーの中は、電車や飛行機のような乗り物とは一線を画す独特の空間だ。ゴールデンウィークの入り口とあって、前回よりもかなり混雑しているような気がする。

「またあたしたちまでお邪魔しちゃって本当によかったのかな……」

「やー、本当にかたじけない。せめてフェリー代くらいは払おうと思ってたんだが」

　恐縮しきりなのは桜花さくらと正まさ義よしさん。霧きり夢ゆめが『初めからそのつもり』と言ってくれたのもあり、今回お世話になるのは去年のフルメンバー＋くるみの計七人（霧きり夢ゆめと相あいヶが江えさんも含めれば総勢九人）だ。それでいて旅費を全額免除して頂いているので、貫ぬく井い家としてもお礼の言葉がなかなか見つからない。

「気にしなくて良いいわよ。私も詳しく知らないけど、このフェリー動かしてる会社の偉い人が双そう龍りゆう島じま出身なんだって。お母さんが頼んだら『百人でもどうぞ！』って喜んでくれたそうよ」

　なるほど……。双そう龍りゆう島じまに生まれて、会社の上層部に入るような方なら、霧きり夢ゆめのお母さんの『神み子こ時代』もご存じだろうからなあ。言葉通り『喜んで』なのか、はたまた『恐れおののいて』なのかは、多少認識の齟そ齬ごが生まれている可能性も感じつつ、本当にありがたい限りのお話だった。

「貴き龍りゆう様には、立派な個室も用意して下さってるようですが……」

「イヤよ、一人で個室なんて。退屈だし、みんないっしょの方がいい」

　相あいヶが江えさんが遠慮がちに伺いを立てたけど、霧きり夢ゆめは即答で首を振る。もちろん僕たちは霧きり夢ゆめの意志に任せるけれど、『いっしょがいい』とさりげなく言ってくれたことが嬉うれしくて、みんな笑みを深めた。

「くるみちゃん、探検に行こうよっ。真っ暗になる前なら、甲板にも出られるしっ」

「へー、面白そう！　案内して」

　潤じゆんのお誘いに、くるみは目を輝かせる。僕もお供させてもらおうかな。フェリーに乗れる機会もそうそう多くないし、堪たん能のうしておきたい。

「桜花さくらと正まさ義よしさんはどうしますか？　もしよければ、僕がみんなのこと見てますけど」

『あ～……』

　尋ねると、二人とも少し気まずそうな表情。大丈夫、わかってます。大物釣りに備えて、仕掛けを今から念入りに作っておきたいお気持ちは。

「スマン、響きよう！」

「今だけ、お願いしてもいい？」

「うん、よろこんで」

　両手を立てて頭を下げる正まさ義よしさんと桜花さくらに、快諾を伝える。さてと、それじゃあ早速、船旅ならではの魅力を堪たん能のうしに行こう。
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「見て見てお兄ちゃん！　すっっっごくきれい！」

　沈みゆくまっ赤かな夕日を指さして、くるみが船の駆動音に負けないくらい大きな声を出した。手すりまで一直線に駆け寄る様子は、普段のしっかりしたイメージとは少し違う。それだけ旅で心が解放的になっているのだろうなと、見ていてほっこりとした気持ちになった。

「ふふん、なかなかのモノでしょ？」

「な、なんで希のぞ美みが威張るのよ。……まあ、確かにきれいだけど！」

　希のぞ美みも微笑ほほえましく思ったのか、ウインクしながら妹の隣に並ぶ。くるみはちょっぴりばつが悪そうに頰の色を夕日とシンクロさせて、唇を突き出した。はしゃぎすぎたかな、と反省しているのかも。そんな仕草も含めて、ますます微笑ほほえましい。

「はむ。夕日って、太陽なのにまぶしくない。ふしぎ」

「そうだねくーちゃん。それに夕日って、なんだか美味おいしそう……」

「あっ、わかります。夕日とか満月って、なんとなく甘そうな感じがしますよね」

　そらと潤じゆんと相あいヶが江えさんも手すりいっぱいまで近付いて、ぽわんと目を細めながら嬉うれしそうに語らう。

「あーあ。お子ちゃまたちは小六になってもお子ちゃまな発想ねー。ねえひびき、アダルトな私たちは、夕日を小道具にしてしっぽりイチャつこうね？」

「僕もなんとなくわかるなあ。夕日の色って、スイーツとか果物っぽいよね」

　僕の背中に顔を埋うずめながら、霧きり夢ゆめが猫なで声で語りかけた。……申し訳ないことに風の音のせいで半分くらい聞き取れなかったけど。

「そうよね、激甘。もう甘過ぎて嫌気がさすほどに」

　とんちんかんな反応をしていたらいけないなと振り返って霧きり夢ゆめの表情を確認すると、どことなく落胆の色がにじんでいた。とんちんかんな反応だったかもしれない。

「ねえねえ、もっと前の方に行ってみない？」

「わにゃ、いいね！」

　間違った応対だったのか確かめる間もなく、希のぞ美みと潤じゆんを双頭にみんなが歩き出してしまったのでひとまず付いていくことに。下におりても霧きり夢ゆめの機嫌が悪そうだったら改めて謝ることにしよう。

「響きようにー響きようにー、あれはなんでしょうか？」

「ん？　……ええと、あれはなんでしょうか」

　そらにちょんちょん袖を引かれたので指し示す方向に目を向けると、上にブリッジが有るとおぼしき壁の一面が、ごちゃっとしたモノで鈍にび色いろに染まっていた。薄明かりの遠目では正体がわからず、全員興味を引かれ誰からともなくそちらへ近付いていく。

「これは……南なん京きん錠じよう？」

　はて、と首をひねったのはくるみ。確かに南なん京きん錠じようだ。でも、鍵の意味をなしていない。壁に張り巡らされた金網に何個もくくりつけてあって、何かを保護するわけでもなくずらっと並んでいる。

「あっ。そういえば聞いたことがありますっ」

　おお、相あいヶが江えさんが何かを思い出したようだ。みんな興きよう味み津しん々しんで耳を傾ける中、潤じゆんが問いかける。

「柚ゆず葉はちゃん。この南なん京きん錠じようのこと、知ってるの？」

「はいっ。そういえば昔、フェリーの船員さんをなさってる島の方が言ってました。『愛の南なん京きん錠じよう』をかけることができる船があるって」

「愛の……南なん京きん錠じよう」

　相あいヶが江えさんの説明を聞いて、潤じゆんはもう一度大量の南なん京きん錠じようを見上げた。

「家族や恋人同士でここに南なん京きん錠じようをかけて船を降りれば、もう鍵が外せないから、永遠の愛を誓えるそうで……きゃっ♡」

　説明を続けるうちに相あいヶが江えさんは顔を赤くし、恥ずかしそうに両頰を自分の手で押さえつけた。ロマンティックな話で、なんだか心が温まる。そういえば、同じようなスポットが、確かフランスにもあるという話をテレビで見たことがあるような。

「前乗ったフェリーに、こんなのあったかしら……？」

「双そう龍りゆう島じまに行くフェリーは他にもあって、全部の船がこうなってるわけではないと仰おつしやってました。もしかしたら、前は違う船だったのかも……」

　首をかしげる希のぞ美みに、相あいヶが江えさんが追加で教えてくれた。たぶんそうだったんだろうな。かなり目立つ場所だから、気がつかなかったとは思えないし。

「もー！　ちょっと柚ゆず葉は！　そういう大事なことは船に乗る前に教えなさい！」

「まったくだわ！　南なん京きん錠じよう、持ち込みそこねちゃったじゃない！」

　記憶をたぐり直していると、霧きり夢ゆめとくるみが頰を膨らませて相あいヶが江えさんを責める。

「ご、ごめんなさい。実物を見るまで、忘れていました。私も、しょんぼりです。自分としたことがです……」

　深々と頭を下げ、沈んだ声を出す相あいヶが江えさん。さすがに南なん京きん錠じようを普段持ち歩く人はいないだろうからなあ。その割にけっこう数があるのは、口コミ効果というやつだろうか。

「はむ。船の中には、売ってない？」

「さすがに、南なん京きん錠じようは……あっ！」

　そらに首を振りかけた相あいヶが江えさんが、突然大きく目を見開いた。何か、思い至ったみたいだけどどうしたんだろう。

「そういえば、もう一つ聞いてました！　増えすぎると大変だから宣伝してないけど、案内ロビーの隣の売店で頼めば、裏に何個か置いてあるのを出してくれるって──」

「それを早く言いなさい！　こうしちゃられないわ！」

「こらちびっ子！　待ちなさい！」

「小こ梅うめちゃん、抜け駆けはずるいよぅ！」

　相あいヶが江えさんの話を聞き終わらないうち、霧きり夢ゆめが単身で船室に舞い戻っていった。潤じゆんと希のぞ美みが呼び止める声に振り向きもしないまま遠ざかる霧きり夢ゆめを、みんなが一斉に追いかけ始める。

「あー、走っちゃダメだよ～！」

　怪け我がでもしたら大変だと、僕も大わらわで付いていく。のんびり夕日を見に来たつもりが、にわかに騒動となってしまった。
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「その売り場ってどこ!?」

「たしか、こっち？」

　追いついて窘たしなめると、みんな速歩くらいまでスピードを緩めてくれたけど、霧きり夢ゆめだけは見失ってしまった。焦あせりを露あらわに尋ねたくるみに、ただ一人マイペースを保っていたそらが人差し指を指揮棒のように振る。

「前乗った船と同じ場所よね!?」

「うん、そうみたいだよ！」

　念のため確認する希のぞ美みに、ちょうど船内図を見つけた潤じゆんがその場で足踏みしながら確認して頷うなずく。売店はけっこう遅くまで開いていた気がするから、あんまり焦あせらなくても大丈夫だと思うけど。とはいえ、真剣極まりない様子に水を差すのも気が引けたので口を噤つぐんでおく。やっぱり女の子って、おまじない的なものが大好きなのかな。

「あったわ！　すみません、兄の南なん京きん錠じようください！」

　目当てのカウンターを見つけて、真っ先にくるみが駆け込んだ。兄じゃなくて愛だったはずだけど、ただの言い間違いだろう。

「申し訳ありません、それが……」

　レジの前に立っていた男性が、申し訳なさそうに頭を下げた。あれ、ここで手に入るのかと思いきや、何か問題がありそうだぞ。

「ふふふん、遅かったじゃない」

　困惑する僕たちの背後から、上機嫌な声が響いた。一斉に振り返ると、一つの指に二個ずつ、推定二十個の南なん京きん錠じようを果物のようにぶら下げた霧きり夢ゆめの姿が。

「貴き龍りゆう様……まさか。買い占めを！」

　悲痛な声で相あいヶが江えさんが叫ぶ。普段、（少なくとも表向きは）いつでも霧きり夢ゆめに対し従順に仕えている相あいヶが江えさんとは思えないほど、その声には糾弾の意思がこもっていた。

「ちょっと！　なんで全部一人に売っちゃうの！　不公平じゃない！」

　両目を逆三角にして希のぞ美みが抗議するものの、店員さんは平身低頭謝るばかりだった。

「本当に申し訳ありません……。貴き龍りゆうの神み子こさまのご意志には従わざるを……」

「はむ。おじさん、双そう龍りゆう島じまのひと？」

「ぶっちゃけコネ採用でこの船に居ます」

　そこまでぶっちゃける必要はどこにもなかったと思うんだけど、島民として霧きり夢ゆめのワガママには逆らえなかったらしい。もう神社に縛られてないとはいえ、信仰心が急に薄れたりもしないだろうしなあ。

「というわけで、この船の南なん京きん錠じようは全部私がもらったわ。残念だけど、諦めることね。さあひびき、ちんちくりんズその他のことは放っておいて永遠の愛を誓いにいこ？」

　永遠の愛うんぬんはひとまずさておき、他の子たちがすごくがっかりしてるし、さすがにこのまま霧きり夢ゆめのやりたい放題にはさせられないだろう。僕はしゃがみ込み、霧きり夢ゆめと目線を合わせてゆっくり諭す。

「またいつこの船に乗れるかわからないし、みんないっしょに鍵をかけにいこうよ。霧きり夢ゆめだって、本気で意地悪したいわけじゃないよね？」

「むむう……」

　普段の僕からすれば、わりとはっきり意思表示したつもり。みんな実際のところ、南なん京きん錠じようの効果を本気で信じているわけではないと思うんだけど、次の機会のめどは立てづらいのだから後悔が残らないようにしないと。

「わ、わかったわよ！　ひびきがそうしたいなら、好きにすれば良いいでしょ！　こんなおまじないなんかなくたって、私は自分の力でなんでもできるし！」

　しばしぷくりと膨れていた霧きり夢ゆめだったけど、やがて指の南なん京きん錠じようを全部僕に投げ渡し、ぷいとそっぽを向いた。こんなにたくさんはいらなかったんだけど、とにかく理解を示してくれてよかった。

「えへへ。みんなでおまじないできて、すごく嬉うれしいな……」

　これにて小波乱も一件落着。僕たちはもう一度甲板に出て、一人一個南なん京きん錠じようを持つ。そして、潤じゆん、希のぞ美み、そら、霧きり夢ゆめ、相あいヶが江えさん、くるみ、桜花さくらの順で、カチカチと鍵をかけていった。

　……って、あれ。桜花さくら？

「な、なによ？」

　いつの間にか一人増えていることに遅れて気付いて、僕は無意識に桜花さくらの顔をまじまじと見てしまった。

「希のぞ美みが知らせてあげたのよ。桜花さくら抜きでこんなことしたってバレたら、本気で怒られそうだったから仕方なく」

「べ、べつに怒らないわよ！　怒らないけど、まあ、せっかくだから、あたしも、ね……？」

　視線で僕の疑問をくみ取ったらしく、希のぞ美みが説明してくれた。そうだったのか。さすが希のぞ美み、すごく気が利きくな。そして桜花さくらもやっぱり、おまじないが大好きなんだなあ。

　ところで、全員がそれぞれ一つ錠前を付けているこの状況、誰が誰に対してどんな愛を誓っているのだろう。

　ま、別になんでもいいか。薄明かりの中でもはっきりわかるみんなの笑顔が、僕から些さ細さいな疑問を奪い取った。
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「貴き龍りゆう様、お帰りなさいませ！」

「ああ貴き龍りゆう様、ありがたやありがたや……」

　雑魚ざこ寝ねで一夜を明かし、正まさ義よしさんが運転する車で昼下がりに島へ上陸すると、さながら女王様の帰還を祝うような大歓迎だった。実質、島の皆さんにとって霧きり夢ゆめの存在は同じくらいの意味合いがあるのだろうけど。

「貴き龍りゆう様、手を振ってあげて下さいっ」

「メンドクサイわねぇ……」

　うんざり顔になりつつも、なんだかんだで窓を開けて皆さんの熱烈歓迎に応える霧きり夢ゆめ。その度にわっと歓声が上がって、この帰省を本当に待ちわびていたのだなと僕まで温かな気持ちになった。

「運転してるだけでなんか緊張しちまうな……お？」

　冗談交じりにそう言った正まさ義よしさんが、人垣から少しだけ離れて道の真ん中に立っている男女二組に気付いて車を止めた。

「おかえり。毎日連絡してても、やっぱり直接会うと久しぶりに感じるね。元気してた？」

「ただいま。も、もちろん元気よ」

　尾お城ぎ小さ百ゆ合りさんと、健けん太たさん。霧きり夢ゆめの両親だ。久しぶりの対面で照れがあるのか、霧きり夢ゆめは少しそわそわしながら頷うなずいた。

「うおおお小こ梅うめ～！　お父さん寂しかったぞ～！」

「わ、ちょ、やめてよ！　みんな見てるからっ！」

　そんな愛まな娘むすめを、我慢の限界とばかりに抱きかかえ、頰をすりすりする健けん太たさん。霧きり夢ゆめはしきりに恥ずかしがっていたけど、島民の皆さんも含めた全員が思わず笑顔に。

「ユズちゃん、お帰り！」

「お父さん、お母さんっ。長く留守にしちゃってごめんね……？」

「そんなことないさ。貴き龍りゆう様に仕えるのが相あいヶが江え家代々の仕事じゃないか」

　霧きり夢ゆめが家族と対面するのを見届けてから控えめな歩みでやってきたのは、どうやら相あいヶが江えさんのご両親のようだ。まだ直接の面識はなかったので、全員で挨拶しつつ、日頃仲良くしてもらっているお礼を伝える。

「皆さんも本当によく来て下さいました。今晩はウチでゆっくりなさって下さい」

　お辞儀なさる小さ百ゆ合りさん。僕たちも正まさ義よしさんを中心に今一度お礼を重ねた。こうしてまた双そう龍りゆう島じまを訪れることができて、本当に嬉うれしい。お世話になりっぱなしで感謝が尽きないけど、お言葉に甘えて島を堪たん能のうさせて頂こう。

「ではでは貴き龍りゆう様、皆さん。また明日！」

　それからしばし面識のある方たちと挨拶を重ね、僕たちはもう一度正まさ義よしさんが運転するワゴン車に乗り込む。お邪魔するのは小さ百ゆ合りさんたちのペンション──そして今は名実共に霧きり夢ゆめの実家となった場所だ。
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「堤防釣りなら春が一番いいっすよ！　大物も狙えるし、スマガツオっていうめっちゃ旨うまいのが寄ってくるんす。マグロより旨うまいっす！」

「へー！　そりゃ楽しみだ」

　それぞれ部屋に案内して頂いて休憩した後、相あいヶが江えさん一家も交えて宴会が始まった。既に大人たちはほろ酔いで、焼しよう酎ちゆう片手に大盛り上がりだ。ちなみに相あいヶが江えさんのお父さんも釣りはたしなむようで、時々厨ちゆう房ぼうにいる奥さんに飲み過ぎを注意されつつ、談義に花を咲かせている。

「スマって、ルアーでも釣れますか？　泳えい層そうどのくらいですか？」

　桜花さくらも明日の情報収集に余念なく、（言わずもがな、お酒は飲んでないけど）メモ帳片手に大人たちの輪に交じっている。必然的に、僕と子どもたちとで二つある大テーブルのうち一つを使わせてもらうことに。

「で、結局龍りゆう鱗りん祭さいってどんなお祭りなの？」

「うーん。……鬼ごっこ？」

　こちらはこちらでマイペースに盛り上がっていたさなか、希のぞ美みが思い出したように尋ねると、少し自信なさげに首をひねる霧きり夢ゆめ。

「逆・鬼ごっこかもしれません。一人が逃げて、他の参加者全員が追いかけるので」

「な、なんだか怖そうかも……？」

　相あいヶが江えさんの補足を聞いて、潤じゆんは自らの身体からだを抱くように縮こまった。確かに、その情報だけだとけっこう荒々しいお祭りに聞こえるな……。

「そうね、鬼ごっこの逆っていうのが正しいわ。要は、龍りようの鱗うろこに見立てた『勾まが玉たま』ひとつを、祭りの参加者全員で奪い合うの。そんで、終了時間までその勾まが玉たまを持っていた人が勝者。フィールドは島全体。……ふふふ。というわけで、かなり荒々しい男祭り──だったみたいよ。ずっと昔は」

「はむ。むかし？」

　いったん脅すような口調になってから、ぱっと表情を明るくする霧きり夢ゆめ。そらといっしょに、僕もきょとんとしてどういうことなのか表情で問いかける。

「やっぱり、けが人が多かったんでしょうか。私たちが物心ついた頃には、『勾まが玉たまには直接触ると御ご利り益やくがなくなるから、持ち運びにはラクロスのスティックを使う。直接触ってしまった人は失格』というルールが加わってました。なので、それなりには入り乱れますけど、楽しいスポーツっていう感じですよね、貴き龍りゆう様！」

「私は見てるだけだから正直途中で飽きるんだけど。あと、みんな序盤にがっつくとスタミナ切れを起こすってわかってるから、大勢が一斉に向かってくるなんてこともないようね。虎こ視し眈たん々たんと、隙あらばかすめ取るって感じ。……どこかの誰かみたいに」

「あ、私のことですねっ！　かすめ取るのが楽しみです！」

「少しは悪びれなさいよ！」

　交互に説明を続けてくれていた相あいヶが江えさんと霧きり夢ゆめだったけど、いつの間にか二人の間にも対立が生まれていた。普段通りのじゃれ合いだと思うから気にしなくて良いいと思うけど。たぶん。

「へえ、そう聞くと面白そう。だんだん楽しみになってきたわ」

　希のぞ美みが両手を合わせて目を輝かせる。しかしその傍かたわら、潤じゆんは『あれ？』という顔をした。

「小こ梅うめちゃんは見てるだけで参加しないの？」

「小こ梅うめちゃん言うな。ほら、私って神様じゃない。お祭りの時はずっと神社にいないとダメなの。だからこのタイミングで帰ってきたわけだし」

「さすがきりゆめ。かみってる」

　そらの表現に笑ってしまいつつ、言われてみればなるほどという感じだ。祭事を見守る側だから、勾まが玉たまの争奪には加わらないのか。

「ちなみに勝つと何か良いいことあるの？」

「普段は立ち入り禁止の社に入れるわ。そんで、私がマンツーマンでありがたいお祓はらいをしてあげる。病気知らずになるわよ」

「いらないわね……」

　素朴な疑問を向け、答えを聞くや落胆するくるみ。ちょっとひどい。

「ご挨拶ね。まあ、お祓はらい受けた三日後にイボ痔じで本土に緊急入院したおじじもいたけど」

　反応に困る。

「でも今年からは観光協会の方でも賞品出すわよ。島のフルーツとか、商品券とか」

　追加の料理を持ってきて下さった小さ百ゆ合りさんが、僕たちににっこり微笑ほほえみかけた。ちょうど会話が耳に入ったようだ。モノに釣られたというわけではなかったけど、この前来た時も頂いた島名物のパッションフルーツはとても美味おいしかったし、ますます楽しみになったのも事実だった。

「ま、テキトーに楽しんでいけば良いいわよ。ムキになることでもないしね」

　霧きり夢ゆめが両手を広げて朗らかに笑う。確かに言う通りだな。僕たちとしては結果を気にせず、観光として堪たん能のうさせてもらおう。小さ百ゆ合りさんもそれを望んでいると思うし。

　龍りゆう鱗りん祭さいの概要もなんとなくわかったので、話題もだんだんと様々なことに広がっていき、僕たちは夜まで歓談して双そう龍りゆう島じまの初日を楽しく過ごした。

「くくく……」

「？？？」

　またしても時折、霧きり夢ゆめが妙な含み笑いを漏らしていたのは気になったけど、まあ何か問題が起こったわけでもないし考えないでおくか。

　……夜の戸締まりだけはしっかり確かめておきつつ。











【霧きり夢ゆめメモ】







　いい感じ。ここまでは順調そのもの。あとはひびきを龍りゆう鱗りん祭さいで優勝させるだけ。そうすれば祭りのあと、小こ姑じゆうとにも柚ゆず葉はにもちんちくりんズにも邪魔されず、神社で二人きりになれる。

　こんな回りくどいことしないとダメなくらい、ひびきの周りがいつも女で溢あふれてるのは未いまだに納得いかないけれど、それもこの旅行の間までの辛抱。いろいろ『実績』を作っちゃえば、ひびきは責任取って私をヨメにするはず。どんなイタズラをするか、後でたっぷり計画を






「フヒヒ……。あ、ヨダレこぼしちゃった」





【霧きり夢ゆめメモ２】







　続き。その前に、ひびきを勝たせるための作戦。龍りゆうパワーをでっちあげて島の人たちをこっそり脅せばたぶん楽勝。まだ私のことを信仰してるみたいなので、実にチョロい。柚ゆず葉はを手足に使えれば楽だけど、ひびきのことに関しては最近信用ならない。面倒だけど自分で動くしかない。

　あと少しでひびきが私だけのモノになるのだから、がんばろう。






「フヒヒ……。あーまたヨダレが。やだもう」




　　　　【３】




　双そう龍りゆう島じま滞在二日目、つまり昨日はお祭りの準備を手伝ったり、釣りに行った桜花さくらたちの様子を見に行ったりしてのんびり過ごす（今回はみんな釣れていて大漁だった）。そして迎えた三日目。今日がいよいよ龍りゆう鱗りん祭さい当日だ。

「やー、楽しみだね」

　準備のために早出した霧きり夢ゆめ以外のみんなと、ワゴン車で神社に向かう。島民が一堂に会す行事とあって、双そう龍りゆう島じまにしては道路の交通量が多い。そんなちょっとした非日常感からも、なんとなくテンションを上げてしまう僕だった。

「……確かなの、柚ゆず葉は？」

「はい。ウチの近所の方たちが、怪文書に怯おびえてたのは間違いありません」

「……？」

　同意を得ようと子どもたちの方へ顔を向けたけど、みんな何やら真剣な話し合いの最中で、僕の声は届いてないようだった。希のぞ美みも相あいヶが江えさんもやけに緊張感に包まれた顔をしている。どうしたんだろう。

「わにゃ、まだ小こ梅うめちゃんって決まったわけじゃ……」

「や、『旅行者の男子高校生に勝たせろ』って、完全にお兄ちゃん狙い撃ちじゃない。あいつ以外あり得ないでしょ」

　潤じゆんとくるみも、厄介ごとに悩んでいる雰囲気だ。断片的に聞こえてきた感じ、どうやら僕と霧きり夢ゆめにも関係がありそうだけど……？

「みんな、何かあった？」

「響きようにー、あのね」

「ま、待ってくーちゃんっ！　証拠もないのに、悪く言うのは……！」

「はみゅ。ふぉめんふぁふぁい」

　尋ねるとそらが教えてくれそうになったが、潤じゆんが窘たしなめて口に掌てのひらをあてがった。僕はますます状況が摑つかめなくなって混乱する。

「本当にお人ひと好よしね～、潤じゆんは。まあ確かに証拠はないけど」

「ちがったら、きりゆめに怒られる」

「違わないだろうけど、話すならちゃんとシッポを摑つかんでからの方が良いいわ。お兄ちゃんも潤じゆんに負けないくらいお人ひと好よしだし、弁護し始めたら困るもの」

　くるみにダメ出しされてるような、そうでもないような。よくわからないけど、みんなが何かしらの悩みを共有しているようだ。

「では、どうしましょう……？」

「要は、あいつの思い通りにさせなきゃいいのよ。希のぞ美みたちの力で、ね」

　相あいヶが江えさんに、自信に満ちた笑みを向けたのは希のぞ美みだった。すると他の子たちも俄が然ぜんやる気満々の顔つきになっていく。

「お兄ちゃん。悪いけど、このお祭り。私たち全力で勝ちに行くから」

　くるみから力強い宣言。ふむ。趣旨としては、お祭りとどう向き合うべきか、ということだったのかな。それならば、僕が迷う要素は何もない。

「うん、こちらこそ！　めったにないことなんだし、手加減抜きで勝負しようよ！」

　拳を握って応えると、みんな表情を引き締めて頷うなずき、やる気を露あらわにする。

　さあ、龍りゆう鱗りん祭さいのスタート会場になる神社の境内までもうすぐだ。実際のところ、優勝は至難の業だろうけど、気持ちの上では勝つ気になってお祭りをたっぷり楽しもう。




　　　　♪




『それでは、まもなく今年の龍りゆう鱗りん祭さい、スタートです。参加希望の皆様、ご準備下さい！』

　神社の境内に設けられた特設ステージで、マイクを通し小さ百ゆ合りさんが呼びかける。とたん、ラクロスのスティックを抱えた大勢から雄お叫たけびがあがった。さすが、皆さん気合い充分で圧倒されるな……。

　ちなみにだけど、争奪戦に参加するのは全島民というわけではなく若い人が中心で、観戦専門の方も多いようだ。まあそれはそうか。

「わはは、みんな精一杯がんばれよー！」

　正まさ義よしさんも、参加せずに近くから声援を送ってくれている。桜花さくらは特に迷うことなく淡々とスティックを握っていた。表情からやる気のほどは量れなかったけど、案外楽しみにしているのかも。

『それでは小こ梅うめ……じゃなかった。貴き龍りゆうの神み子こ様より、勾まが玉たまの投入を行って頂きます』

　うっかり母親として娘に呼びかけてしまったのを苦笑して取り消し、小さ百ゆ合りさんが霧きり夢ゆめに場を譲った。普段の神み子こ服ふくを絢けん爛らん豪ごう華かに飾り立てた霧きり夢ゆめから、僕もどこか神こう々ごうしさのようなものを感じる。

「うおおおお貴き龍りゆう様ぁあああ！」

「こちら、こちらへ勾まが玉たまを～！」

　島民の皆様にとっては、尚なお更さらのことだろう。霧きり夢ゆめの姿を目にするや、皆さん両手を高らかに挙げながら我先にと叫ぶ。……やっぱりちょっと怖いかもしれない。

「さあ、絶対負けないわよ！」

「見てなさい、思い通りになんてさせないんだから！」

　少しだけ及び腰になる僕と裏腹に、子どもたちは臆することなく人垣に加わっていった。歯を食いしばって切り込み隊長を務めようとする希のぞ美みとくるみ。その直後にぴったりくっ付いて背中を守る他の子たち。す、すごいな。ここまで情熱を露あらわにするとは、正直予想外だ。

「そんじゃ始めるわよ。──どっせえええええい！」

　しとやかな動作で辺りを見渡していた霧きり夢ゆめが唐突に両目を見開き、ワインドアップで右手に握っていたモノを放り投げた。大きな放物線を描き、僕たちの頭上を飛び越えていく緑色の玉。しまった、前に詰めない方がポジション取りは正解だったか。

『ウオオオオオオオオオ！』

　一瞬浮かんだ後悔は、すぐに消え去る。怒号を巻き上げ皆さんが落下点へ殺到する様子を見て、この激戦ではちっとやそっと有利なポジションを取っても誤差でしかなかったなと思い直した。

「くっ、とにかく近付かなくちゃ……！」

　後れを取ってしまったけど、僕たちも戦列に加わろうとさらに前進する。とはいえ既に若干のあきらめを抱きつつあるというのが正直なところだった。この人数でたった一つの勾まが玉たまを奪い合って、勝ち抜くことなんてできないよなぁ……。それどころか、自分のスティックにキープする瞬間すら訪れないまま終わってしまいそうな。

「おい、学生さんはどこだ！」

「え？」

「いたぞ、あそこ！」

「えっえっ？」

　そんな懸け念ねんを抱いていると、予想だにしない事態が巻き起こった。なぜか、海が割れるように目の前の人垣がぱっくり二つに分断され、まっさらな道ができたのだ。

「受け取れ、少年っ！」

　さらに不可解な事態は続く。わけがわからず立ち尽くしていると、勾まが玉たまを手に入れた男性が駆け寄ってきて、僕に向けふわりとパスを出したのだ。反射的にスティックの網で受け止めつつ、頭の中では混乱がどんどん深まる。

「くっ。これも、家族のため……」

「龍りゆう神じん様の怒りで不漁続きになったら、かなわねえもんなぁ……」

「こうするしか。こうするしかなかったんだ……！」

　なにやら切実な嘆き声まで聞こえた気がする。そして、島民さんたちは誰も僕に攻撃を仕掛けようとしない。

　これが噂うわさに聞く『接待プレー』というやつだろうか。観光客に楽しんでもらおうという趣旨なのかもしれないけど、全くの無風だと申し訳なさのようなものを感じて若干いたたまれない。

「貫ぬく井いくん、ご無礼っ！」

　そう感じた矢先、空気を読むように僕めがけ突撃してきたのは相あいヶが江えさんだった。さすが、お客さんに甘いだけでは盛り上がらないとわかっているのだな。ありがたい助け船に、僕は心底ほっとした。

「って、え、わ、ちょっ!?」

　前言撤回。空気を読んでいる可能性は明らかにゼロだった。相あいヶが江えさんの攻撃が、思いの外──というより尋常じゃなく激しい。膝丈より短いスカートを舞い躍らせ、演舞のようにスティックを振り回す姿は、もはや武道の試合に紛れ込んだのかと勘違いするほどだった。事実、さっきから僕のスティックはがつがつと物理的に激しく押し込まれている。

「あ、相あいヶが江えさん！　なんか競技が変わっちゃってるような……!?」

「相あいヶが江え家に代々伝わる、護ご神しん薙なぎ刀なた術じゆつ。手加減抜きで受けて頂きますっ！」

　防戦一方で後退しながら、なんとか勾まが玉たまだけは落とさないように身体からだをひねる。ただそれも、あと何秒持つかというほど劣勢だ。まさか、相あいヶが江えさんがここまでガチンコで挑んでくるとは。やはり島民にとって、このお祭りの持つ意味は僕らの想像より遥はるかに大きいのだろうか。

「柚ゆず葉はちゃん、すごい……！」

「すごすぎて希のぞ美みたちの出る幕ないじゃない！」

「はむ。わたしたち、でばんおわり？」

　リヤン・ド・ファミユの三人も呆あつ気けにとられて立ち尽くしている。ついつい助けを求めたくなったけど、これは個人勝負なんだよな……。誰か味方がいれば、しのぐ方法もあるかもしれないけど、残念ながら限界は近そうだ。

「もらいましたっ！」

　押し負けて、僕は右手をスティックから離してしまった。もはや無防備も同然となった勾まが玉たまめがけ、相あいヶが江えさんがトドメの一いつ閃せんを仕掛ける。

　万事、休す。

「…………え？」

　ほぼ諦めかけたところで、またしても意外なことが起こった。

「──ごめんね、柚ゆず葉はちゃん。悪く思わないで」

「そんな、どうして……!?」

　決定的な攻撃が決まる寸前、相あいヶが江えさんのスティックを地面に押さえつけて、僕をかばってくれたのは、なんと桜花さくらだった。

「わにゃ、さくちゃん!?」

「な、何してるのよ？　どういうつもり!?」

「さくねー、響きようにーチーム？」

　潤じゆんたち三人が驚いているけど、僕も同じくらい驚いた。事前に桜花さくらと共同戦線を張ったりはしていない。勝者が一人しか出ないルールなのだから、桜花さくらが僕を守る理由は何一つ思い至らなかった。

「理由は言えないけど、どうしてもこうする必要があるのよ。災いを避けるためにはね……」

「災い……？　もしかして……！」

　ハッと、相あいヶが江えさんが肩に力を入れる。僕は未いまださっぱり事態が吞のみ込めないけど、何か思い当たる節でもあるのだろうか。

「桜花さくらさん。今朝、なにかヘンな手紙でも受け取りました……？」

「えっ!?　な、何のことかしら!?」

　くるみに尋ねられ、桜花さくらが取り乱した。なんとなく図星をさされたっぽい雰囲気がある。

「相変わらず残念極まりないわね！　いい歳としして簡単に振り回されて！」

「ＪＫにいい歳としとか言うな！　だってだって、もし本当に今年の運気ダダ下がりとかになったらイヤじゃん！」

「うう、さくちゃんまで操られちゃってる……」

　希のぞ美みと口論を重ねる桜花さくらを見て、潤じゆんが項うな垂だれた。相変わらず状況がわからない僕は、呆あつ気けに取られるばかりだ。

「スキありですっ！」

「あ、しまった！」

　注意散漫を狙われ、相あいヶが江えさんが僕のスティックから勾まが玉たまを揺すり落とし、自ら拾い上げた。

「ゆずは、ぐっじょぶ」

「まだよ、取り返すっ！」

　そらの声を皮切りに子どもたちから歓声が上がるが、桜花さくらはぐっと歯を食いしばって相あいヶが江えさんから勾まが玉たまを奪うべく猛追する。みんな、本気だなぁ……。僕の意識が低すぎるだけなのかもしれないけど、温度差に戸惑う時間が長らく続いていた。

「やっ！」

「く、負けませんっ！」

　桜花さくらと相あいヶが江えさんの攻防は驚くほどハイレベルで、もはや殺陣たてを見ているようだ。僕たちの動向を見守っている様子だった島民さんも、圧倒的な迫力に『おお……！』と純粋な感嘆を漏らし始めている。あまり現実的ではないけど、もし今後もこんなバトルが見られるなら、観光客を呼び込む大きな起爆剤になりそうだ。

「さ、桜花さくらさんも、何か武術を!?」

「そうね、パン屋を少々嗜たしなんでるわ……！」

　大股で踏み込み、下段から相あいヶが江えさんのスティックを狙う桜花さくら。この機敏な動きはアルバイト先のラッシュ時間を捌さばいてるうちに磨みがいたものか。薙なぎ刀なた術じゆつを身につけているという相あいヶが江えさんに一歩も譲らず、それどころか桜花さくらは少しずつ優勢に立ちつつある。

「柚ゆず葉は！　任せて！」

「くるみさん!?　お願いしますっ！」

　しかし、このお祭りのルールではあり得ないと思われていた加勢の手が、今度はくるみから伸ばされた。相あいヶが江えさんの方も迷わずくるみに勾まが玉たまをパスし、権利を放棄してしまう。

「しまった!?　でも、まだ……！」

「行かせないわよ桜花さくらっ！」

「な、こら希のぞ美み!?　邪魔しないで！」

　さらに子どもたちの連携は続く。追いかけようとした桜花さくらめがけ、リトルウイングの三人が一斉に飛びついて動きを封じにかかった。

「はむ。ここはわたしたちにお任せを」

「走って、くるみちゃんっ！」

「みんな……！　わかったわ、みんなの思い、無駄にしないっ！」

　そらと潤じゆんからも切実に願いを託され、くるみはきゅっと唇を結んで駆けだした。全員一丸となってでも優勝を狙いに行く子どもたちの強い意志に、僕はなにか理屈を超えた『執念』のようなものを感じずにはいられない。

「響きようっ！　くるみちゃんを追いかけて！　お願い……！　勝ってっ！」

　さらに、三人からもみくちゃにされながら僕に訴えかける桜花さくらの面持ちにも、衝撃を受ける。なんとその目元には、うっすらと涙すらにじんでいるではないか。このお祭りへ、そこまで情熱を向けていたのか。そして、自分の想おもいが叶かなわぬならせめてと僕の勝利を願ってくれている。

　甘かった。こんなお気楽な気持ちで祭りの場に立っている自分が恥ずかしくなった。勝負事に身を委ねるなら、どんな時でも最大限の情熱を傾けねばならぬのだと、教えられた。

「……わかったよ、桜花さくら。くるみを、僕は捕まえる。そして、勝利を手にしてみせるっ！」

　一度だけ頷うなずいてから、振り返らずに僕はまっすぐくるみを追いかけた。桜花さくらが託してくれた希望、みんなが教えてくれた戦いへの意気込み。絶対無駄にしてなるものか。

「はむ。さくねー、またおっぱい大きくなった？」

「おしりも揉もみがいがあるわねぇ。けしからんことだわ」

「わにゃ。さくちゃん、うらやましい。やわらかい……」

「だー！　三人ともどさくさに紛れてどこ触ってんのよ！　服！　服めくれてるから！」

　なお、振り返らなかった理由は視覚上に問題が発生していたという部分も少なからずある。
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「その先は、危ないよ」

「……っ。ミスったわね」

　境内から小道に入り、姿を隠すつもりだったであろうくるみが、三方を手すりで囲まれ立ち止まる。選んだのは、見晴らし台に続く道だった。くるみだけこの神社に来るのが初めてだったから、気付かずに選択してしまったのだろう。

「ここは、防御に不利だ。余計な争いはやめておこうよ」

　行動に移す前に、諭してみる。無抵抗な妹を無理矢理組み敷くのはどうしても気が引けた。

「ふふん。そんなこと言って、怖おじ気け付づいているのはお兄ちゃんの方じゃないの？　私に、本気で襲いかかる勇気もないくせに」

　言葉で駆け引きを仕掛けるくるみ。確かに、言う通りかもしれない。普段の僕ならば、こうしてせっかく追い詰めたところで、ろくに何もできず仕舞いだっただろう。

　でも、今この時は違う。覚悟を固めたのだ。ただのお祭りだとか、そういうことはもう関係ない。やると決めた以上、揺るがない。そんな心構えを常に持っていなければ、バンド活動でもさらなる荒波に漕こぎ出していく手助けなんてできるはずがない。

「今日は、やるよ。たとえ相手がくるみでも、遠慮しない」

「踊らされてるわ……って言いたいところだけど。ふふ。まあ、良いいわ。珍しく強気なお兄ちゃんというのも、悪くないもの」

　一瞬だけくるみは眉間にしわを寄せたけど、すぐにふっと顔つきを和らげた。踊らされている、というのはお祭りの空気に感化されすぎだという意味だろう、たぶん。

「くるみさんっ！」

「相あいヶが江えさん……」

　そのままにらみ合いを続けていると、僕の背後に加勢の手が。まずいな、パスされてしまうと、また状況はふりだしだ。

「……柚ゆず葉は、ごめん。私、わがままを言っていい？」

「えっ？」

「そういう状況じゃないのはわかってる。でも、どうしても。お兄ちゃんと真剣勝負がしてみたくなってきたの。一対一で」

「くるみさん……。ふふっ、わかりました。くるみさんのことを信じます。あと五分もすれば終了の合図になる狼煙のろしが上がるでしょう。その時間に玉を持っていた方が、今年の勝者です」

　照れくさそうにくるみが笑うと、相あいヶが江えさんは数歩後ろに下がってスティックを地に下ろした。どうやら僕たちの決着を見守ってくれるらしい。僕としても、なぜかすごく喜びを感じてしまった。

「お兄ちゃん。最後にもう一度訊きくわ。本気で実じつ妹まいを襲おうってわけ？」

「時が来たら、越えるべき一線もある。実じつ妹まい各論Ｂで、勉強したよ」

「すばらしいわ。お兄ちゃんが一流の『実じつ妹まい技能士』になる日も、もしかしたらそう遠くないのかもね」

　にっこり笑い、上機嫌になったくるみが勾まが玉たまの入ったスティックを高く掲げた。応戦するべく、僕も中腰になって隙を窺うかがう。

　ところで『実じつ妹まい技能士』ってなんだろう……。今はそれどころじゃないのでツッコまないけれども。

「行くよ、くるみっ！」

「さあ来なさい、お兄ちゃんっ！」

　邪念を振り払い、僕は妹に向け突進した。なんの技術もないし、絶対にスティック以外のところを打つわけにもいかないから、とてもたどたどしくぎこちない攻めだ。それでもひたすら、くるみへ熱情をぶつける。

「はぁ、はぁ、はぁっ！」

「ん……くっ……はぅ……」

　僕はくるみに何度も何度も長くて硬い棒を挿しこみ、くるみは息を荒げながらそれを身体からだの中心で受け止める。

　自画自賛ながら、これ以上ないほど純粋で清らかな兄妹きようだいの交わりが、雑踏を離れた森の中で繰り返された。

「……いくよ、くるみっ！」

「……全部出して、お兄ちゃんっ！」

　持てる力の全身全霊をぶつけてこいと言うくるみの言葉に心の中だけで頷うなずき、僕は渾こん身しんの一撃を放つ。なんとなく、これが最後の攻防になるような気がした。僕が勾まが玉たまを奪い取れれば、僕の勝ち。くるみが守り切れば、くるみの勝ち。理屈ではなく、直感的に確信した。

『──っ！』

　兄妹きようだいの息が、ゼロ距離で交錯する。

　そして、勾まが玉たまの行方は──。

「…………やった」

　僕のスティックの中だった。全てを賭としたスティールで、くるみの防御を運良く突き崩すことができたようだ。

「私の、負けね。……あんまりお兄ちゃんの目が真剣だったから、うっかりドキリとしちゃったわ。それが敗因」

「怖がらせちゃった、かな？」

「もー、わかってないわねぇ。実じつ妹まい検定降級よ、そんなことじゃ」

　呆あきれ笑いを浮かべるくるみ。良いいか悪いかで言えば、良いい意味で言ってくれたのだということは、ぼんやり伝わった。




　──ドン、ドン。




　神社の境内に爆音が鳴り響き、雲一つ無い青空に白煙が舞う。

　龍りゆう鱗りん祭さいが、終幕を迎えた。




　　　　♪




　再び大勢の人たちが神社を囲う中、僕は拝殿の扉の前で単身正座して、最後の儀式が始まるのを待っていた。

「ぐぬぬ、ぬかったわ……」

　子どもたちは、とても口惜くやしそうだ。特に希のぞ美みの後悔の念は、オーラが目に見えそうなほどだった。そこまで勝利に執念を燃やしていたのに勝ち残って申し訳ないなと一瞬感じてしまいつつ、全力でお祭りに参加するのだと決めたのだから中ちゆう途と半はん端ぱな後悔を抱いてはいけないと思い直す。

「…………」

　いっぽうで相あいヶが江えさんは、きゅっと唇を結んで行く末を見守っている。島民として、この結果が望み通りだったのか、僕には計り知れない。

「……ん」

　シャン、シャンと鈴の音が鳴り、引き戸が開いた。儀礼が始まるようだ。僕は正面を凝視して、可能な限り背筋をぴんと伸ばした。慣れない正座で痛む足のことは、心頭滅却して忘れたふりをする。

「──双そう龍りゆうの意、ここに」

　霧きり夢ゆめが、ゆるり、ゆるりと僕の元へ歩を進める。厳かな気配は、普段の雰囲気とまったく違っている。

「ぷ。ぷくくくく。うっひひひ」

　……そうでもないかも。必死に笑いをかみ殺しているように見えるのは気のせいだろうか。

　もしかして、霧きり夢ゆめは緊張すると笑いが止まらなくなるタイプ？　そういう人がたまに居るとは聞いたことがあるけど、今まで気付かなかった。

「……こほん。いざ、社の中へ」

「は、はい！」

　促されたので疑問を断ち切り、儀式の流れに従って僕は普段立ち入りが許されていないという拝殿の内部へ。

　中は十畳ほどの和室で、中央に布ふ団とんが一組敷かれていた。

　ん……？　もとからこういうモノなのだろうか。

　ちなみに布ふ団とんは一つでまくらは二つだった。もとからこういうモノなのだろうか。

「おまたせ、ひびき。もう楽にしていいよ？」

　自らの手で引き戸を閉めるや、霧きり夢ゆめはとろんとした声を出して僕にしなだれかかってきた。

「え、ええと……」

　戸惑って身体からだを硬直させてしまう。外から見えないとはいえ、神殿の周りには島民の皆さんほぼ全員と、霧きり夢ゆめの実の両親もいらっしゃる。過度に肌が触れる状況は、かなり憚はばかられる。

「もう儀式、始まってる？」

「そんなわけないじゃない。本来はテキトーに大おお幣ぬさ振っておしまいよ。こんなサービス、ひびきだけだヨ？　……ふひひひひ」

　な、なんだか霧きり夢ゆめの息が荒い。『テキトー』発言にツッコむこともままならぬまま、僕はますます緊張を深めた。

「そ、そうなんだ。でもあんまり特別扱いしてもらうのもよくないと思うし、早速儀式をお願いしようかな？」

「うふふ、せっかちだねひびき。しょうがないなあ、じゃあこっちに来て。……ハァハァ」

「霧きり夢ゆめ、よだれが……」

「あらやだ」

　じゅる、と口元をぬぐって、霧きり夢ゆめは僕を布ふ団とんの上に誘導する。やっぱりどうも様子がおかしい気がしてならない。

「さ、ひびき。上着を脱いで布ふ団とんの上に仰向けになって」

「……寝るの？　いつもそうしてるの？」

「ソウデスヨ」

　めちゃくちゃ噓うそっぽい。でも、そんな噓うそをついて霧きり夢ゆめの得になるようなことは何もなさそうだしなあ……。とりあえず従って様子を見ておくか。半信半疑ながら、僕は羽織っていたジャケットを脱いでシャツ一枚になり、布ふ団とんの上へ横たわった。

「さてさてさてさて」

　間髪を置かず、僕の腰の上に馬乗りとなった霧きり夢ゆめ。これも儀式の一環……だとしたらいろいろ問題が。

「それじゃ、始めるねひびき？　目を瞑つぶって」

「う、うん」

「ではでは、いっただっきま～す」

　そろそろ抵抗すべきかと迷いつつ、正常化バイアス的な力に流され目を閉じる。すると、霧きり夢ゆめの両手がシャツの襟に触れる気配が。

「……………………へ？」

　その状態のまま霧きり夢ゆめは不意に素っ頓狂な声を上げ、なぜか微動だにしなくなった。

「霧きり夢ゆめ？　どうかした？」

　気になって薄目を開けると、霧きり夢ゆめは僕のシャツの合わせ目に両手をかけ、胸ぐらを摑つかむような体勢で肩を震わせていた。

「ちょっと、ひびき。……なんなの、このシャツは」

　霧きり夢ゆめが僕のシャツに、上から下まで何度も視線を往復させる。自分自身、異常だよなと思っていたので、その戸惑いは無理もない。

　僕のシャツは、ボタンの代わりに五つの南なん京きん錠じようで合わせ目ががっちりロックされていた。

「相あいヶが江えさんが、夜なべして作ってくれたみたいだよ。このシャツを着ていれば絶対儀式の時役に立つからって、直前に着せてもらったんだ」

　どう役に立つのかは聞いてなかったけど、霧きり夢ゆめにしても予想外だったのだろう。両方の目が点になって、今にも飛び出しそうだ。

「……カギは？」

「たぶん相あいヶが江えさんが持ってるんじゃないかな？」

　なお、この南なん京きん錠じようはフェリーで霧きり夢ゆめが買い占めたモノの余りだ。使い道がないと思っていたから、役立つのであれば本当によかった。本当に役立っているのかは定さだかじゃないけど。

「……ぐ！　ふんっ！　ふぬぬ！」

「き、霧きり夢ゆめ!?　無茶だよ!?」

　しみじみ思い返していると、突然霧きり夢ゆめはシャツの布を引きちぎろうと左右に引っ張り出した。しかし当然ながら、少女の細腕でそんなことができるはずもなく。

「ゆ、柚ゆず葉はぁぁああぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　最後は癇かん癪しやくを起こしたように、拝殿に絶叫を響き渡らせた。

　ど、どうしたんだろう。なにか、構造上のミスがあったのかもしれないな……。

「はい終わり。じゃーねひびき」

　そうして一通り息を荒げた霧きり夢ゆめは、やがて妙にげっそりした顔でテキトー極まりなく大おお幣ぬさを振り、僕を外に送り出したのだった。

　いろいろ謎が残ってすっきりしないけど、とりあえず『厄やく除よけ』くらいの効果は賜ったと思っておこうかな……？
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「ほっ……！」

　清流に晒さらされた岩の上に、そっと足を乗せる。靴底には滑り止めが付いているとわかっていても、なんとなく慎重になってしまうのは防衛本能のようなものか、はたまた単に僕が臆病すぎるのか。

「ごめんね、付き合わせちゃって」

　おっかなびっくりな歩ほ様ようを見て、桜花さくらが苦笑の奥に本気で申し訳なさそうな気配を漂わせた。慌てて僕は両手を大きく振り、できる限り明るい声で本心を告げる。

「ううん、興味あったから誘ってくれて嬉うれしいよ。足手まといになっちゃってるけど、景色良いいし、空気は美味おいしいし、すごくリフレッシュできてる」

　ゴールデンウィークの後半。僕は桜花さくらに釣りの誘いを受けて、二つ返事で了解した。最近ご無沙汰だったし、何より桜花さくらに声をかけてもらえたという事実が嬉うれしくて、迷う要素はどこにもなかった。

　ただ、一つ思っていたのと違ったのは、場所が海じゃなかったこと。曰いわく、ゴールデンウィークの海釣りは人が多すぎてあまり行きたくないらしい。確かに連休の堤防が釣り人でごった返してる絵は想像に難かたくない。

　というわけで、向かった先は渓流。しかも、電車とバスを乗り継いでかなり遠くまでやってきた。交通の便が悪い代わりにこの川はかなりの穴場で、初心者でもわりと楽に竿さおを出せるらしい。

「えへへ、それなら良かった。足とか痛くないよね？」

「うん、大丈夫。正まさ義よしさんと足のサイズがいっしょでラッキーだったよ」

　借り物の靴を片方上げ、元気をアピール。正直なところ慣れない山歩きで疲労はそれなりに感じていたけれど、痛みが出たりはしていないのでまだまだ大丈夫だ。

　せっかくの、桜花さくらと二人きりで過ごす穏やかな時間。可能な限り堪たん能のうし尽くさないと。

「今日狙うのはイワナだっけ？」

「うん。ヤマメもいると思うけど、本命はそっちかな。……さ、そろそろターゲットちゃんたちの根城に着くよ。ヤマメもイワナも音とか人の影に敏感だから、ここからはスニーキングミッション」

　桜花さくらは人差し指を口の前で立て、さながらジャングルに潜む兵士みたいに姿勢を低くして忍び足で進み始めた。そのしなやかな身のこなしに、思わず見とれてしまう僕。

　……っと、ボケボケしてたらはぐれちゃうな。なるべく急いで、でもなるべく音を立てないように、桜花さくらの直後をそっと付いていく。

「うん、しょっと……」

　ごろごろと大岩が転がる川辺を、時には四よつん這ばいになって進む桜花さくら。僕も見よう見まねで同じ姿勢になりつつ、時々川の流れに目をやる。きっとああいう岩の隙間とかに、魚は隠れて餌を待ち構えているのだろうな。

「……っ!?」

　よそ見していたせいで、あやうく立ち止まった桜花さくらにぶつかりそうになったけど、まさしく紙一重で緊急停止。ふう、危ない。もう少しでおしりに顔から突っ込むところだった。

「っ!?!?!?」

　ほっと息をもらした直後に、焦あせりがさらなる荒波となって押し寄せてきた。目と鼻の先に、桜花さくらの腰よう部ぶがあるという事実は、衝突する危険とは別のところで大問題ではないか。膝下までのブーツから光沢のあるタイツに包まれた脚が伸び、その上にはホットパンツ。露出度は高くないけれど、ピタッとした服装なのでスレンダーな身体からだのシルエットがはっきり見て取れる。

「響きよう、見て」

「えっ!?」

　不意に声をかけられ、ようやくハッと顔をそらす僕。い、いけない。パニックのあまり視線をずらすという最も優先すべき行動に出るのを忘れていた。……いやでも、桜花さくらは今なんて？見て、と聞こえたような。み、見て良いいの……？　本当に……えっ……？

「ほら、こっちこっち。その岩の間から川を見て」

「あ、川……」

　とんちんかんな戸惑いを浮かべてしまっていたことに、心底恥ずかしくなった。当たり前だ。桜花さくらがまさか、自分の身体からだに注目しろだなんて言うはずがない。

「響きよう、どうしたの？」

「ご、ごめん！」

　穴があったら入りたいと心底思いつつ、桜花さくらのリクエストに応え指さされた場所に立つ。そっと覗のぞき込こんでみると、この川にしては比較的深さと幅がある淵ふちになっていた。

「なるほど。あそこにイワナがいそうなんだね」

「どうかな？　そんなに期待できないかも」

　ひとまず罪悪感は内に閉じ込めて口にした質問の答えは、予想と違っていた。

「そうなの？」

「いないとも言い切れないけど。それより、障害物もないし底も見えてるから、ルアーを投げる練習に良いいかなって思って」

　僕にレクチャーしてくれる場として白羽の矢が立ったということか。それならばいざ、と意気込み、僕は釣つり竿ざおを構え、留め金の部分に引っかけてあったルアーの針を外していつでも投げられる状態にする。

「じゃあ、やってみるね」

　山の中、桜花さくらと二人きりでことに及ぶのはもちろん初体験。ちゃんとできるか不安だけど、経験者に身を委ねてリードしてもらおう。

「まず、立てて。竿さおを」

「うん、わかった」

　桜花さくらに導かれるまま、僕は竿さおを立てた。

「ほら、こうすると反り返るでしょ。この反りを上手うまく使うの」

　竿さおの先端にちょん、と指を添え、微笑ほほえみを浮かべる桜花さくら。ああ、すごく愉たのしんでるな。僕も悦よろこびを共有できるように、高揚感を増幅させるべく自らの竿さおに意識を集中させた。

「反りを使って動かすんだね」

「そう。竿さおをたっぷり反らせながら引いて、押し込む感じ。押し込む時よりも、引く動きに意識を集中させた方がスムーズに動かせると思う」

「引く時に意識を集中……」

「響きよう、良いい感じ。その動きで、なるべく奥に、ピュッて出して……！」

　桜花さくらの声に導かれるまま、僕は竿さおの先端から半透明の白いモノを放出する。途端に得も言われぬ快感が全身を包み込んだ。

「い、いっぱい出た……」

　リールから糸が思った以上に伸びていって、ちょっと驚く。このルアー、見た目より遠くに飛ぶな。

「ヘビーシンキングミノーだからね。小さいけど、海で使うヤツより自重があるの」

「ルアーの色は、白のクリアカラーがイワナに効果的なの？」

「あ、ううん。カラー選びはただのカン。反応なかったらすぐ結び替えちゃお」

　渓流ルアー釣りの初歩を教えてもらい、僕はしっかり知識を頭にたたき込みつつリールを巻いて糸を戻す。コツを忘れないうちに、もう少しキャスティングの練習をしておこう。

「え、あれ……!?」

　そう思ってのんびりハンドルを回していた手元に、ずしんと重みが乗っかった。ま、まさかこれって!?

「響きよう、かかってる！　大きい！」

「う、噓うそでしょ!?」

　まん丸に弧を描いた釣つり竿ざおがグングンと暴れ、水の中へ引き込まれそうになる。練習のつもりでまったく身構えてなかったのと、想定を大きく超える強い引きに、僕はすっかり取り乱してしまった。

「ねえ、ドラグ緩めてある!?」

「あ！　忘れてた……！」

　桜花さくらの指摘にドキリとして、手元に目をやる。ドラグ──急に負荷がかかった時、糸が切れないよう逆回転する機能が釣り用のリールには備わっているんだけど、うっかりその調整をし忘れていた。初心者がもっとも犯しがちな凡ミスで、釣り糸は今にも重みに耐えられなくなり切れてしまいそうだ。大物を逃すまいと、僕はドラグ調整用のノブに右手を伸ばした。

「ダメ、響きよう！　今からじゃどうせ間に合わない！　それより一か八か、一気に勝負をかけるわよ！　こっちに来て！」

　しかし桜花さくらは僕を窘たしなめ、障害物になりそうな岩が少ない上流の方へ手招きした。確かに言う通りだろう、ここは桜花さくらの経験を信じて、このままゴリ巻きぶっこ抜きで魚を釣り上げてしまおう！

　覚悟を固め、僕はジャンプ一番で桜花さくらが立っている隣の岩に飛び乗った。

「うわっ!?」

　そして思いっきり滑った。しまった。この岩、苔こけだらけじゃないか──と気付いた時は、もう既に遅し。

「響きようっ!?　あぶないっ!?」

　桜花さくらが両目を見開いて手を伸ばしてくれる。反射的に僕はその手にしがみついて……愚かにも重大なミスを上塗りしてしまった。

　どう考えても、しがみついちゃダメだったのに。

「く……あっ!?」

　客観的に状況を見ることができていれば、桜花さくらの細腕で僕の身体からだを受け止めきれないことはわかったはず。

　下手に助けを求めたりしなければ、急斜面から滑落するのは自分ひとりだけで済んでいたはずなのに。

「わ、わ、わああああっ!?」

「きゃ、きゃあああっ!?」

　足を滑らせた先はさらに５ｍくらい土壁の急斜面が続いていて、僕と桜花さくらは折り重なってごろごろと転げ落ちてしまった。

「……うう。桜花さくら、ごめん……大丈夫？」

　やっと平らな地面に行き着き、仰向けに倒れ込んだ僕は全身に圧迫感を覚えながら首を持ち上げる。

「わ!?」

　僕の上に覆おおい被かぶさった桜花さくらの太ももの付け根が、至近距離に在った。しかも、ホットパンツとタイツが微妙に脱げかけている。

「え……ふあっ!?　ご、ごめん響きよう！」

　慌てて桜花さくらは飛び跳ねるように身を起こし、僕の隣に正座で固まった。も、申し訳ない事故が重なりまくってしまったけど、とりあえず機敏な動きからすると大きな怪け我がはなさそうだ。その点に関しては心底ほっとする。

「どこか痛くない？」

「うん。あたしは大丈夫。響きようは？」

「僕も怪け我がはないみたい」

　上半身を起こし、一応全身を確認してみるけど擦り傷一つ負ってはいないようだ。桜花さくらもどこか庇かばってる様子はなさそうで、事故としてはごくごく軽度で済んだようだった。

「けど、戻るのは難しそうかな……？」

「……そだね」

　溜ため息いき交じりに、滑り落ちた斜面を見上げる僕たち。足がかりになるようなものは見当たらないので、ここを直接登るのは無理だろう。

　もう一つ余談ながら、僕も桜花さくらも、釣り道具は上に落としてきてしまった。

「本当になんとお詫わびして良いいものやら……」

「ううん。むしろあたしこそゴメン。大物に興奮しちゃって、判断ミスだった……。もっと響きようが落ち着けるようにリードしなきゃいけなかったのに、まくし立てて煽あおっちゃって」

　しょんぼり項うな垂だれる桜花さくらは、心の底から自分に非があると思っている様子だった。なんて優しい心の持ち主なのだろう。

「そんなことないよ。僕の不注意だっただけ。……さてと、とりあえず道のあるところに出ないとね」

　内心で密ひそかに決心を固め、僕はお詫わびもそこそこに立ち上がってにっこり微笑ほほえみ、桜花さくらに右手を伸ばした。よし、今からは桜花さくらがこれ以上自責の念を感じないで済むことを最優先に動こう。やることは一つ。このプチ遭難状態から一刻も早く脱出するのだ。

　──遭難。

　その単語をつい思い浮かべてしまった直後、背中にイヤな汗が流れたけど、努めて忘れる。大丈夫。まだそんな大げさなことにはなっていない。だから大げさになる前に山を出よう。

「響きよう……ありがとう。うん、行こう！」

　桜花さくらも内心を同調させてくれたのか、久しぶりに笑顔を浮かべながら僕の手を取って立ち上がった。

「………………」

「………………」

　そのまま、なるべく歩きやすいところを選んで山を下っていく。

　手は、繫つないだままだった。なんとなく離すタイミングがなかったというのが理由の一割。単に離したくなかったというのが、残り九割。

「釣つり竿ざおの回収、後回しで良いいかな。……高いヤツだよね」

　歩き始めてから少しして、念のため確認してみる。もし竿さおのところに戻るのなら、下るのではなくて、登る必要がある。

「そんなの全然いいよ。響きようが無事だったから、それでいい」

「……ありがとう。桜花さくらも無事で、本当に良かった」

　桜花さくらがぎゅっと指先に力を込めてくれて、応じて僕もさらに強くその掌てのひらを握りしめた。

　幸せだな、と。タイミングをわきまえず思ってしまう。

　絶対に、大事件にはできないな。すんなり帰宅した後は、この一件も笑い話になる。笑い話になれば、この手のぬくもりも幸せな思い出のひとつとしてだけ残るのだ。

　スマホを取り出し、時刻確認。午後三時。まだしばらくは日が落ちる心配もない。

「……っていうか、電話した方が良いいよね」

「あ、そうだよね」

　なぜ今まで気付かなかったのかと、思わず呆あきれ笑いを重ねる僕たち。救助が必要な事態ではないと思うけど、文明の利器に頼れるならそうしておくべきだ。

「あ、圏外……」

「あたしも、圏外……」

　結果としては、頼れなかったんだけど。

「や、やっぱりまずは道を見つけるところからだね」

「そ、そだね！」

　大丈夫。問題ない。電話のことを忘れてた間はポジティブでいられたのだ。その状態に戻っただけなので、落ち込む必要なんてない。

「あっ、見て響きよう！」

「助かった！」

　前向きな気持ちが功を奏したのか、十五分ほど歩いたところで人がすれ違える幅のあるしっかりした山道にたどり着いた。舗装路ではなかったけど、しっかり整地されている。これなら、沿って歩けばどこかに繫つながるはず。

　そんな風に一度希望を抱いてしまうと、思い通りに行かなかった時の落胆が倍増しになるのだと一時間くらいしてから学ぶことになった。

　山道は、行けども行けども森の外に繫つながる気配がない。蛇行して、下ったかと思えば少し登って、やっぱり下って、似たような景色が延々続く。実は気付かぬ間に、同じところをぐるぐる回ってるんじゃあなんて、妙な疑心暗鬼さえ抱きそうになる。

　ううむ、マズいかも。幸いリュックは無事で、食べ物と水は一日分くらいなら確保できているけど、日が暮れてしまうといよいよ洒落しやれでは済まなくなる。お互いの家族に思いっきり心配と迷惑をかけてしまうし、せめて連絡だけでもできる状態になってくれないものか。

「どう、桜花さくら？」

「ダメ。ずっと圏外……」

　五分おきくらいに桜花さくらのスマホをチェックしてもらってるけど、通話ができるスポットは現れない。なお、電池の寿命を考えて、ひとまず僕の方のスマホは電源を落とすことにした。

「どうしよ。ヤバいかも。遭難、したかも」

　桜花さくらが歩く速度を緩め、僕の腕に今まで繫つないでいなかった方の手も添えた。目は潤み、肩が小刻みに震えている。

　その不安に共感してしまいたい誘惑がないといえば大おお噓うそだった。僕も、怖い。足が痛くて、心が折れそうで、へたり込んでしまいたい。

　だからこそあえて、努めて明るく振る舞う。桜花さくらを少しでも元気づけられる可能性があるなら、そっちを選ぶしかない。僕自身がもともとネガティブで、臆病で、頼りない性格をしているとか、そういうことはもはやこの際関係ない。

「遭難してないよ。大丈夫」

「えっ。なんで、わかるの……？」

　あっけらかんと笑った僕を、桜花さくらはきょとんと見上げた。もちろん根拠なんかなかったけど、僕は自信たっぷりに親指を立てる。

「当たり前だって信じてれば、意外と当たり前になっちゃうものだから。桜花さくらが教えてくれた」

「あ……」

　クラス発表の前に励ましてもらった言葉を今度は僕から返す。すると、桜花さくらは久しぶりに微笑ほほえみを浮かべてくれた。

「そうだったね。うん、遭難してなかった」

「してないしてない。さ、もう少し頑張ろっか」

「うん！」

　それからしばし、僕たちは無言で歩き続けた。言葉は交わさなかったけど、歩みには力強さが戻っている。長いこと握りしめているうちに冷たくなっていた掌てのひらに、今はまたほのかなぬくもりが宿っている。

「ねえ響きよう、もしかして！」

「うん、車道だ！」

　そしてさらに一時間後、ようやく僕たちの長い放浪が報われた。山あいへ向けてまっすぐ延びる舗装路。その傍かたわらには電柱も立っている。目をこらせば、遠くに屋根のようなものがちらほらと見えた。

『やった～！』

　高揚のあまり、僕たちは声を揃そろえハグを交わしてしまった。歩き続けたせいで、石けんの香りにほんのり汗の匂いが混ざる。僕の体臭も、きっと桜花さくらに伝わっている。そう思うと恥ずかしかったけど、しばらく抱擁を解くことができずにいた。桜花さくらの体温と、香りが、無事生きてることの実感となって、冷静に物事を考えられないくらいこの身を喜びで包んだ。

　辺りは黄昏たそがれ時どき。きれいだ。いつまでもこうしていたい。安あん堵ど感かんが、吞のん気きなロマンティシズムまで運んできてしまった。

「……あと少し、頑張ろっか」

「そ、そだね。あの辺まで行けば電話もできそうだし」

　とはいえ、完全に気を緩めるのはまだ少し早い。家族にきっちり無事を報告してから、もう一度桜花さくらと生還を喜び合おう。

　そう決めて、どちらからともなく身体からだを離す。本当に名残なごり惜しいけど、仕方ない。ヘンな話、桜花さくらとあんなに物理的な距離を詰められる機会は、これからそうそう訪れないだろうな。

「あれ……？　ひいっ!?」

　そんなふしだらなことを思った矢先、桜花さくらが僕の胸に飛び込んできた。一瞬だけ『良いい意味で予想が外れた……!?』なんて吞のん気きに考えたけど、桜花さくらの表情が山の中にいた時以上に怯おびえきっているのに気付いて、変だなと心配になる。

「ど、どうしたの？」

「あ、あれ……。電柱のところ……」

　目をそらしたまま桜花さくらが、僕の右側、斜め上を指さした。

「え……うわっ!?」

　振り返ってその意味に気付き、僕も驚いて桜花さくらの肩にぎゅっとしがみついてしまった。

　煤すすで汚れた古い電柱には、杭くいのようなモノが一本刺さっていて。

　そこに、半分焼け焦げた人形が、まるで首くび吊つり死体みたいにぶら下がり、ふらふらと風に揺れていたのだった。




　　　　【２】




「うん、うん……。たぶん、大丈夫だと思う。今日中には帰れるはず。もし、何か状況変わったらまた電話するから。本当にごめんなさい…………ありがとう。それじゃ、また」

　坂道を下っていくと十五分ほどで集落に着いて、スマホにもかろうじて電波が届いた。

「正まさ義よしさんに連絡ついたんだね」

「うん、とりあえず無事だから大丈夫って言えて良かったよ。怒られるなぁ……って思ったら、むしろ心配ばっかりされちゃって、かえって申し訳ない気持ちになった。あはは」

　力なく笑い、桜花さくらがスマホをポケットにしまい込んだ。正まさ義よしさんの気持ちと桜花さくらの気持ち、なんとなくどっちもわかるような気がする。

　ちなみに僕も先ほどくるみに電話して、死ぬほど怒られた。平身低頭でお詫わびしたけど、一番堪こらえたのは切り際ぎわに聞こえた『早く帰ってきて……』という絞り出すような声。とてつもなく心配してくれているのがはっきり伝わって、思わず電話越しに膝をついて謝りそうになってしまった。

　待っていてくれている人たちを安あん堵どさせるためにも、早く帰らないと。

「さて、と。どうしようか……」

「道を訊きけたりすればいいんだけど……居るのかな、人」

　桜花さくらといっしょに、きょろきょろ辺りを見回す。たどり着いてから何度もこうしているのだけど、まだ一度も住人の姿を目にしていない。

　ぱっと目に入るだけでも家屋は十以上。けれどもそのどれもが、ずっと手入れされていないのか土つち埃ぼこりにまみれていた。窓が割れっぱなしで放置されているのも一戸に止とどまらない。ナンバーの付いた車も見当たらず、生活の息い吹ぶきが少しも聞こえてこないのだった。

　──捨てられた、村。そんな印象を拭えない。

　唯一の希望は、電柱に備え付けられた街灯に、先ほど光がともったこと。これがまだ点つくということは、きっと人も住んでいるはず。そんな推理を最後の希望にして、僕と桜花さくらはゆっくり集落の奥へと踏み込んでいった。

　電柱。希望の灯火であるはずの光の下を通過するたびに、悪お寒かんもぶり返してきた。なんだったんだろうな、さっきの人形。ただ忘れ去られたおもちゃだとは思うんだけど、不自然な焼け跡とか、妙に瞳だけが爛らん々らんと見開かれた顔の造形とかが、記憶から消えてくれない。

「響きよう、見て！」

「明かりが点ついてるね！　煙突から煙も出てる！」

　どちらからともなく早足になって、再び上り坂にさしかかった頃、ひときわ大きな平屋建ての門に、提ちよう灯ちんの明かりが揺らめいているのを発見した。ボロボロだけど、電気仕じ掛かけじゃない。ということは、点火した人がいるということだ。

　嬉き々きと駆け寄る僕と桜花さくら。

「……ん」

「……うわ」

　しかし、またしても笑顔は長持ちしなかった。建物はあちこち朽ち果てていて、わずかな光の奥に闇を溜ため込こんでいる。門の内側には枯れた柳と、半分崩れた石いし灯どう籠ろう。……ものすごく陳腐な表現をすれば、『お化け屋や敷しき』そのもの、という風貌だった。

「ど、どうする？」

「ひ、人は居るみたいだし、とりあえず入ってみようか」

　お互い腰が引けつつ、他にすがるものが無いため前に進もうと決める。提ちよう灯ちんだけではなく、門の奥の引き戸からも薄明かりがこぼれている。ならば、誰か住んでいることだけは、間違いないはずだ。

　といっても、生身の人間かどうかは──やめよう。余計な妄想を膨らませても百害あって一利なし。

「うう、なんか寒気がする……」

　桜花さくらが、僕の腰にぎゅっとしがみついて、肩の後ろに隠れようとする。もちろん、まがりなりにも男として前に立つのは厭いとわないのだけれど、背中にはっきり感じるぬくもりと柔らかみが、違う意味で僕の心臓の鼓動を速めた。

　怖い。ドキドキする。ふかふかする。あったかい。

　……いやいや、ダメだ。注意力散漫になっているのである意味現状助かる部分もあるのだけど、それ以上に罪悪感が。こんなに桜花さくらが怖がっているのに不ふ埒らちなことを考えるな、僕。

　何カ所か崩れ穴ぼこが開いている石畳を注意深く歩き、玄関の引き戸の前に立つ。大きなお屋や敷しきだな。なんとなく、普通の民家ではないような雰囲気。

　まあ、ここがどんな場所なのかは、あまり関係ない。今はとにかく、僕たち以外の人の姿が見たい。

　引き戸に手をかける。鍵はかかってなさそうだ。

「……ごめん、くださーいっ」

　きしむ戸を開くには、思いっきり力を込める必要があった。体重を乗せて引っ張ると抵抗感が途中で急になくなり、加減できないまま一気に中が丸見えになる。

　顔だけ突っ込んで覗のぞき込こむ。

　上あがり框がまちの中央辺りで揺らめくろうそくの上に、人形が十個くらい束ねて吊つるされていた。

「ひいっ!?」

　たまらず桜花さくらが引き戸を全力で閉め直す。しばし僕たちは固まり、言葉を失って互いを見つめ続けた。

「きょ、響きよう。……見た？」

「何かがあるのは、見た、かな……」

「何か、じゃないでしょ……。明らかにさっき吊つるされていた人形と同じヤツだったでしょ……。しかも、あり得ない数」

　顔がん面めん蒼そう白はくの桜花さくらが僕の肩を揺さぶる。確かに、そう見えた。けれども目撃した時間はかなり短い。見間違いの可能性も否定できない……と思う。思いたい。

「別の何かかも？」

「別って、何よぅ。何をあんな風に、吊つるして火にくべるっていうのよぅ」

　桜花さくらが泣きそうだ。なんでもいい、なにかポジティブな可能性を提示してみよう。

「……いぶりがっこ？」

「ここ秋あき田たじゃないし！　そもそもろうそくじゃ燻いぶせないし！」

　さすがに秋あき田た県名物たくあんの燻くん製せいでは苦しかったようで桜花さくらは声を荒らげた。

「ご、ごめん。浅はかでした……」

「ねえ響きよう、引き返さない？　ここなんかヘンだと思う……」

　桜花さくらの言い分にも共感できたので、盛大に迷う。しかし、戻ったところで人に会えるとも思えなかったし、もうすっかり辺りも暗くなってるんだよなあ。

「え!?」

　どうすべきかと振り返り、ショックで腰を抜かしそうになった。

「うそ、でしょ」

　桜花さくらも固まる。

　門が、閉じていた。来た時は全開だったのに、いつの間にか音もなく、塀に囲まれた中で唯一の出入り口とおぼしき場所が、光通さぬ闇と一体化している。見えてなければおかしいはずの提ちよう灯ちんの明かりが、いつの間にかまったく見えない。

『──っ！』

　驚き任せに走って門に近付く僕と桜花さくら。とてつもなくイヤな予感がしていたけど、かすかな希望にすがって戸を揺する。

「ダメだ、開かない……」

　待ち受けていたのは、非情な現実だったけれども。

「なんで……なにこれ……」

　桜花さくらが口元を押さえ、ガクガクと震え出す。げ、元気づけなきゃ。僕自身どうにかなってしまいそうなくらい怖かったけど、だったらなおのこと楽観的に考えなければ。一度恐怖に屈してしまったら、おそらく二度と立ち上がることすらままならなくなる。

「き、きっと家主さんが僕たちに気付かず外から閉めちゃったんだよ！　それで、裏口とかがあって、そっちから中に戻ったんじゃないかな！」

　思いついたままのデタラメにしては、それなりに信しん憑ぴよう性せいのありそうな仮説になったような気がする。甲か斐いあって桜花さくらも少し迷うようなそぶりを見せてくれた。

「う、裏口。……そう、かもね。出入り口が他にあるかどうか、あたしたち調べてないもんね」

「うん、きっとそうだよ！　だから、あまりヘンな風に考えるのはよそう。……もう一度、玄関から声かけてみない？」

　自分でも、こんなに攻めた発想になるのは意外だったけど、動機を支えてくれているものが何なのかは自覚していた。桜花さくらの前でかっこわるい姿を見せたくないのだ。単純だけど、おかげでブレずに前向きさを装よそおい続けていられる。

「あのヘンなの、見たくない……」

「ぼ、僕がもう一度確かめてみるから」

　手を握り、少しだけ強引に玄関の方へと戻る。桜花さくらの足取りは重かったけど、抗あらがわずに付いてきてくれた。

　僕だって、できればあのブキミな何かはもう視界に入れたくないんだけど、さりとて目にしたのは一瞬だ。ちゃんと確かめれば、違うモノだった可能性はまだ残っている。さすがにいぶりがっこ説を唱える気はもうないけれども。

「おじゃま……しますっ！」

　内心で自分に言い聞かせ、勢い任せに玄関の引き戸をもう一度開く。

「え……うそ？」

　すると、ぼんやり内部を照らすろうそくの上には、何も吊つるされてなんていなかった。

『…………』

　狐きつねにつままれたような顔で、僕と桜花さくらはきょとんと顔を見合わせる。僕一人ならまだしも、二人同時にありもしないものを誤認するなんてこと、起こるのだろうか。

「ご、ごめんくださーい……？」

　とにかく、精神的に行く手を阻はばんでいた障壁がなくなったので、僕たちは敷しき居いをまたぎ、桜花さくらがおっかなびっくり声をかけた。

　返事はない。

「ここ、旅館みたいだね」

　大きな下げ駄た箱ばこと、右手側にある『受付所』と書かれたカウンターが、そう推理させた。営業中にはとても見えないけど、だとしたら勝手に上がっても、いきなり通報される心配は少ないか。……むしろ通報してくれるような人間にこそ出会いたいな、という希望もありつつ。

「入って、みる？」

「そうだね……。返事ないけど、このろうそくを点つけた人が必ずいるはずだし」

　玄関で唯一の明かりとなっている太いろうそくは充分な長さがあり、燃え尽きて消え際ぎわという様子ではない。どんなに元のサイズを長く見積もっても、灯ともされてから経過したのは数時間程度だろう。

　頷うなずきを交わし、僕と桜花さくらは靴を脱いで床板を踏みしめる。

　ギィィィと、地の底で悪あく霊りようが呻うめくような音がした。




　　　　♪




「あのー、すみませーん……？」

　スマホのライト機能を頼りに、真っ暗な外廊下をすり足で進んでいく僕たち。電灯のスイッチは途中で見つけたけど、押してもまったく反応しなかった。

「お休み、かな……？」

「うーん。旅館に定休日って、なさそうな気もするけど……」

　予約が入ってない日で節電してるのか、単にもう宿は畳んでしまったのか。知るよしはない。

　とはいえ、歩いていて靴下がほこりだらけになったりもしていないのだ。さっき足の裏に光を当ててみたけど、きれいなものだった。つまり、掃除されている。人が暮らしている痕跡は、ところどころに見受けられた。それは確かな希望だった。

　きっとそろそろ、誰かに会えるはず。精一杯の勇気を振り絞って、僕たちは足並みを揃そろえ角を曲がる。

　青白い顔の、和服の女性がライトの先に浮かび上がった。

「うわあああああああ!?」

「きゃあああああああ!?」

　同時に腰を抜かしてしまう僕たち。さらに桜花さくらは僕の頭をぎゅっと抱きしめ、自分の胸に力一杯押しつけだした。

「ふご……!?」

「む、むむむむむムリ！　もうムリ！」

　僕ももうムリです。呼吸的な意味でも、顔全体を包む柔らかな質感的な意味でも。

　などと邪念まみれになっている場合ではない。一瞬視界に入った、あの怨念に汚けがれた顔。間違いなく、呪い殺される。

「……………………………………ん？」

　諦観のまま待てども待てども、何も起こらない。近付いてくる気配すらないし、ちょっとヘンだ。

「ううううううう……」

　ガクガク震える桜花さくらの腕の中でなんとか顔をよじり（そのせいでさらに胸の感触をダイレクトに感じてしまったけど今だけは不可抗力ということにさせて欲しい）、かろうじて確保した視界の先にスマホのライトを照らす。

　そして、幽霊の正体を見た。

「……さ、桜花さくら。大丈夫。絵だ。ホンモノじゃなくて、絵が飾られてるだけみたい」

「ふぇ……？」

　涙目で震えていた桜花さくらが、恐る恐る顔を持ち上げる。

「ちょっと、なによこれぇ……」

　そしてようやく、全身からだらりと力を抜いた。

　確かに、これは趣味が悪い。角を曲がったそのすぐ奥の壁に、等身大の幽霊画が飾られていたのだ。四よつ谷や怪かい談だんのお岩いわさんみたいな女性が、ちょうど目の合う高さで待ち構えているという、旅館の営業方針として明らかに問題のある構造だ。

「はー。おしっこ漏れちゃうかと思ったよ」

　そう言って、桜花さくらは僕の右手を自分の股の間に挟み込み、ぎゅっと力を込めた。

「!?!?!?」

　発言も、行為も、気が抜けすぎて赤裸々になってしまった──のかも。

　ええと、こういう時。僕はどう反応するのが正解なのだろう。

「…………あの、響きようさん。スミマセン。今の聞かなかったことにして欲しいのデスが」

　沈黙を挟み、やたらドスの利きいた声で桜花さくらが僕に尋ねた。我に返ったらしい。

「了解デス」

　とりあえず、僕は頷うなずく。




　──キィイイイイ。




『……っ!?』

　その直後、どこからか不快な甲高い音が響いてきた。たまらず再び、びくりと身を固める僕たち。

　──キィイイイイ。

「な、な、なに!?　なにこれっ!?」

　音は一回に留とどまらず、断続的に延々と聞こえ続ける。

「わ、わ、わからない。けど、誰かがいるんだ、きっと。……行こう、桜花さくら。きっと、ここに住んでいる人だ」

　死ぬほど恐ろしかったけど、僕は怯おびえる心を閉じ込めて、桜花さくらに言い聞かせた。

　勇気でも、好奇心でもない。僕を突き動かしたのは、未いまだ右腕が桜花さくらの股の間でキツく締めつけられているという状況から、可及的速やかに脱しなければ。そんな使命感だった。




　　　　♪




　──キィイイイイ。

　前進するにつれ、音が大きくなってくる。何かを金属にこすりつけているか、もしくは金属を何かにこすりつけているか。おそらくそういう類たぐいの、不快な高音だ。

　──キィイイイイ。

「ここだね……」

「調理室、か」

　磨すりガラスの窓が付いた引き戸の前で、僕と桜花さくらは同時に足を止めた。明かりは漏れてこない。けど、音の発生源がこの中であるのは間違いなさそうだ。

　暗闇で、いったい誰が、何を？

「包丁でも研いで…………今のもなしで」

　ぼそりと呟つぶやいた言葉を、桜花さくらは何度もかぶりを振って自己否定。それは、最も合理的で、同時に最もあって欲しくない可能性のひとつだ。

　明かりも点つけず、僕たちの声に反応せず、ひたすら包丁を研いでいる人には、願わくば会いたくない。

　──キィイイイイ。

　嫌な音はまだ続いていた。生理的にも我慢ができなくなって、僕は引き戸に手をかけた。ノックすべきか迷ったけど、まずはそっと中の様子を覗のぞいてみることに。その方が、『安全』に思えた。

　──キィイイイイ。

　顔が通るほどの隙間を開けても、音は止やむ気配がない。すばやく部屋の中を観察。人影は見当たらず。

「……っ」

「……っ」

　桜花さくらと頷うなずきあって、忍び足で調理室の中に入る。悪お寒かんは増すばかりだったけど、それでも前に進む方がマシに思えた。この部屋に背中を向ける方が、ずっと嫌だった。桜花さくらもきっと同じ心境だったに違いない。

　足音を殺し、流し台に身を潜めながら進む。なんとなく、昼間の釣りを思い出すような状況だった。もっとも、はたして今僕たちは捕まえる側なのか。それとも、逆か。うっかり疑問に感じてしまいそうになるけれど。

　──キィイイイイ。

　近い。流し台の角を曲がったそのすぐ先が、音の発生源だ。あと一歩踏み出せば、僕たちは答えにたどり着く。たどり着いてしまう。

　逃げ出せるものなら、そうしたい。でも、確認しなければもっと気持ち悪い。思考ごと吸い込まれるように、僕と桜花さくらは言葉を交わすことなく、さらに一歩踏み出して闇の中を覗のぞき込こむ。

　床の近くで、ギョロリと二つの目玉が光った。

「フニャー!?」

「ふにゃ～!?」

　驚きよう愕がくのあまり声も出せなかった僕の近くで、悲鳴が交錯した。後の方は桜花さくらの声。そして、先に上がったのは──

「……猫？」

　明らかに人の声とは違っていた。半ば正体を悟ってスマホのライトを点灯させると、シッポをピンと立ててこちらを威嚇していた大きなトラネコが、煩わしそうに流し台へ飛び乗り、ガンガンと金属音を響かせながらどこかへ走り去ってしまった。

「び、びっくりさせないでよ～」

　桜花さくらも落ち着きを取り戻し、自分のスマホで猫が居た辺りを照らす。冷凍庫とおぼしき扉の前には、無数のひっかき傷が残されていた。爪を研いでいたのか、もしくは中に魚か何かが入っていることを期待したのか。どちらにせよ、音の正体がはっきりして僕もほっと胸をなで下ろした。

「あれ？　……ひいっ!?」

　けれども、その直後に桜花さくらがまた悲鳴を上げ、緊張感が一気にぶり返す。

「ど、どうしたの……？」

「あ、アレ。あそこ……！」

　もう二度と見るもんかとばかりに床の一点を凝視しながら、桜花さくらは冷凍庫の扉の端を指さす。

「……な」

　そこには、何度も執しつ拗ようにつけたひっかき傷で、短い文字が刻まれていた。




『今すぐにげろ　殺さ』




　途中で止まってしまっている、誰かからのメッセージ。詳細はわからなくとも、僕たちを絶望の底へ叩たたき込こむには充分すぎる内容だった。

「……響きよう。出よう」

「うん……」

　もはや桜花さくらの提案に逆らう余地はない。一刻も早く、外に──

「うわあああああああっ!?」

「きゃあああああああっ!?」

　二人そろって踵きびすを返すと、真後ろに年老いた女性が立っていた。本能的に身を寄せ合い、足を絡からませ、倒れ込んでしまう僕たち。

　窓から光が射さし込こんだ。月明かりだ。それ以外はありえない。しかしその光は、異常なほど青白く、僕の知るどんな自然光とも少し違う色をしていた。

　この世のものとは思えない、光だった。

「これは、これは。ようこそ」

　ニヤリ、と。老婆が口元を歪ゆがめ、僕たちにゆっくり近付いてくる。




　　　　【３】




「ほっほっほ。それは災難でしたな」

　赤色電灯の明かりが点々と灯ともされた廊下を、僕たちは老婆……いや、お婆ばあさんの先導に従って奥に進む。

「本当にすみません、無断で上がり込んでしまって……」

「構いませんよ。一人暮らしで寂しくしておりますから、賑にぎやかなのはありがたいこってす。まさかこっちに人が来ると思っていなかったので、少し驚きましたがね、ほっほっほ」

　柔和な笑顔で、頭を下げた僕と桜花さくらの侵入を不問に付して下さるお婆ばあさん。ああ、こんないい人に対し一瞬でも恐れを抱いてしまったことが本当に申し訳ない。

　やはりここは旅館……だったらしい。しかし今は営業を止やめ、お婆ばあさんが離れだけを使って単身で生活しているとのこと。だから電気のブレーカーを、普段は半分以上落としてしまっているそうだ。

「昔はそれなりに人も来ていたんですよ。こんな何もないところだけど、いわゆる秘湯が出てね。湯治にいいって、細々と旅館もやっていけてました」

　でも──と、お婆ばあさんは少し遠い目をして息を吸った。

「その肝心な温泉がほとんど枯れちまって、それからは人も出て行くばかりでした。旅館も畳むしかなくなって、みんなで引っ越そうということになったんだけど、あたしゃやっぱり生まれたところに骨を埋うずめたくてね。こうして独りで暮らしとりますじゃ」

「そうだったんですね……。あの、この村なんですけど、交通手段は？」

　桜花さくらが遠慮がちに尋ねると、お婆ばあさんは静かに首を振った。

「今は朝夕に一本ずつ、バスが来るだけですじゃ。夕方のバスはもう出てしまいましたなぁ。今夜は泊まっていきなされ」

「でも、ご迷惑では……」

　さすがに二つ返事はできなかったので遠慮したけど、現実問題、交通手段がないとなると途方に暮れてしまうのも間違いなかった。

「迷惑なもんですか。閉めたとはいえ、旅館をやっていたのですから。お客さんがいらっしゃって、嬉うれしいのですよ。おばばのボケ防止を助けるとでも思って、お世話させて下さいな」

　屈託のない笑みを向けて頂き、僕と桜花さくらはアイコンタクトで気持ちを確認し合う。

「本当に、すみません。……一晩、お世話になります」

　恐縮しきりで桜花さくらが頭を下げ、直後に僕もお辞儀した。申し訳ない限りだけれど、朝まで帰る手段がないのならお言葉に甘えさせてもらおう。我が家やリトルウイングのみんなには、改めて電話しておかないと。

「ええ、ええ。それがよいです。そうなさりなさいな」

　お婆ばあさんは嫌な顔一つせず、ずっと微笑ほほえみ続けてくれている。地獄に仏とは、まさにこのことだろうな。

　優しい言葉と電気の明かりにすっかり安あん堵どしきって、僕たちはここに入ってから感じたいくつかの違和感について、すっかり忘却してしまっていた。

「さ、身体からだが冷えたでしょう。お風ふ呂ろを用意しますよ。大浴場はもう使えませんが、家か族ぞく風ぶ呂ろに溜ためるくらいの温泉ならまだ出ますから」

　ありがたい申し出に僕も桜花さくらも喜びを隠せない。正直、歩き回って汗の臭いが心配だし、身体からだも冷え切っていた。

「秘湯に入れるなんて本当にありがたいです」

　すっかり遠慮も薄れてしまっている自分を戒めつつ、ますます足取りが軽くなる僕なのであった。




　　　　♪




　客間でお茶を頂きながら待機していると、想像よりずっと早くお風ふ呂ろの準備ができたと声がかかった。お湯が枯れかけているという話だったけど、まだ風ふう前ぜんの灯ともし火びというほどではないのかも。

「さあさ、こちらへ」

　桜花さくらと共に再びお婆ばあさんの後を付いていき、たどり着いたのは家か族ぞく風ぶ呂ろ。

「……あ」

「え、ええと」

　当然、男湯も女湯もない。同じ脱衣所に、僕と桜花さくら二人で入るよう促されてしまった。

　なんというか、またしても事実以上に親密な関係と勘違いされているようだ。それに関しては嫌なはずがなく、むしろ嬉うれしい──いや、あまり真面目に考えすぎると顔中が熱くなってくるので置いておくとして、言わずもがな僕と桜花さくらは清らかで健全な関係であり、同じ湯船につかることを是とはできない。

「さあさ、どうぞどうぞ」

　時間をずらして入浴できないか尋ねてみようと思ったけど、お婆ばあさんの一直線なお勧めに、つい言葉を吞のみ込んでしまった。お湯を保っておくのに費用がかかる可能性もあるし、時間が遅くなるのも手間をかけてしまうだろう。これ以上厚かましく頼み事をするのは、なんとなく気が引ける。

「え、ええと。では……」

　桜花さくらも同様だったのか、逆らわず脱衣所へ入ることにしたようだ。……うん、ひとまず僕もそうするか。中に入ってから、交代で設備を使えばきっとなんとかなるだろう。

「ど、どうしよっか」

「そ、そうだね……うーん」

　脱衣所を閉め、真っ赤になりながら尋ね合う僕たち。お先にどうぞ、と言ってしまえば桜花さくらに脱衣を促すことになり、僕が先に、と言ってしまえば桜花さくらの前で積極的に脱衣を望むことに。どっちも選びがたい、究極の選択だ。

　これが血の繫つながった小学六年生の妹の前であれば、僕は迷わず全裸になるのだけど。人の生きる道というのは、いつでも少し複雑だ。

「……あ！　見て、響きよう！」

　困り果てていると、桜花さくらが脱衣籠を指さして驚きの声をあげた。どうしたのだろうと側そばに近付いてみる。

「これ、水着……？」

　そこには、ボクサータイプとワンピースタイプの水着がひとつずつ、きれいに畳まれた状態で収まっていた。お婆ばあさんが用意してくれたのか、それともずっと置きっ放しだったのか。

　真相はわからないけど、僕たちはその化学繊維を凝視しながら悩む。

　時間差で入ると、湯冷めしてしまう危険もあるし、待つ方も待たせる方も絶対に落ち着かない。それなら、いっそ。

　考え抜いた末、僕も桜花さくらも偶然発見したそのアイテムを、ありがたく装備させてもらうことに決めたのだった。







「ふー。生き返る」

　僕の方が簡単に着替えられるので、桜花さくらに後ろを向いていてもらってるうちに水着を履き、磨すりガラスの奥の湯船に身体からだを預けた。いくら見られていないとはいえ、桜花さくらがすぐ側そばにいる空間で下着まで脱ぐのはすごく緊張したな……。そのぶん、というのもヘンだけど、お湯につかった途端全身の筋肉が一気に弛し緩かんした。

　お湯は白濁していて、硫い黄おうの臭いがけっこう強い。いかにも身体からだに良さげな雰囲気で、湯治に使われたというのも納得だ。少し温度が低いけど、そのぶん長くつかっていられそうなので、あながち欠点ではないのだろう。

　改めて電話して帰りが明日になりそうなことを伝えたらみんなますます心配していたし、あまりくつろぐのは後ろめたさもあるのだけど、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたのも手伝って僕の口から大あくびが飛び出す。ああ、極楽極楽。

「お、おまたせ……って、別に待ってないよね。あ、あはは」

「っ」

　吞のん気きの権ごん化げみたいになっていたところへ桜花さくらがおっかなびっくり入ってきて、僕はすぐさま背筋をぴんと伸ばす。

　桜花さくらが身に着けていたのは、スクール水着。しかもかなりの旧式だ。今のご時世には使われてなさそうなデザインだし、おそらくずっとこの宿に残っていたものだろう。

　そして、サイズがだいぶ小さいのか、肩口や脚の付け根辺りに、いかにも窮屈そうな皺しわが寄っている。そのせいで、ますます桜花さくらの身体からだのメリハリが強調されていた。

「あ、あんま見るの禁止……」

「ご、ごめん！」
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　うっかり固定してしまっていた視線を、首がちぎれんばかりに反らす。な、何をやっているんだ僕は。ふしだらな目を向けてはいけない……！

「は、入るね」

「どどど、どうぞっ！」

　かけ湯する音が響いてから、ちゃぽん、と静かに桜花さくらがお湯につかる気配。湯船に生じた波紋が、僕の背中をくすぐる。心臓が口から射出されてしまいそうなほどドキドキした。

「…………」

「…………」

　そのまましばし、黙り込む。桜花さくらと同じお湯の中に居るというプレッシャーと、気恥ずかしさと、隠しきれない多幸感で、どうにかなってしまいそうだった。

「ぬるめだけど、良いいお湯だね。ぽかぽかしてきた」

「そ、そうだね」

　しばし沈黙を共有してから、桜花さくらが呟つぶやいた。身体からだの芯が熱いのは邪よこしまな心のせいだと思っていたけど、なるほどよく考えたら温泉成分によるところも大きいか。

　それなら、あまり過剰に自分を戒めようとしなくてもいいのかな。そう思うと、次第に緊張感も抜けていく。

「はー」

「ふー」

　溜ため息いきが重なる。穏やかで幸せな時間を、ようやくまた共有できるようになってきた。

「……きゃっ!?　えっ!?」

　そう思った途端、隣で水しぶきが上がる。何事かと顔を向ければ、桜花さくらはまっ赤かになって上半身をよじっていた。

「さ、桜花さくら？」

「響きよう。今、何もしてないよね……？　あたしに、触ってないよね？」

「も、もちろんそんなことしないよ！」

　桜花さくらの身になにか異常があったらしい。そこはすごく気がかりだけど、自分の潔白もしっかり表明しておく必要がありそうだ。桜花さくらに直接的な接触を試みようとなんて、するはずがない。

「う、うん。そうだよね、ごめん。でも、じゃあ。さっきのは……ひゃううううっ!?」

　不審そうに白濁したお湯を見回していた桜花さくらが、再び甲高い声を上げ弓ぞりになった。そして、戸惑いしきりで固まる僕に飛びつき、怯おびえた顔で後ろを振り返る。

「な、なにかいる！　なにかヌルッとしたのがさっきからあたしの身体からだ……あ、あ、んああああっ!?」

「さ、桜花さくら!?」

「入って、きたっ！　なんだか太くて、長いモノが、脚のところから、水着の中にっ……！」

「お、落ち着いて……っ」

　僕に抱きついたまま、桜花さくらはびくんびくんと全身を暴れさせる。太くて、長いモノが、中に……!?　繰り返し表明する必要性を強く感じたけど、僕は断じて何もしていない。本当だ。

「あっ、あっ……だめ、や……やんっ！」

　上ずった声が、だんだんかすれて細くなっていく。とんでもない非常事態のようだが、僕にとっても非常事態だった。スクール水着に押しつぶされた桜花さくらの胸が、目と鼻の先で、身体からだの動きに合わせ激しく揺れている。とても正視できない。けれど、目をそらしたままでは桜花さくらの身に起こっている問題の正体が摑つかめない。どうしたらいいんだ……!?

「え……？」

　迷いに迷ったあげく、一瞬だけ顔を正面に向けると、目が合った。

　桜花さくらと、ではない。胸の谷間からにょっきりと顔を出した、極太のウナギと目が合った。

「え、ええええええ!?」

　なぜ温泉にウナギが混入してるんだ!?　あまりにも意味不明すぎて僕はのけぞり、湯船の端にオブジェっぽく置かれた小さな石いし灯どう籠ろうにしがみついた。

「や、やだやだやだなにこれっ！　響きよう、抜いて、お願いっ！」

　桜花さくらも自らの胸の間を這はいつくばっているモノの正体に気付き、僕を押し倒すような体勢で同じ石いし灯どう籠ろうの屋根に両手をついて前まえ屈かがみになる。そこで身の危険を感じたのか知らないけど、ウナギは飛び出した頭をぐにゃりと捻ひねり、もう一度谷間に潜り込もうとした。

「い、いけない！」

　反射的に、僕はウナギのエラ辺りに爪を立てる。でも、ぬめる。かろうじて離さぬよう踏ん張ってみるけど、ウナギは僕の手ごとストラクチャー──もとい、桜花さくらの胸の中へ潜伏しよう這はいずる。

　だ、ダメだ。このまま握っていると、僕の手も水着の中に吞のみ込まれてしまう。

「だ、ダメ！　離しちゃダメ！」

「えっ!?　でも桜花さくら、このままじゃタイヘンなことに！」

「離したら、もっとタイヘンなことになりそうな気がする！　なんか嫌な予感がするの！」

　も、もっとタイヘンなこと。それが何か想像も付かなかったけど、これ以上タイヘンな事態なんてタイヘンどころではないほどタイヘンだ。桜花さくらの第六感シツクスセンスを重く見て、僕は自分の手が粗相を働く瞬間をあえて看過する。

「うわ……!?」

「はぅ……!?」

　吸い込まれた。やわらかい。申し訳なさと緊張でキゼツしそうだ。けれど、ここまでやって何の成果も挙げられなかったらそれこそ死して詫わびるしかない。僕は一念発起して爪立てたその太くて長い肉の塊を、ごぼう抜きするように引っ張り出す。

「や、やっ、あっ、ふ、ふあああああっ！」

　そいつは五十センチは優に超える巨大ウナギだった。すなわち抜き取るまでの間、桜花さくらの正中線は五十センチにわたりぬるぬるのウネウネに苛さいなまれ続ける羽目に。

「で、出る！　出すよ、桜花さくらっ！」

「出して、早くっ！　全部出してえええっ！」

　投げ捨てるように、僕は身体からだを捻ひねってウナギを桜花さくらの水着から抜き取る。よ、よし！　なんとか射しや鰻マンすることができたっ……！

「きゃんっ!?」

「むぎゅ！」

　ほっとしたのもつかの間、桜花さくらが両手を添えて寄りかかっていた石いし灯どう籠ろうが倒れてしまったようだ。

　ガラガラという音を、僕は再び桜花さくらの胸に圧迫されながら、お湯の中で幽かすかに聞いた。

「だ、大丈夫……!?」

「う、うん。なんとか」

　慌てて僕を起こしてくれる桜花さくら。た、大変な目に遭った。けど、なんとか最大の危機は脱することができたようだ。

「ええと、ウナギは……？」

「そこ。もー、なんでこんなの居るわけ……？」

　桜花さくらが指さした方を見ると、崩れた石いし灯どう籠ろうの傍かたわらでウナギはピクピクとノビていた。本当に、なんだったんだろう。お婆ばあさんが、食材用にストックしてたのを忘れたままお湯を張ったのだろうか。

「これ、壊しちゃったね……。後で謝らないと……」

　桜花さくらがしょんぼり項うな垂だれる。ウナギへの疑問は尽きなかったけど、事態が落ち着いた今となっては崩れた石いし灯どう籠ろうの方が気がかりになりつつあった。どうしようもなかったとはいえ、お世話になっておいて備品を損壊してしまったのはかなりヘコむ。僕も誠心誠意お詫わびしないと。

「……あれ？　なんだろ、これ」

　修理可能かどうか確かめたくて石いし灯どう籠ろうに近付くと、妙なモノが目に入った。色あせた、封書。どうやら灯とう籠ろうの隙間に押し込められていたらしい。

　なんとなく気になって、僕はその封書を広げてみる。

「……え」

　途端に、今まで愚かにも棚上げしていた旅館に漂う不穏な空気が、何倍にも膨れあがって戻ってきた。




『油断した。やはりあの老婆、普通じゃない。優しい顔を見せておいて、遅効性の毒を盛る。そうして、何人もの宿泊客を歯し牙がにかけてきた。文字通りの意味で。残念ながら、私はもう手遅れだ。身体からだが動かない。せめてこの手紙を見つけた者の、無事を祈る。今すぐ逃げろ』




「遅効性の……毒だって？」

　文面に、ぎくりとする。お婆ばあさんに会ってから、何か口にしたか？

　……お茶を頂いてしまった。

　いや、でも待て。本当にあのお婆ばあさんが、悪事を働くとは。

「きょ、響きよう。な、なんだかあたし、左腕が……ヘン」

　青ざめた顔で桜花さくらが肩をだらりと落とした。な、なんてことだ、まさか本当に。

「う……」

　疑い始めた途端、僕の両手の指先にもシビレのようなものが襲ってくる。

　盛られた、かもしれない。

「ど、どうしよう響きよう……？」

「だ、大丈夫！　毒は遅効性って書いてある。まだ、逃げられる……！」

　桜花さくらと頷うなずき合って湯船から飛び出し、脱衣所へ。着替えるか迷ったけど、のんびりしているうちに動けなくなったらマズい。それでもせめて最低限……と、桜花さくらにスクール水着の上から僕の白シャツを羽織らせ、廊下に出る。

　──キィイイイイ。

「ひっ!?」

　途端に、またあの不快な音が響き渡った。

　また、猫が爪を研いでいるのか。

　どうか、そうであって欲しい。

　──キィイイイイ。

　未踏の領域へ進むのはリスクが高すぎると判断して玄関の方へ戻るにつれ、音が大きくなっていく。また、調理場だ。引き戸の前に来た時、壁一枚隔てたこの向こうから聞こえてくる音だと、聴覚が悟る。

「…………」

　今度はまさか、開けて確かめようなんて馬鹿な気は起こさない。僕と桜花さくらはじりじりと調理場の前を通り過ぎ、静かに静かに旅館の外を目指す。

「待ちなされ」

「……っ」

　角を曲がった時、背後からお婆ばあさん……いや、老婆の声がして、僕たちはびくりと身をすくませた。

「……なん、でしょう？」

　振り返らない、振り返れないまま、桜花さくらが尋ねる。

「夕食が、まだじゃろ？」

　穏やかで、慈愛に満ちた声色。

「ワタシの」

　それが、

「久方ぶりの」

　段階的に、

「夕食がナァアアアアア！」

　この世のものとは思えぬ歪ゆがみきった怒号に変貌していった。同時に、どこからともなく青白い光が射さし込こみ、僕たちの前方の壁にシルエットを映し出す。

　背中を曲げた老婆が、身の丈の半分もありそうな大おお鉈なたを構え、今にも飛びかからんとしているシルエットを。

「うわあああああああああ！」

「いやあああああああああ！」

　走った。桜花さくらとキツくキツく手を握り合い、とにかく走った。靴も履かず玄関を飛び出して、門に体当たりする。開かない。

「きょ、響きようっ！　こっちっ！」

「う、うんっ！」

　諦めて、庭伝いに別の出入り口を探すことにする。存在するかすら定さだかではないけど、どのみちここに留とどまっていたら助からない。

「あそこだ！」

　しめた、ぐるりと周りを囲む塀へいに、一カ所くりぬかれたような長方形の穴が開いている！　あそこから、敷しき地ちの外に出られそうだ！

「っ!?」

　至近まで迫ると、希望がすぐさま絶望に変わる。確かに、ここから脱出はできる。けれども、一歩先は、とても立っていられないであろう急斜面になっていた。奥を覗のぞけば漆黒の闇。もし踏み出せば、無傷で──否いな、それどころか生きていられるかすら定さだかではない。

「ふひひひひひひひひゅあおへへおほ！」

　それでも、覚悟を決めるしかなさそうだった。ガサガサと虫の這はうような足音と、老婆の狂い笑いがすぐ傍そばまで迫っている。

「桜花さくら。助からなかったら、ごめん」

「……いいよ。響きようがずっと、離さないでいてくれたら、それでいい」

　ふっと面もちを緩め微笑ほほえみかけると、桜花さくらも澄んだ笑みを向けてくれた。そして僕らは心を一つにして、固く抱き合って、同時に闇の中へ踏み出した。

「くっ……！」

「んんっ……！」

　地滑りを起こしたように足下から急斜面に吸い込まれ、腰が、背中が擦こすれ、上下感覚すらあやふやになる。それでも、僕も桜花さくらも、抱きしめ合う互いの身体からだだけは絶対に離さなかった。

　──どぷん。

　滑落が、止まった。同時に全身を襲ったのは、怖おそれていたどの感覚とも違う、なんとも表現しがたい……粘つきだった。

「え、どうなってるの？」

「とにかく、助かった？」

　わけがわからず、きつく結んでいたまぶたを開く。

　辺り一面、ウナギだった。

「う、うわああああああ！」

「い、いやああああああ！」

　同じく状況を把握した桜花さくらとほぼ同時に叫び声を上げ、何百匹というウネリの中をまさしく這ほう々ほうの体で、何度も転び、溺れかけながら搔かき分わける。辺りはなぜかやたら明るくて、桜花さくらの柔肌をウナギが執しつ拗ように蹂じゆう躙りんする様が否いや応おうなしに目に入ってきた。白シャツを着せてしまったせいで、べたりとスクール水着に張り付いた布地が余計に背徳的な雰囲気を醸かもし出だしている。

「さ、桜花さくらっ！　こっち！」

「うううううなんなのよもおおおお！」

　やがて、ウナギ地獄の終点にたどり着き、僕は桜花さくらを引き上げてから仰向けに倒れ、何度も肩で息をした。相変わらずやたら明るくて、背中の下にはお花見で使うようなブルーシートが敷かれている。

「ん……？」

　次第に気持ちが落ち着いてくると、状況の違和感に気付かされる。

　なんか、やけに人工的というか、作為的すぎる場に居るような気が……？

「カット～！　すばらしいっ！」

　疑問に耐えられなくなって上半身を持ち上げた僕の傍そばに、メガホンを持った二十代後半くらいの女性が満面の笑みで駆け寄ってきた。何事かとさらに辺りを見回せば、ビデオカメラ、マイク、照明……。いろんなものが、僕たち二人にまっすぐ向けられている。

「迫真の演技、ありがとうね～！　おかげで本番より、今日のゲネプロの方が良いい絵になったんじゃないかってくらいだよ～！」

「ゲネ、プロ……？」

　一方的に歓喜を伝える女性に、桜花さくらが首を捻ひねる。ゲネプロ。舞台とかの、通しリハーサルのことだったはず。……ということは、つまり？

「あっ、でもお風ふ呂ろのシーンはやりすぎでＮＧだよ、あはは。あんなの放送できないってば」

「ほ、放送……？」

「もちろん、どのみち今日の映像を流したりはしないけどね。っていうかお風ふ呂ろのウナギはプラン替えた方が良いいかな。オチの伏線のつもりだったけど、逆にラストのインパクトが弱くなっちゃうかな……？」

　呟つぶやいた僕に構いもせず、メガホンを持った女性はマイペースに腕を組む。

　……とりあえずなんとなく、今置かれている状況は把握できてきた。要するに、さっきまでの出来事は全部、テレビ番組の──おそらくはドッキリ系バラエティのリハーサルだったんだ。

　そう察して、まずは脱力。あの恐ろしい記憶が、現実じゃなくて本当に良かった。

　でも、大きな疑問が残る。

　なんで、僕と桜花さくらがあんな目に遭ってしまったのか。

　いい加減問とい質たださなくてはと口を開きかける。するとその寸前で、こちらの方に慌てふためいた足音が二つ近付いてきた。

「す、すみません監督っ！　本当に遅くなりました！」

「あのっ！　『山やまの手てプロダクション』の、エキストラですっ！　実は、途中で車がパンクしてしまって、しかも携帯が圏外で連絡もできなくて……！　本当にごめんなさい！」

　平身低頭ぺこぺこお詫わびする、若い男女。

「え？　君たちが、エキストラ？　……じゃあ、そっちの君たちは？」

　現れた男女二人と、僕たちを交互に見て、だんだんと顔を引きつらせていくメガホンの女性。

　……なるほど。謎は、全て解けた。

「勘弁してよ、本当に……」

　盛大な溜ため息いきと共に桜花さくらが発したその一言に、僕の心境も全て集約されていた。




　　　　♪




　後日リトルウイングに、僕たちがロストした釣り道具一式を、あの時のクルーが送り届けてくれた。手違いで巻き込んだ責任を感じ、僕たちから聞いた情報を頼りにお詫わびの印として探してくれたそうだ。それで全て水に流すかは僕以上の被害者だった桜花さくらに任せるとして、桜花さくらの大事な持ち物が手元に戻ってきたことは僕もすごく嬉うれしかった。

　ついでにウナギも送られてきたので蒲かば焼やきにしてみんなで食べた。とても美味おいしかった。
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　　　　◆五月某日＠『タランチュラホーク』Live







『みんな、ありがとう。新曲どうだった？　……そっか。好評でなにより。そんじゃここでもう一つ新しいお知らせだ。あー、なんて言うんだっけ。ナントカ動画？　忘れたけど、そこに、タランチュラホークのコミュニティページってのを作ることにした。……おー、めっちゃ反響あってびっくりだよ。やっぱ今はあーいうの、みんな使ってるんだね。ウチらはインターネットとか疎うといからね、あはは。

　ま、余計なことはいいや。これからそのページに、少しずつライブ映像とか載せてもらう予定だから、気が向いたらチェックしてみて。他にも、ちょっと変わった企画とかも考えてるし。

　オーケー！　告知は以上！　そんじゃラスト行くよ！　最後までしっかり付いてこいよ！


Sorrow』
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『待たせたわね！　私たちよ！


霧きり夢ゆめ』



『貴き龍りゆう様、だれも待ってませんよ。少なくとも今のところは……。


柚ゆず葉は』



『ええと、急にタランチュラの皆さんと関係ない動画をアップしてごめんなさい。私たちは、Dragon[image: ≒]Nutsというバンドをやっている小学六年生三人組です。


くるみ』



『なーにカマトトぶってんのよ。らしくないわね。


霧きり夢ゆめ』



『痛いでしょ!?　脇腹つつくな！


くるみ』



『実は私たち、人間じゃなくて悪魔……子どもの悪魔なので、子悪魔なんです！　だからツノが生えてますよ～、つんつん。衣装も子悪魔のコスプレです。……あっ、コスプレじゃないです！　子悪魔そのものです！　十万と十一歳の、子悪魔です！


柚ゆず葉は』



『柚ゆず葉はも唐突すぎでしょ！　ちゃんと台本……じゃなくて、えーと、その……子悪魔総会で決めた通りにやってよ！


くるみ』



『ま、とにかくそういうこと。しかたないからタランチュラホークの使い魔になってやったわ。その代わり、緑りよく水すい晶しように曲を書かせたの。それを今から三人でスタジオライブするから、ありがたく聴きなさい！


霧きり夢ゆめ』



『ふてぶてしすぎ～！　す、すみません。この人たち、子悪魔なもので……。や、私もですけど。とにかく、緑りよく水すい晶しようさんが書いてくれた曲、とってもかっこいいんです！　だから、一度でいいのでぜひ聴いてみて下さい！


くるみ』



『これから、私たちの動画もときどきここにアップして頂けることになりましたっ。ついでに視聴してもらえたらとても嬉うれしいですっ！


柚ゆず葉は』



『それじゃ早速曲をやるわね。そのうち前座とかでライブにも出るかもしれないから、しっかり予習しておくこと！


霧きり夢ゆめ』



『……ねえこれ、撮り直さなくていいの？　とりあえずシメるの？　……わかった、わかったってば。ではでは聴いて下さいっ！　Dragon[image: ≒]Nutsで、「メランコリック・シード」！


くるみ』
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『え、えっとっ。みなさん！　お久しぶりです！　リヤン・ド・ファミユですっ！


潤じゆん』



『少しライブ休んじゃっててごめんね。でも、こうして動画を見てくれて嬉うれしいわ。


希のぞ美み』



『キョウハミナサンニオシラセガアリマス。


そら』



『……そら。棒読みすぎ。もっと自然な感じでしゃべらないと。


希のぞ美み』



『はむ。むずかしい。


そら』



『え、ええと。お知らせなのですが。実はこの度……私たちが「天使」であることが発覚しましたっ！　わ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！


潤じゆん』



『ぱちぱちぱちぱち。


そら』



『ほらほら見て。天使だから、背中に羽が生えてきちゃったわ。まだ小さいから飛べないけど。お洋服もかわいいでしょ？　ユナが作ってくれた……じゃなくて！　天使の制服なの♪


希のぞ美み』



『早くまた、みなさんの前でライブがしたいですっ。その時はこの服で演奏しますよ！　もうすぐだと思うので、ぜひぜひ見に来て下さいっ。


潤じゆん』



『はむ。かみんぐ・すーんです。ライブの日にち、決まったらお知らせします。


そら』



『楽しみにしててね。……と、それだけじゃなんだから、この後で一曲スタジオライブしてあげるわね。なんと、新曲よ！


希のぞ美み』



『えへへ。今までの曲も、少しずつスタジオライブ動画をアップロードしてもらう予定ですので、ちょくちょくページを覗のぞきに来て下さると嬉うれしいですっ。


潤じゆん』



『ではでは、新曲です。リヤン・ド・ファミユで、「ドラマティック・シード」です。


そら』
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『どうも、お久しぶり……でもないですね。出しゃばりでごめんなさい！　Dragon[image: ≒]Nutsですっ。


柚ゆず葉は』



『前回の動画、思ったより好評でよかったです。曲、ほんとうにかっこいいですよね！


くるみ』



『イラストも褒めてくれてありがと。なかなか見る目があるじゃない。……でも私たちのことディスってたごく一部！　名を名乗りなさい！　呪いかけてやるんだから！


霧きり夢ゆめ』



『貴き龍りゆう様、落ち着いて下さいっ。今日は他のお話をしないとですっ……！


柚ゆず葉は』



『実はみなさん。こうして、緊急で動画をアップしたのにはわけがあるんです。


くるみ』



『ふん、そうだったわね。……というわけで、ゆゆしき事態なの。実は、私たちのことをパクったやつらが現れたのよ！　ほんと失礼しちゃうわ！


霧きり夢ゆめ』



『私たちが「子悪魔」になったすぐ後に、じゃあこっちは「天使」だって言い張りだしたバンドが現れたんです。信じられないことに。


くるみ』



『しかも、新曲のタイトルまでそっくりで。いったい、「悪」なのはどっちなんでしょう……？　いえ、子悪魔はこっちなんですけど。


柚ゆず葉は』



『今日動画をアップしたのは、宣戦布告のためよ。私たちは、断じて天使バンドなんて認めないんだから。いざとなったら、実力でねじ伏せてやるつもり。


霧きり夢ゆめ』



『タランチュラホークさんの使い魔として、そして子悪魔バンドとして、天使バンドなんかに負けないようこれからますます活動を頑張るつもりです！　なので、みなさんも私たちの活動を応援してくれたら嬉うれしいです！


くるみ』



『では今日も最後に一曲聴いて下さい♪　タランチュラホークさんの大好きな曲をコピーしてみましたっ。Dragon[image: ≒]Nutsバージョンで「洞穴の回廊」ですっ！


柚ゆず葉は』
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『はむ。おひさしぶらないです。こんにちは。


そら』



『こんなに早く新しい動画を上げる予定じゃなかったのよ、本当は。でも、どーしても我慢ならないことが起こってしまったの！


希のぞ美み』



『ううう、聞いて下さい。私たちが、「まねっこバンド」だって言われてしまったんです。一生懸命考えたのに──


潤じゆん』



『潤じゆん、潤じゆん！　違う！


希のぞ美み』



『わにゃ!?　間違えました！　私たちは、このたびたまたま天使だと発覚しただけなのに、アイデアを盗んだんだろうって……。


潤じゆん』



『盗んだりしてません。生まれつきです。しょうこもあります。


そら』



『そう。希のぞ美みたちがパクってないことはちゃんと証明できるわ。子悪魔なんちゃらの人たちが、自分たちのすぐ後に真似まねしたって言い張ってるけど、むこうが動画を上げてからこっちが上げるまでの間って、五分くらいしかあいてないじゃないの！　五分でどうやってパクって、衣装まで用意するっていうの！


希のぞ美み』



『ぞ、ぞみ！　衣装は……！


潤じゆん』



『あ。い、衣装は天から降ってきたんだけど、それはさておき。


希のぞ美み』



『はむ。設定がたくさん。


そら』



『くーちゃんっ、設定じゃなくて……ええと。


潤じゆん』



『まちがえました。天使の事情は、複雑なのです。


そら』



『そ、そう。複雑で、たまに説明がヘンになる時もあるけど、これだけは断言するわ。希のぞ美みたち、パクりなんて絶対してないからね！


希のぞ美み』



『みなさんっ、悪い子悪魔には騙だまされないよう、気をつけて下さいねっ。


潤じゆん』



『それでは曲をやります。聴いて下さい。リヤン・ド・ファミユで「スタートライン！」です。


そら』
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『信じられないわ！　ぬすっと猛たけ々だけしいとはまさにこのことね！


霧きり夢ゆめ』



『私たちは善良な子悪魔なのに、ひどいことを言われてしまいました……。


柚ゆず葉は』



『子悪魔が善良でいいのかはともかくとして……。私たちがワルモノ呼ばわりされるのは本当に納得がいきません！　天使だからって、差別や偏見が許されて良いいのでしょうか！


くるみ』



『良いいはずがない！　そもそも、この地上で天使と悪魔が同時に暮らすこと自体無理だったんだわ。私たちが子悪魔として平和に暮らすために、天使をこのまま野放しにしておけない。


霧きり夢ゆめ』



『やはり、戦いは避けられないのかもしれません。子悪魔系バンドとして、天使バンドのみなさんと決着を付けるため。今こそもう一度、対バンライブを申し込む時かと！


柚ゆず葉は』



『近々、ライブの日程を発表します。動画を見て下さってるみなさん、ぜひぜひ私たちの応援に来て下さい！


くるみ』



『それじゃ、今日の一曲よ。Dragon[image: ≒]Nutsで、「スタートライン！」聴いてね♪


霧きり夢ゆめ』
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『天使として、争いごとは避けなくちゃダメ。……そう思っていたけれど、あの子たちは一線を越えてしまったわ。


希のぞ美み』



『はむ。「スタートライン！」は、潤じゆんたんが作った、わたしたちの曲。


そら』



『貸してって言ってくれたら、喜んで貸したのに、無断で演奏するのはちょっと……です。


潤じゆん』



『希のぞ美みたちをパクり呼ばわりしておいて、しれっとこっちの曲をパクる！　まさに悪魔のやることだわ！　無意味な争いは好まないけど、天使として、浄化しないとね。あんなずうずうしいバンドは。


希のぞ美み』



『私たち、対バンの申し出を受けることにしました。というわけで、久しぶりのライブやります！　日程は、この動画といっしょにページ内にアップしましたっ！


潤じゆん』



『みんな、遊びに来てね。わたしたちのこと、応援して下さい。


そら』



『それじゃあここで一曲。もう一度新曲「ドラマティック・シード」をやるわ。ライブまでにしっかり予習してきてね♪


希のぞ美み』














　　　　♪




　自室で最新の動画とインフォメーションを更新してから五分間ゆっくり深呼吸。それから僕はもう一度コミュニティページを開いた。

「……よし！」

　最新動画のアクセス数、既に千越え。新たにアカウントを作ったアマチュア用チケット予約管理サイトにも順調に申し込みが入り始めている。

　ここまで一週間ほどかけて動画サイトで繰り返した『天使バンドと子悪魔バンドの対立』という劇場型プロモーションは、時間に比例してバズが拡大していった。もちろん、ローカルもローカルな規模ではあるけれど、みんなの活動に新鮮みを取り戻す意味で、現時点でも一定の成果はあったと断言して良さそうだ。

「まったく、とんだ茶番に付き合わされちまったなぁ」

　僕の背後に立って画面を覗のぞき込こみ、溜ため息いき交じりに嘆いたのは、タランチュラホークのリーダーであるソロウさんだ。今日は今後について細かく打ち合わせたいことがあったので、わざわざご足労願ったのだった。

　……そう、茶番。リヤン・ド・ファミユとDragon[image: ≒]Nutsのネットバトルは、みんなで話し合ったシナリオ通りに進めた既定路線。もちろん、天使と子悪魔という設定も意図して演じてもらったものだ。衣装提供はどちらのバンドもユナさん。

「すみません、思いっきり巻き込んでしまって……」

「ここまで大げさだとは思ってなかったけど、まーいい。もらうもんもらってるからね。おかげでウチらのネット動画も好評でさ、お客さんも増えたし、お小遣いも入りそうだ。あはは」

　お詫わびすると、ソロウさんは軽快に笑って下さったので安あん堵どする。ケンカの部分はリアルファイトじゃないけど、Dragon[image: ≒]Nutsのプロデュースを正式にタランチュラホークにお願いしたのは偽りなき事実だ。引き受けてもらうのに払った対価は、僕がタランチュラホークのコミュニティページと動画の管理を引き受けること。ついでに付け加えれば、Dragon[image: ≒]Nutsの動画はタランチュラホークのページにアップロードしてあるので、そちらの方もＰＶが増えれば増えるほど、ソロウさんたちの元に広告収入が入る（もちろん大した額ではないけど）。

　ちなみに余談だけど、視聴者さんも両バンドが本気でケンカしてると思っている方はほとんど居ないようで、心配する類たぐいのコメントは滅多に流れてこない。あるのは『プロレス乙』みたいなのが二割くらいで、あとはただ『かわいい』の一言、もしくはそれに近い内容ばかりだった。茶番だとわかった上でエンタメとして捉えてもらえはしないかという僕の希望的観測が、ありがたくも現実となったようで、心からほっとする。

「さてと、決めること決めたしそろそろ帰るわ」

　ソロウさんがぐっと身体からだを伸ばす。ライブ映像の撮影方法や編集方針を話し合うことができたので、恩を返すためにもこれからどんどんタランチュラホークのコンテンツを増やしていかないと。

「ねーくるみ、いっしょに行く？」

「そうですね、時間もちょうど良いいですし」

　振り返ったソロウさんに尋ねられ、今までずっと僕のベッドの上に正座で微動だにしてなかったくるみが大きく息を吐いて立ち上がる。今日はこの後、ご本人たちの練習前にDragon[image: ≒]Nutsのご指導もお願いできる予定になっていた。

「監視せんでも兄貴に手なんかださねーっての。どんだけお兄ちゃん大好きなんだか」

「な!?　べ、別に監視じゃないですし！　お兄ちゃんの前でヘンなこと言わないで下さいっ！」

　からかい調子のソロウさんにくるみは怒って抗議した。それも無理はない。くるみがずっとベッドの上で座り込んでいた理由は……その実よくわからないのだけど、最低でもソロウさんが言うような理由ではないだろう。

「あはは、悪い悪い。さ、行こうぜ。ライブも近付いてきたしびしばし行くからね」

「それは望むところです。監視はしてないです」

　打ち解けた雰囲気で、二人は僕の部屋から出て行こうとする。相変わらずかなり指導は厳しいようだけど、傍はた目めからもDragon[image: ≒]Nutsの三人がタランチュラホークの皆さんとますます仲良くなっているのが伝わる。

　全員で望み、決めた道とはいえ、競い合うには本当に手て強ごわい相手だ。なんとか僕も、潤じゆんたちのライブがより良くなるアイデアを模索し続けなければ。

「それじゃあ練習行ってくるわね、お兄ちゃん」

「うん、行ってらっしゃい」

「またな貫ぬく井い。楽しみにしてるよ、天使と悪魔の大決戦」

「……はい。ソロウさん、みんなをよろしくお願いします」

　部屋を出て行く間ま際ぎわ、ソロウさんがニヤリと笑った。期待を裏切らないよう、残された時間でしっかりライブのパフォーマンスを煮詰めておこう。

「よし、僕もそろそろ行くか」

　二人が去ってから少しの間精神統一し、リヤン・ド・ファミユの練習に参加すべく身支度を整える。さあ今日も一日、楽しく有意義に過ごすぞ。




　　　　♪




　リトルウイングの教会が、久々の大熱気に包まれている。

　満を持して開催したライブは前売りでチケットが完売し、招待席や機材の置き場をギリギリまで減らしてもまだ足りないくらいだった。ブランクが空いたぶん、懐なつかしさで来てくれたお客さんもいるのだろうけど、それだけでは説明が付かない客層の多岐化を肌で感じる。

　わかりやすい部分では、全身黒色で固めたファッションの若い女性がすごく増えてる。明らかに、以前は見受けられなかったタイプの人たちだ。タランチュラホークのファンで、こちらにも興味を持って観みに来てくれたのだろう。

『さー、チャームの呪いでメロメロにされたいのは誰かしらっ？』

　対バンの先攻はDragon[image: ≒]Nuts。子悪魔キャラを忠実に演じ、霧きり夢ゆめが嬉き々きとオーディエンスをあおっている。実に楽しそうで、はまり役だなと僕もＰＡ席で微笑ほほえましくなった。控えめに悪魔テイストを混ぜた黒のゴスロリファッションもみんなによく似合っているし、ますます魅力的なバンドになったなとしみじみ思う。

　ちなみに、肩書きは『小悪魔』ではなく『子悪魔』が正式。霧きり夢ゆめが『ちっちゃくない！』と主張を曲げなかったのでこの表記に落ち着いた。

「まだリズムが甘いなー。ま、だいぶ良くなってるけど」

　タランチュラホークの皆さんもライブを見守りに来てくれていて、ソロウさんがやれやれといった感じに隣で呟つぶやく。さすが、お厳しい……。僕としては、三人の一体感が猛烈に増していてずっと舌を巻きっぱなしなのだけれど。

　でも裏を返せばつまり、Dragon[image: ≒]Nutsはこれからもっともっと良くなるということなのだろう。末恐ろしさのようなものも感じるし、食らいついて切せつ磋さ琢たく磨まを続けることで、共にさらなる高みへと上り詰められるはずと気合いも入った。

　これからがますます楽しみだな、本当に。緊張感を抱えつつ、心からそう思った。




　　　　♪




『お待たせしました、リヤン・ド・ファミユですっ！　いっしょに昇天しちゃいましょー！』

　舞台転換し、後攻の潤じゆんたちが登場。ど頭のＭＣで、客席は爆笑の渦に包まれた。天使コンセプトに合わせて考えてくれたんだろうけど、相変わらず言葉のチョイスがいろんな意味で芸術的だ……。

「わ、わにゃ……？」

「もう潤じゆんはその方向でいいわ……。さー久々のライブ、盛り上がっていくわよ～！」

　すかさず希のぞ美みがフォローして、そらの４カウントで演奏スタート。うん、くだけた場の雰囲気を勢いに活いかす、素晴らしい連携。みんなも着実に、ライブの実力を増している。

　僕の頼りなさは否定できなかろうと、自信を失う必要なんてない。三人の魅力には、まだまだいくらでも伸びしろがあるのだから。

　静せい謐ひつな教会のステージで、三人の天使が歌い、跳び、目にした人々を笑顔に導く。

　誇張なんか抜きで、きっとこの場所は、日常で過ごす他のどんなところよりも天国に近い。

　だからこそいつだって、笑顔が溢あふれていて欲しい。まぶしいステージを見つめながら、僕は祈る。これからもずっと、ここでたくさんの人と笑い合いながら過ごせますように。

　そのためにできることなら、なんだってやろう。ただ思うだけじゃなくて、実行に移そう。

　それが他ならぬ僕自身の、今描ける一番大きくて、一番わくわくする夢の形だった。











　　　　◆五月某日＠リトルウイング懺ざん悔げ室（生放送）







『みなさん。改めまして、今日はライブに来て下さりありがとうございましたっ。そして、まだ会場に残って下さってるみなさんに、もう一回ありがとうございますっ！


潤じゆん』



『お知らせした通り、楽屋から生放送でアンケートの開票をするわよ。天使と子悪魔、今回のライブでたくさん信者を手に入れたのはどっちかしら？


希のぞ美み』



『はむ。勝った方が、アンコールをやります。どきどきです。


そら』



『まあ、私たちの勝ちはゆるぎないだろうケドね。すごく手応えがあったわ。


霧きり夢ゆめ』



『まだ成長しなきゃいけないところはあるけど、今出せるモノはぜんぶ出したと思います。だから結果に悔いはありません。


くるみ』



『リヤン・ド・ファミユのみなさんも、やっぱりとてもすてきなライブでした。敵ながらあっぱれ、という感じですねっ。


柚ゆず葉は』



『Dragon[image: ≒]Nutsのライブも本当によくて、本当にすごいなあって思いました。でも、私たちも精一杯できることはやったので、悔いはありません！


潤じゆん』



『こら、天使と子悪魔でなれ合ってどうすんの。勝負は結果が全てよ。口で言い合っていてもらちが明かないから、さっさと集計結果発表して。


霧きり夢ゆめ』



『ではでは、アンケートの結果です。今回のライブ対決で、勝ったのは──どぅるるるるるるる……


そら』



『じゃん！　ええと、二票差で……「Dragon[image: ≒]Nuts」の勝ち……ああああ負けてる～!?


希のぞ美み』



『ううう、少し届かなかったぁ……。


潤じゆん』



『さすが見る目あるわ──と言いたいところだけど、二票差じゃあんまりドヤれないわね……。ひとまずなんとか勝利ってところかしら。


霧きり夢ゆめ』



『アンケートをとるタイミングで結果は変わりそうですね……。もっともっと実力を付けないと、天使をこの世から消し去ることは難しそうです。


柚ゆず葉は』



『なんか物騒こと言ってるわね……。でもとにかく、今回は希のぞ美みたちの負けみたい。悔しいわ……。でも、これで終わりにはしないから！　ぜったいもっと良いいライブして、次は勝つんだから！


希のぞ美み』



『ええ、当然望むところよ。私たちももっと練習して、次こそ完全にたたきのめしてあげる。とりあえず、今日のアンコールは私たちがやらせてもらうわね。


くるみ』



『はむ。いってらっしゃい。またすぐライブやって、次はわたしたちが勝ちます。がんばります。なので、また応援しにきてください。


そら』



『私たちの今日の出番は、残念だけどここまでです。この後は、会場に来てくれたみなさんに、Dragon[image: ≒]Nutsからアンコールのプレゼントです。生放送を見て下さって、ありがとうございました！　今日会場に来られなかった方たちも、いつかライブを生で見て、応援して下さったらとっても嬉うれしいですっ！　それでは、またお会いしましょう！　リヤン・ド・ファミユでしたっ！


潤じゆん














　　　　♪




　喜びを内に閉じ込めようとしつつも笑顔になるのをこらえきれない様子でDragon[image: ≒]Nutsの三人がステージに戻っていくと、ほどなく大歓声が壁越しに聞こえてきた。

　楽屋には僕とリヤン・ド・ファミユ、そしてタランチュラホークの三人が残っている。

「負けちゃいましたね……」

　溜ため息いき交じりに潤じゆんが呟つぶやいた。しかし、その表情はそこまで沈痛なものではない。

「はむ。響きようにーの予言どおりになった」

「みんなが負けると確信していたわけじゃなかったよ。でも、始まる前から今回は厳しい勝負になりそうだったから」

　こちらの不利を心配したのは、お客さんの層が、思ってた以上にタランチュラホークファン──見た目がそんな印象を抱かせる服装の人に偏っていたのだ。ならば、Dragon[image: ≒]Nutsは票を集めやすいだろうな、という予感を自然と持った。なにしろ、オリジナル曲の大半がタランチュラホークの皆さんによる作成なのだから。

　そんな状況下で僅差の二票なら、大きく想定を外れた結果ではない。もちろん潤じゆんたちにも勝たせてあげたかったし、プロデュースした側としても負けは悔しいんだけど。

「ナッツにしても、次からが本番だろうね。ウチの客も、今回は物もの見み遊ゆ山さんで冷やかしにきたやつらが多いだろうし。何度も集客できるかはあいつらのパフォーマンス次第だ」

「今のままじゃムリ。もっとシゴく」

　鴉からすさんが冷静に分析し、緑りよく水すい晶しようさんが愉たのしそうに笑う。ほんの少しだけくるみたちの未来を案じつつ（絶対乗り越えるだろうけど）、こちらの成長がおぼつかなければ今後連戦連敗もありえるだろうなと気を引き締めた。

「響きよう。希のぞ美みたち、まだちょっと照れがあったかしら……？」

　むむうと腕組みして、ライブを振り返る希のぞ美み。『天使キャラ』を貫き通せていたか、という問いだろう。僕の印象としては、やり切れてないとは思わなかった。ただ、あえて言えば。

「よりいっそうノリノリだったのは、Dragon[image: ≒]Nutsの方だったかもしれないね」

　身も心も子悪魔バンドとして『色づけ』できていたのは、霧きり夢ゆめたちの方だったかも。その差が二票という形に出た可能性は否定できない。

「わにゃ、もっと天使になりきらないとだめですよね。……でも、ちょっと照れがあって」

　頰を染める潤じゆんに、ソロウさんが何度も頷うなずいてからポンと肩に手を置いた。

「わかるわかる。でも、やると決めたんなら徹底的にやりきりな。照れって、伝染するんだよ。一人が照れてるとメンバーも照れてくるし、何より客まで照れてくるから。そうなったら最悪だ。ライブ観みること自体が苦痛になる」

　なるほど、とても重要な言葉を頂いてしまった。確かに、恥ずかしそうにやっていたら観みていても辛い。それはなんとなくイメージできる。

「初期のソロウなんてヒドかったからな～。思いっきりバンドの舵かじ切きり間違えたんじゃねって頭抱えた」

「それが今は、こんなに立派な邪じや気き眼がんおばさんに」

「邪じや気き眼がんでもおばさんでもねーよ！　てか同い年なんだから墓穴掘ってるぞ緑りよくの字ッ！」

　他のメンバーにからかわれ、声を荒らげるソロウさん。そうか、前も小耳に挟んだけど、皆さんですら試行錯誤しながら今の形に落ち着いたんだなあ。

　そう思うと、まだ踏み出したばかりの潤じゆんたちが惑うにはまだ早い。霧きり夢ゆめたちと共に、天使と子悪魔バトルで盛り上げて、リピーターになってくれるお客さんを獲得し続けよう。

「あと、ここだけに籠もらない方がいい」

「あー、それな。ホームの箱はこの教会で良いいけど、外のライブハウスに出ることも考えていきなよ。動画観みてる人全員がここまで足運べないだろうし、ほんの少しでも活動の場を広げた方が、バンド追っかけてくれる人も増えるはず」

　立て続けに、緑りよく水すい晶しようさんと鴉からすさんからアドバイスを頂く。確かに、動画でも『東京なら行きたかった』的なコメントがあったし、こちらから近付いていくアプローチは大事だろうな。もちろんみんな小学生だから遠出は難しいとしても、最大限可能性は模索してみるべきだろう。

「はむ。たくさん教えてくれてありがとう」

　そらが先陣を切ってぺこりと頭を下げ、僕たちもお礼を重ねた。すると皆さんが朗らかに笑ってかぶりを振って下さる。

「こっちだって楽しんでるよ。ナッツも面白いけど、君らも面白い。面白い音楽なら、いつでも歓迎だ」

　ありがたい言葉を頂いて、僕も三人も満面の笑みに。それから、一人、また一人と掌てのひらを前に差し出し、僕たち四人は右手を重ね円を作った。

「みんなが六年生になって最初のライブ。負けはしたけど今までで一番良かったと本気で思う。次に向けて、もっと楽しんで、もっと良いいライブをしよう」

　僕が頷うなずくと、潤じゆんが瞳をらんらんと輝かせやる気を露あらわにしてくれる。

「はいっ！　今日のライブ、本当に楽しかったです！　次はもっともっと、お客さんが楽しんでくれて、私たちも楽しくなれるライブを目指しますっ！」

「そして、次は勝つわよ。天使なんだから、子悪魔に負けっ放しなんて絶対ダメよね！」

　希のぞ美みもへこたれた様子なんかまったく見せず、力強いガッツポーズを披露する。

「はむ。響きようにー。早く次のライブを決めましょう」

　ドラムを叩たたき通した後でも疲労感をまったく見せないそらは、きりりと眉を持ち上げながら敬礼して、早くも明日に希望を馳はせている。

　きっと、みんなもっともっとすごくなる。小学生六人の成長に負けちゃいられない。僕もたくさんの物事を吸収して、がむしゃらに前に進んで。自分の夢を形作ろう。

『家族の絆リヤン・ド・フアミユ、輝き続けろステイゴールドっ！』

　最近決めたばかりのかけ声を四人で交わし、僕たちは今日の敗北を希望の色に塗り替えた。
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　ＰＣにメッセージが届いたのは、ちょうどボブ・ディランの『Like a rolling stone』を聴いている時だったから、妙にドラマのようなものを感じてしまった。

「転がる石のように、かあ」

　確か、歌詞の内容はあまりポジティブじゃなくて、没落を歌ったような内容だったはず。だから本来の意味だと適切ではないんだけど、その一節だけが僕の頭の中で何度もリフレインして止まらなくなる。

　一つ動き出したら、唐突に目に映る景色全てが坂道を下るようなスピードで流れ始めた。そんな感じ。

　さて、と僕は立ち上がって腕組みする。一存で返事はできないからまずは相談なのだけど、電話するか、それともメール？

　どれもなんとなくしっくりこないというか、『風ふ情ぜいが足りない』気がして、僕は外出の準備を始めた。内か外かで迷わず外を選ぶようになったのだから、この一年で起こった心境の変化に、改めて自分でも驚く。

　くるみはピアノ教室に行っているので不在。もちろん後で相談しなきゃいけないけれど、今はまず潤じゆんたちのところへ──リトルウイングへ行くことにする。

　外に出ると、陽気が全身を包み込んだ。暖かいを通り越して、少し暑い。今年の夏は猛暑で大変かも。そんなことを思いながら、うっかり顔には笑みが浮かぶ。

　大変で、楽しい夏になると良いいな。

「三人とも、居るかな」

　歩き始めてから少しして、潤じゆんたちだって外出している可能性はあるよなと、今更思い至った。まずはメッセージで予定が空いてるか確認すべきか。

　でもまあ良いいやと、スマホをポケットにしまい直す。予定が合わなければその時はその時だ。

　転がり出した石を、無理に止めたりしなくてもいいだろう。

　しばし歩き続けて、リトルウイングの前に到着。インターホンを押すと、出たのは潤じゆんだった。

「いらっしゃいませ、響きようさんっ。えへへ、練習日じゃないのに来てくれて嬉うれしいです」

　アポなしの訪問に驚いてはいたけど、潤じゆんはすぐ笑顔になってくれたのでほっとする。後に続いて子ども部屋にお邪魔すると、希のぞ美みとそらも在宅で、のんびりくつろいでいるところだった。

「どうしたの響きよう？」

「くー。……はむ？　響きようにー、いらっしゃい」

　きょとんとする希のぞ美みと、お昼寝から目を覚ましたそら。潤じゆんも訪問の理由が気になっている様子だったので、ちゃぶ台の前に座らせてもらうや前置きなしで早速本題に入ることにした。

「みんな、突然来てごめんね。実は、リヤン・ド・ファミユのコミュニティページにメッセージが届いていたんだ」

「わにゃ、メッセージですか？　どんな内容でしょう？」

　向かいに座った潤じゆんが身体からだを少し前のめりにする。わざわざ知らせに来たのだから何か重要な内容に違いないと感じたのか、希のぞ美みとそらも立ち上がってちゃぶ台のところまでやってきた。

　改めて僕は三人の顔を短く見渡し、本題を切り出す。

「対バンの申し込みが来ていた。Dragon[image: ≒]Nutsからじゃなくて、東京で活動してる、小学生ガールズバンドから。その子たち、去年のキッズバンドフェスに本選出場を果たしてるみたいだよ」

　話が進むに従って、三人の顔つきは、予想通りみるみるうちに輝きの色で満たされていった。
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　あとがき




　いわゆるカップサラダってあるじゃないですか。ランチで洋食セットを頼むとよく付いてくる小鉢のやつ。

　あれ、一枚も野菜こぼさずに食べられた試しがないんです。三十五歳です。

　実のところ、原因は少し前から分かってるんですよ。フォークにレタスとか水みず菜なとかの葉モノを、欲張って一度にいっぱい突き刺そうとしすぎなんです。そんで、先っぽの方にちゃんと刺さってなくてこぼれるんです。気付いているのに、未いまだこぼします。今日もこぼしました。蒼あお山やまです。もうすぐ三十六歳になる年男です。今年はもう少しだけカップサラダに対して慎つつましやかな気持ちを持とうと思います。皆様いかがお過ごしでしょうか。

　今シリーズ『天てん使しの３Ｐスリーピース！』もついに九巻目。二桁冊数が見えてきました。これもひとえに温かい応援のおかげでございます。よろしければ今後ともお付き合い頂ければ非常に嬉うれしく思います。

　いよいよ夏にアニメ放送を控え、メディアミックス企画も順調に進んでおります。ドラマＣＤの収録も先日完了したとのことでしたので、ぜひぜひお楽しみに！

　この本が出るタイミングですと、『電でん撃げき屋や』さんでの予約期間は過ぎてしまっているようですが、もしかするとアニメショップ等でまだ手に入る可能性があるかもなので、興味を持って頂けたら予約や注文ができるか問い合わせてみて下さいませ。

　ドラマパートのアフレコに立ち会わせて頂きましたが、謙遜する必要なく面白いです！　詳しくは言えませんがもはやシナリオどうこうじゃなくすごいことになっていたので（笑）、極論を言えば声優さんの名前だけでお買いあげ頂いても後悔はないかと！

　そしてバンドユニットの初音源ももちろん聴けちゃいますよ！　こちらは僕も純粋にいちファンとして今から楽しみです。

　詳しい情報は拙著の帯や関係各誌、もしくは【天使の３Ｐ！】でネット検索して、アニメ公式ページをご参照下さいませ。

　ついでですが、更新サボり気味だったのを反省して今年はなるべくたくさん自分からも発売情報を発信していこうと思ってますので、『蒼あお山やまサグ』の個人ブログやＴｗｉｔｔｅｒなどもチェックして頂けると嬉うれしいです！

　僕も一員となって、チームでメディアミックスを盛り上げていきますので、今後とも『天てん使しの３Ｐスリーピース！』プロジェクトの全てをよろしくお願いいたします。

　最後になりましたが、今回も拙著をお手にとって下さりありがとうございました！

　今年はなるべくたくさん文字を書く気でいますのでがんばります。ではまた。


二〇一七年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。『ロウきゅーぶ！』で第15回電撃小説大賞《銀賞》を受賞し、作家デビュー。今作を書き上げて不意にうな重を食べたくなった模様。なぜうなぎを食したくなったのか、うなぎがもたらす効果とは何なのか……それは本編を読めばわかるはず!?
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イラスト／てぃんくる

『ロウきゅーぶ！』『天使の３Ｐ！』を担当している、儚く美しい美少女たちが魅力のはるかぜせつな。小学生道を極め、魅力の全てを詰め込んだ『てぃんくるイラストレーションズ Quintet Tea Party ロウきゅーぶ！』も好評発売中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/
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